
 



  
■■科科学学ププレレゼゼンンテテーーシショョンン

 

即興で資料を作りプレゼンテーション 
 

■■科科学学ププレレゼゼンンテテーーシショョンン（（日日本本科科学学未未来来館館））

 

展示物を使ってプレゼンテーション 

■■国国語語表表現現演演習習（（東東京京海海洋洋大大学学ととのの連連携携））

 

ウォーターズ竹芝でフィールドワーク 
 

■■ププレレ課課題題研研究究（（生生物物））

 

相模湖周辺にて森林実習 
 

■■ププレレ課課題題研研究究（（化化学学・・ 株株式式会会社社ととのの連連携携）） 

 

界面活性剤に関する実習 
 

■■科科学学ププレレゼゼンンテテーーシショョンン（（英英語語））

ギャリー先生によるプレゼンテーション授業 
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■■科科学学体体験験学学習習（（那那珂珂研研究究所所））

 

核融合研究施設を見学 

■■科科学学体体験験学学習習（（JJAAXXAA））

 

ロケットや人工衛星の模型を見学

 
■■科科学学体体験験学学習習（（地地質質標標本本館館））

 

日本の地質の成り立ちを学ぶ 
 

■■探探究究活活動動ⅠⅠ・・ププレレ探探究究

 

身近なデータの測定からわかることは？ 

■■探探究究活活動動ⅡⅡ・・ポポススタターーセセッッシショョンン

 

３年生の発表を２年生が見学 
 

■■課課題題実実験験・・基基礎礎実実験験（（科科学学技技術術振振興興財財団団とと連連携携））

 

霧箱で放射線を観察 

  

 
■■課課題題研研究究（（全全国国 生生徒徒研研究究発発表表会会））

 

神戸国際展示場でポスター発表 

■■課課題題研研究究（（立立命命館館高高校校 ））

 

英語で口頭発表、海外高校生と交流

 
■■高高校校現現代代文文明明論論・・学学年年発発表表会会

各クラスの代表者による発表 
 

■■公公共共科科学学演演習習（（保保健健体体育育科科ワワーーククシショョッッププ））

パラスポーツ・ゴールボールを体験 
 

■■国国際際交交流流（（パパヤヤオオ大大学学附附属属高高校校とと合合同同発発表表会会））

 

本校アリーナで英語口頭発表会を開催

■■国国際際交交流流（（パパヤヤオオ大大学学附附属属高高校校とと合合同同発発表表会会））

 

ポスター発表を通してコミュニケーション 
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■■科科学学体体験験学学習習（（那那珂珂研研究究所所））

 

核融合研究施設を見学 

■■科科学学体体験験学学習習（（JJAAXXAA））

 

ロケットや人工衛星の模型を見学

 
■■科科学学体体験験学学習習（（地地質質標標本本館館））

 

日本の地質の成り立ちを学ぶ 
 

■■探探究究活活動動ⅠⅠ・・ププレレ探探究究

 

身近なデータの測定からわかることは？ 

■■探探究究活活動動ⅡⅡ・・ポポススタターーセセッッシショョンン

 

３年生の発表を２年生が見学 
 

■■課課題題実実験験・・基基礎礎実実験験（（科科学学技技術術振振興興財財団団とと連連携携））

 

霧箱で放射線を観察 

  

 
■■課課題題研研究究（（全全国国 生生徒徒研研究究発発表表会会））

 

神戸国際展示場でポスター発表 

■■課課題題研研究究（（立立命命館館高高校校 ））

 

英語で口頭発表、海外高校生と交流

 
■■高高校校現現代代文文明明論論・・学学年年発発表表会会

各クラスの代表者による発表 
 

■■公公共共科科学学演演習習（（保保健健体体育育科科ワワーーククシショョッッププ））

パラスポーツ・ゴールボールを体験 
 

■■国国際際交交流流（（パパヤヤオオ大大学学附附属属高高校校とと合合同同発発表表会会））

 

本校アリーナで英語口頭発表会を開催

■■国国際際交交流流（（パパヤヤオオ大大学学附附属属高高校校とと合合同同発発表表会会））

 

ポスター発表を通してコミュニケーション 
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■■国国際際交交流流（（ささくくららササイイエエンンススププロロググララムム））

アジア諸国の高校生と交流

 

■■科科学学普普及及活活動動（（建建学学祭祭展展示示）） 

 

海洋プラスチックごみでストラップづくり 

■■科科学学普普及及活活（（世世界界一一行行ききたたいい科科学学広広場場 浦浦安安））

 

流動床現象について子供たちに解説 
 

■■科科学学普普及及活活動動（（ 教教室室））

  

表面張力について子供たちに解説 
 

■■科科学学普普及及活活動動（（ 教教室室））  

 

ミクロの世界をのぞいてみよう

■■科科学学普普及及活活動動（（小小学学生生へへのの 活活動動）） 

水溶液の色が変わる仕組みを解説

 

令令和和４４年年度度ＳＳＳＳＨＨ報報告告書書

ＳＳＳＳＨＨ研研究究開開発発実実施施報報告告（（要要約約）） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２２

ＳＳＳＳＨＨ研研究究開開発発のの成成果果とと課課題題 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ６６

第第１１章章 研研究究開開発発のの課課題題 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ９９

第第２２章章 研研究究開開発発のの経経緯緯 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １１２２

第第３３章章 研研究究開開発発のの内内容容

３３－－ＡＡ 基基礎礎力力、、問問題題発発見見力力、、問問題題解解決決力力

１１．．ササイイエエンンスス基基礎礎（（ＡＡ１１））

①①科科学学ププレレゼゼンンテテーーシショョンン（（日日本本語語・・英英語語）） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １１３３

②②ププレレ課課題題研研究究・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １１３３

③③デデーータタササイイエエンンスス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １１５５

④④国国語語表表現現演演習習 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １１５５

２２．．科科学学体体験験学学習習（（ＡＡ２２））・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １１６６

３３．．探探究究活活動動ⅠⅠ（（ＡＡ３３））・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １１６６

４４．．探探究究活活動動ⅡⅡ（（ＡＡ４４））・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １１７７

５５．．課課題題実実験験（（ＡＡ５５））・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １１８８

６６．．課課題題研研究究（（ＡＡ６６））・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １１９９

３３－－ＢＢ 倫倫理理観観おおよよびび判判断断力力

１１．．高高校校現現代代文文明明論論（（ＢＢ１１））・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２２１１

２２．．公公共共科科学学論論（（ＢＢ２２））・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２２２２

３３．．公公共共科科学学演演習習（（ＢＢ３３））・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２２３３

３３－－ＣＣ 英英語語ププレレゼゼンンテテーーシショョンン力力・・国国際際交交流流

１１．．アアカカデデミミッッククププレレゼゼンンテテーーシショョンンⅠⅠ（（ＣＣ１１））・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２２５５

２２．．アアカカデデミミッッククププレレゼゼンンテテーーシショョンンⅡⅡ（（ＣＣ２２））・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２２６６

３３．．研研修修旅旅行行ササイイエエンンススココーースス（（ＣＣ３３））・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２２６６

４４．．国国際際交交流流（（ＣＣ４４））・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２２７７

３３－－ＤＤ 科科学学普普及及活活動動

１１．．フファァミミリリーー・・ススーーパパーーササイイエエンンスス教教室室（（ＤＤ１１））・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２２８８

２２．．ササイイエエンンススココミミュュニニケケーータターー（（ＤＤ２２））・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２２８８

第第４４章章 実実施施のの効効果果ととそそのの評評価価

ＡＡ 問問題題発発見見力力、、問問題題解解決決力力・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３３００

ＢＢ 倫倫理理観観おおよよびび判判断断力力・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３３２２

ＣＣ 英英語語ププレレゼゼンンテテーーシショョンン力力・・国国際際交交流流・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３３４４

ＤＤ 科科学学普普及及活活動動・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３３５５

第第５５章章 校校内内ににおおけけるるＳＳＳＳＨＨのの組組織織的的推推進進体体制制・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３３６６

第第６６章章 成成果果のの発発信信・・普普及及・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３３７７

第第７７章章 研研究究開開発発実実施施上上のの課課題題及及びび今今後後のの研研究究開開発発のの方方向向性性・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３３８８

第第８８章章 資資料料集集

１１．．運運営営指指導導委委員員会会のの記記録録・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３３９９

２２．． 活活動動事事前前・・事事後後アアンンケケーートト・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４４００

３３．．成成績績評評価価用用ルルーーブブリリッックク・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４４１１

４４．．教教育育課課程程表表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４４３３

５５．．課課題題研研究究テテーーママ一一覧覧・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４４５５

− iv −



 
■■国国際際交交流流（（ささくくららササイイエエンンススププロロググララムム））

アジア諸国の高校生と交流

 

■■科科学学普普及及活活動動（（建建学学祭祭展展示示）） 

 

海洋プラスチックごみでストラップづくり 

■■科科学学普普及及活活（（世世界界一一行行ききたたいい科科学学広広場場 浦浦安安））

 

流動床現象について子供たちに解説 
 

■■科科学学普普及及活活動動（（ 教教室室））

  

表面張力について子供たちに解説 
 

■■科科学学普普及及活活動動（（ 教教室室））  

 

ミクロの世界をのぞいてみよう

■■科科学学普普及及活活動動（（小小学学生生へへのの 活活動動）） 

水溶液の色が変わる仕組みを解説

 

令令和和４４年年度度ＳＳＳＳＨＨ報報告告書書

ＳＳＳＳＨＨ研研究究開開発発実実施施報報告告（（要要約約）） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２２

ＳＳＳＳＨＨ研研究究開開発発のの成成果果とと課課題題 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ６６

第第１１章章 研研究究開開発発のの課課題題 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ９９

第第２２章章 研研究究開開発発のの経経緯緯 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １１２２

第第３３章章 研研究究開開発発のの内内容容

３３－－ＡＡ 基基礎礎力力、、問問題題発発見見力力、、問問題題解解決決力力

１１．．ササイイエエンンスス基基礎礎（（ＡＡ１１））

①①科科学学ププレレゼゼンンテテーーシショョンン（（日日本本語語・・英英語語）） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １１３３

②②ププレレ課課題題研研究究・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １１３３

③③デデーータタササイイエエンンスス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １１５５

④④国国語語表表現現演演習習 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １１５５

２２．．科科学学体体験験学学習習（（ＡＡ２２））・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １１６６

３３．．探探究究活活動動ⅠⅠ（（ＡＡ３３））・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １１６６

４４．．探探究究活活動動ⅡⅡ（（ＡＡ４４））・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １１７７

５５．．課課題題実実験験（（ＡＡ５５））・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １１８８

６６．．課課題題研研究究（（ＡＡ６６））・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １１９９

３３－－ＢＢ 倫倫理理観観おおよよびび判判断断力力

１１．．高高校校現現代代文文明明論論（（ＢＢ１１））・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２２１１

２２．．公公共共科科学学論論（（ＢＢ２２））・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２２２２

３３．．公公共共科科学学演演習習（（ＢＢ３３））・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２２３３

３３－－ＣＣ 英英語語ププレレゼゼンンテテーーシショョンン力力・・国国際際交交流流
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別紙様式１－１ 
学校法人東海大学 東海大学付属高輪台高等学校 指定第Ⅳ期目  

 
❶令和４年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約） 

 
① 研究開発課題  

社会との共創による科学的思考・国際性を育成する探究カリキュラム開発と全校展開 
② 研究開発の概要  
主体的・協働的学習を通して科学的思考・国際性を身につけることのできる探究カリキュラムを開発し、全校展

開することを目的として、以下のＡ～Ｃの学習プログラムを計画した。 
Ａ．協働学習を通した問題発見力、問題解決力の育成のために、普通クラスでは探究活動Ⅰ・Ⅱ、ＳＳＨクラスで 

はサイエンス基礎、科学体験学習旅行、課題実験、課題研究を実施する。 
Ｂ．地球市民としての科学的倫理観および判断力を育成するために、高校現代文明論、公共科学論、公共科学演習 

を実施する。 
Ｃ．英語プレゼンテーション力を育成し、国際性を高めるために、アカデミックプレゼンテーションⅠ・Ⅱ、海外 

校との国際交流を実施する。 
先駆者（産・官・学）から学ぶ探究活動と後進（小・中）を育てる社会貢献を、社会との共創により展開するた

めの連携システムを構築するために、以下のＤ～Ｆの教育システムを計画した。 
Ｄ．地域に広げる科学普及活動を展開するために、ファミリー・スーパーサイエンス教室、サイエンスコミュニ  

ケーター活動を実施する。 
Ｅ．キャリア教育を推進するために、企業連携、サイエンス講座を実施し、社会の中で使われている科学を学ぶ。 

また、企業や研究機関と連携した課題研究に取り組む。 
Ｆ．中高大一貫教育を推進する。また、卒業生追跡調査を継続して実施する。 

③ 令和４年度実施規模  
各学年のＳＳＨクラスを中心に、全校生徒を対象に実施した。 

 第１学年 第２学年 第３学年 計 

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 

普通科 480 10 514 10 523 10 1517 30 

（ＳＳＨクラス） 32 1 48 1 42 1 122 3 

（普通クラス） 448 9 466 9 481 9 1395 27 
 

④ 研究開発の内容  
○研究開発計画 

第一年次（令和４年度（2022 年度）） 
１年生でサイエンス基礎（科学プレゼンテーション、プレ課題研究、データサイエンス、国語表現演習）、科学

体験学習、高校現代文明論を実施する。２年生で課題実験、公共科学論、アカデミックプレゼンテーションⅠ、３

年生で課題研究、公共科学演習、アカデミックプレゼンテーションⅡを実施する。海外校と研究発表を通して国際

交流しをするとともに、共同課題研究を実施する。 
○教育課程上の特例 

特になし。 
○令和４年度の教育課程の内容のうち特徴的な事項 
・第１学年サイエンスクラス サイエンス基礎（1 単位）、科学体験学習（1 単位） 
・第２学年普通クラス 探究活動Ⅰ（1 単位） 
・第２学年ＳＳＨクラス 課題実験（2 単位）、公共科学論（1 単位） 

アカデミックプレゼンテーションⅠ（1 単位）    
・第３学年普通クラス 探究活動Ⅱ（1 単位） 
・第３学年ＳＳＨクラス 課題研究（2 単位）、公共科学演習（2 単位） 

アカデミックプレゼンテーションⅡ（1 単位） 

○具体的な研究事項・活動内容

 【Ａ】問題発見力、問題解決力 【Ｂ】倫理観・判断力 【Ｃ】国際性  
【Ｄ】科学普及活動 【Ｅ】キャリア教育  
【Ｆ】中高大一貫教育  

1 年 ２・３年 

4
月 

・科学プレゼン①

② 
・3 年課題研究、２単位で班別実験

開始（～11 月） 
・普通クラス２年探究活動Ⅰ、１単

位で開始 
・普通クラス 3 年探究活動Ⅱ、1 単

位で開始 
・2 年課題実験・面談①② 

・公共科学論（１単位）、公共科学演習（２単位）

【Ｂ】 
・アカデミックプレゼンテーションⅠⅡ、１単位で

開始【Ｃ】  

5
月 

・科学プレゼン③ 
・データサイエン

ス①② 
・プレ課題研究（物

理・環境）① 

・2 年課題実験・面談③ 
・2 年課題実験・基礎実験①② 

・26 日 中等部キャリア教育【ＥＦ】 

6
月 

・プレ課題研究（物

理・環境）②③ 
・国語表現演習① 

・2 年課題実験・基礎実験③ 
・2 年課題実験・個別実験開始 

・23～28 日、研修旅行サイエンスコース【Ｃ】 

7
月 

・国語表現演習②

～④（東京海洋大

学との連携） 

・16 日、東海フェスタ 2022 
・21 日、新潟県立新発田高校課題研

究発表会 
・23 日、福井県立若狭高校環境フォ

ーラム 
・26 日、新潟県立新潟南高校発表会 

・21 新潟県立新発田高校発表会（英語）【ＢＣ】 
・23 日、福井県立若狭高校・環境フォーラム（英

語）【Ｂ】 

8
月 

・23～25 日、科学

体験学習 
・3～4 日、生徒研究発表会（神戸） 
・27 日、マスフェスタで発表 

 

9
月 

・国語表現演習⑤ ・10 日、NIFS オープンキャンパス

（オンライン）優秀賞 
 

10
月 

・プレ課題研究（物

理・環境）④ 
・データサイエン

ス③④ 

・12 日、山形県立東桜学館発表会 
・29 日、本校成果報告会 

・20 日、さくらサイエンスプログラム【Ｃ】 
・29 日、タイ・パヤオ大学附属高校生徒が来校し、

合同で発表会を開催【Ｃ】 
・29 日 第１回運営指導委員会 

11
月 

・データサイエン

ス⑤ 
・プレ課題研究（生

物）①② 

・13 日、科学の甲子園東京都大会 ・1～5 日、立命館 JSSF に 3 年生 2 名が参加【Ｃ】 
 

12
月 

・プレ課題研究（生

物）③ 
・科学プレゼン（英

語）①② 
 
 

・18 日、白梅科学コンテスト奨励賞 
・18 日、SSH 東京都指定校合同 
発表会 
 

・1 日、中等部キャリア教育【ＥＦ】 
・TJ-SIF（日タイ高校生 ICT フェア）にオンライン

参加【Ｃ】 

1
月 

・国語表現演習⑥ 
・科学プレゼン（英

語）③④ 

 ・15 日、ファミリー・スーパーサイエンス教室【D】 
・24 日、高輪台小学校児童に科学教室実施【Ｄ】 
・28 日、本校中等部に科学教室実施【ＤＦ】 

2
月 

・プレ課題研究（科

学）①～③ 
・12 日、福井県立若狭高校発表会 
・12 日、兵庫県立姫路東高校発表会 
・2 年課題実験発表会 

 

3
月 

 ・26 日、関東近県合同発表会 ・11 日、第２回運営指導委員会 

 

⑤ 研究開発の成果と課題  
○研究成果の普及について 
課課題題研研究究・・探探究究活活動動のの発発表表

今年度も昨年同様、新型コロナウイルス感染症の影響により多くの外部発表会がオンラインでの開催となった。
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別紙様式１－１ 
学校法人東海大学 東海大学付属高輪台高等学校 指定第Ⅳ期目  

 
❶令和４年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約） 

 
① 研究開発課題  

社会との共創による科学的思考・国際性を育成する探究カリキュラム開発と全校展開 
② 研究開発の概要  
主体的・協働的学習を通して科学的思考・国際性を身につけることのできる探究カリキュラムを開発し、全校展

開することを目的として、以下のＡ～Ｃの学習プログラムを計画した。 
Ａ．協働学習を通した問題発見力、問題解決力の育成のために、普通クラスでは探究活動Ⅰ・Ⅱ、ＳＳＨクラスで 

はサイエンス基礎、科学体験学習旅行、課題実験、課題研究を実施する。 
Ｂ．地球市民としての科学的倫理観および判断力を育成するために、高校現代文明論、公共科学論、公共科学演習 

を実施する。 
Ｃ．英語プレゼンテーション力を育成し、国際性を高めるために、アカデミックプレゼンテーションⅠ・Ⅱ、海外 

校との国際交流を実施する。 
先駆者（産・官・学）から学ぶ探究活動と後進（小・中）を育てる社会貢献を、社会との共創により展開するた

めの連携システムを構築するために、以下のＤ～Ｆの教育システムを計画した。 
Ｄ．地域に広げる科学普及活動を展開するために、ファミリー・スーパーサイエンス教室、サイエンスコミュニ  

ケーター活動を実施する。 
Ｅ．キャリア教育を推進するために、企業連携、サイエンス講座を実施し、社会の中で使われている科学を学ぶ。 

また、企業や研究機関と連携した課題研究に取り組む。 
Ｆ．中高大一貫教育を推進する。また、卒業生追跡調査を継続して実施する。 

③ 令和４年度実施規模  
各学年のＳＳＨクラスを中心に、全校生徒を対象に実施した。 

 第１学年 第２学年 第３学年 計 

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 

普通科 480 10 514 10 523 10 1517 30 

（ＳＳＨクラス） 32 1 48 1 42 1 122 3 

（普通クラス） 448 9 466 9 481 9 1395 27 
 

④ 研究開発の内容  
○研究開発計画 

第一年次（令和４年度（2022 年度）） 
１年生でサイエンス基礎（科学プレゼンテーション、プレ課題研究、データサイエンス、国語表現演習）、科学

体験学習、高校現代文明論を実施する。２年生で課題実験、公共科学論、アカデミックプレゼンテーションⅠ、３

年生で課題研究、公共科学演習、アカデミックプレゼンテーションⅡを実施する。海外校と研究発表を通して国際

交流しをするとともに、共同課題研究を実施する。 
○教育課程上の特例 

特になし。 
○令和４年度の教育課程の内容のうち特徴的な事項 
・第１学年サイエンスクラス サイエンス基礎（1 単位）、科学体験学習（1 単位） 
・第２学年普通クラス 探究活動Ⅰ（1 単位） 
・第２学年ＳＳＨクラス 課題実験（2 単位）、公共科学論（1 単位） 

アカデミックプレゼンテーションⅠ（1 単位）    
・第３学年普通クラス 探究活動Ⅱ（1 単位） 
・第３学年ＳＳＨクラス 課題研究（2 単位）、公共科学演習（2 単位） 

アカデミックプレゼンテーションⅡ（1 単位） 

○具体的な研究事項・活動内容

 【Ａ】問題発見力、問題解決力 【Ｂ】倫理観・判断力 【Ｃ】国際性  
【Ｄ】科学普及活動 【Ｅ】キャリア教育  
【Ｆ】中高大一貫教育  

1 年 ２・３年 

4
月 

・科学プレゼン①

② 
・3 年課題研究、２単位で班別実験

開始（～11 月） 
・普通クラス２年探究活動Ⅰ、１単

位で開始 
・普通クラス 3 年探究活動Ⅱ、1 単

位で開始 
・2 年課題実験・面談①② 

・公共科学論（１単位）、公共科学演習（２単位）

【Ｂ】 
・アカデミックプレゼンテーションⅠⅡ、１単位で

開始【Ｃ】  

5
月 

・科学プレゼン③ 
・データサイエン

ス①② 
・プレ課題研究（物

理・環境）① 

・2 年課題実験・面談③ 
・2 年課題実験・基礎実験①② 

・26 日 中等部キャリア教育【ＥＦ】 

6
月 

・プレ課題研究（物

理・環境）②③ 
・国語表現演習① 

・2 年課題実験・基礎実験③ 
・2 年課題実験・個別実験開始 

・23～28 日、研修旅行サイエンスコース【Ｃ】 

7
月 

・国語表現演習②

～④（東京海洋大

学との連携） 

・16 日、東海フェスタ 2022 
・21 日、新潟県立新発田高校課題研

究発表会 
・23 日、福井県立若狭高校環境フォ

ーラム 
・26 日、新潟県立新潟南高校発表会 

・21 新潟県立新発田高校発表会（英語）【ＢＣ】 
・23 日、福井県立若狭高校・環境フォーラム（英

語）【Ｂ】 

8
月 

・23～25 日、科学

体験学習 
・3～4 日、生徒研究発表会（神戸） 
・27 日、マスフェスタで発表 

 

9
月 

・国語表現演習⑤ ・10 日、NIFS オープンキャンパス

（オンライン）優秀賞 
 

10
月 

・プレ課題研究（物

理・環境）④ 
・データサイエン

ス③④ 

・12 日、山形県立東桜学館発表会 
・29 日、本校成果報告会 

・20 日、さくらサイエンスプログラム【Ｃ】 
・29 日、タイ・パヤオ大学附属高校生徒が来校し、

合同で発表会を開催【Ｃ】 
・29 日 第１回運営指導委員会 

11
月 

・データサイエン

ス⑤ 
・プレ課題研究（生

物）①② 

・13 日、科学の甲子園東京都大会 ・1～5 日、立命館 JSSF に 3 年生 2 名が参加【Ｃ】 
 

12
月 

・プレ課題研究（生

物）③ 
・科学プレゼン（英

語）①② 
 
 

・18 日、白梅科学コンテスト奨励賞 
・18 日、SSH 東京都指定校合同 
発表会 
 

・1 日、中等部キャリア教育【ＥＦ】 
・TJ-SIF（日タイ高校生 ICT フェア）にオンライン

参加【Ｃ】 

1
月 

・国語表現演習⑥ 
・科学プレゼン（英

語）③④ 

 ・15 日、ファミリー・スーパーサイエンス教室【D】 
・24 日、高輪台小学校児童に科学教室実施【Ｄ】 
・28 日、本校中等部に科学教室実施【ＤＦ】 

2
月 

・プレ課題研究（科

学）①～③ 
・12 日、福井県立若狭高校発表会 
・12 日、兵庫県立姫路東高校発表会 
・2 年課題実験発表会 

 

3
月 

 ・26 日、関東近県合同発表会 ・11 日、第２回運営指導委員会 

 

⑤ 研究開発の成果と課題  
○研究成果の普及について 
課課題題研研究究・・探探究究活活動動のの発発表表

今年度も昨年同様、新型コロナウイルス感染症の影響により多くの外部発表会がオンラインでの開催となった。
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しかし、今年度は対面形式の発表会にも数件参加することができた。課題研究に取り組んだ生徒の研究成果はすべ

て、これらの発表会を通じて発信することができた。また、 月には、成果報告会を他のＳＳＨ校および東海大

学系列校、本校保護者に対して実施し、普通クラスの探究活動及びＳＳＨクラスの課題研究の取組を発信しするこ

とができた。

成成果果のの発発信信

本校ホームページにおいて、 年間の取り組みをまとめた研究開発報告書をアップロードしている。また、ＳＳ

Ｈプログラムの活動や発表会の様子をホームページのニュースとして随時発信している。学校報「飛躍」にもＳＳ

Ｈ活動の取り組みの様子や活動を経験した生徒の声などを毎月記載している。

学学校校内内（（普普通通ククララスス））へへ成成果果普普及及

科学プレゼンテーションの学習手法や、探究活動や公共科学論で実施しているアクティブ・ラーニングの授業展

開を、各教科で実施されている調べ学習や発表学習に適用してきた。企業連携活動もＳＳＨクラスだけでなく、普

通クラスや中等部の生徒へのキャリア教育として継続して実施している。また、文化祭においては、ＳＳＨクラス

同様に普通クラスでも、ものづくりや環境問題を扱う科学関連の展示を行うクラスもでてきた。ＳＳＨクラスで実

施したノウハウを生かし、企業出前授業の特別講座や文化祭クラス展示での連携など、企業と中高生が関わる機会

をふやすことができた。 
地地域域へへのの成成果果普普及及

地域の小学生を対象とした科学教室（ファミリー・スーパーサイエンス教室）は、地域の科学教室として定着し

ている。新型コロナウイルスの蔓延状況が収束しない中でも参加申込が多数あり、参加した子供たちに科学体験を

楽しんでもらうことができた。また、本校高校生が科学の授業を行うサイエンスコミュニケーター活動も恒例行事

となっており、生徒たちの工夫を凝らした授業は子供たちに好評を得ている。過去には、本校ＳＳＨ生徒が行った

科学教室を受講した小学生が、その後本校に入学してＳＳＨクラスに入り、今度は先生役となって次の世代の子供

たちに向けて科学教室を実践するという例もある。科学の面白さを地域の子供たちに伝えるこれらのプログラム

は、高校生自身の科学に対する関心を高揚させる効果もあり、今後も継続して実施していく。 
 
○実施による成果とその評価 
探探究究活活動動のの全全校校展展開開

普通クラス２年生においては「探究活動Ⅰ」を実施し、探究テーマや仮説を自分たちで考えさせ、仮説を検証す

るための実験や調査を実施した。また、３年生の「探究活動Ⅱ」では、前年度の活動を踏まえてさらに活動を続け

て、３年生全員が学年発表会で参加し、さらに論文を作成することができた。学年発表会では、お互いの探究活動

を報告しあい、意見交換をすることができた。この発表会には探究活動を新たに始めた２年生も参加し、上級生の

発表を聴くことによって自らの探究活動を進めるヒントを得ることができた。さらにＳＳＨクラス３年生も自分た

ちが取り組んだ課題研究をこの場で発表した。ＳＳＨクラス生徒の発表を聞くことで、研究の進め方や発表の仕方

を学び、刺激を受けた普通クラスの生徒も見られた。また今年度は、担当するメンター教員の数を増やしたこと、

テーマ分野の選択の幅を広げたこと、「プレ探究」をより実践的なものにしたことなど、探究活動の運営方法の改

善も行った。

倫倫理理観観・・判判断断力力のの育育成成ににつついいてて

高校現代文明論や公共科学論の取組を通して、科学文明のあり方について熟考させることができた。２年生の「公

共科学論」では、科学者が持つべき倫理観や科学文明の進展がもたらした功罪など、現代社会と科学のつながりを

特に意識し、社会の中における科学の諸問題について考えられるように各教科の担当者が講座を行った。３年生で

実施した「公共科学演習」では、世の中にある科学に関する諸問題について、グループ毎に探究活動を行った。そ

れらの諸問題に対して自分たちにできることをまとめてクラス内で発表し、議論することができた。

英英語語ププレレゼゼンンテテーーシショョンン力力・・国国際際交交流流ににつついいてて

今年度もオンライン交流が中心となったが、海外校の生徒と本校生徒が協力して取り組む共同研究プログラムを

実施することができた。タイ・チュラポーンサイエンススクール・トラン校と８つのテーマで共同研究を実施し、

それぞれの国の環境下で同様の実験を行い、お互いのデータを比較することができた。

科科学学普普及及活活動動ににつついいてて 
科学教室の参加者アンケートでは多くの高評価を得ることができ、小学生や保護者の方に「理科のおもしろさ」

を伝えることができた。また、科学教室を担当した生徒は経験を積むことで、余裕をもった対応ができるようにな

った。３年生は、わかりやすく教えるための工夫をよく考えており、「人に教えるためには自分自身もそのことに

ついてしっかり学ばなければならない」ということを実感していた。生徒自身が教える経験を通して、理科につい

てよく学び、学習意欲を向上させることができたのではないかと考えられる。 

○実施上の課題と今後の取組 
全全校校ででのの探探究究活活動動のの取取組組

普通クラスの探究活動では、「プレ探究」を充実させたり、探究テーマの分野を柔軟にしたり、指導するメンタ

ー教員の数を増やしたりするなど、毎年反省点を踏まえて運営の改善を行いながら進めてきた。日常生活の疑問か

ら生じた課題を取り扱ったものも多く、文系・理系にとらわれない独創的なテーマを探究するグループもみられる

ようになった。一方で、インターネットで調べた情報をそのまま掲載して発表したり、考察がデータを活用したも

のではなく主観や想像に基づいた感想で終わっていたりするなど、科学的な成果発表になっていないものもある。

これらの例の中には、活動中に指導教員からもう少しアドバイスができれば改善できたと思われるものも多い。

メンター教員が生徒の探究活動の進捗状況を効率的に把握することのできる工夫が必要となる。他校の例では、教

員が直接進捗状況をチェックするだけでなく、生徒どうしが探究活動の途中に相互評価をして、そこに教員がコメ

ントするという体制を作っているところがある。このような探究活動指導における教員と生徒の情報交換の方法

を、今後は検討していきたい。本校では 人１台タブレット を所持しており、ＩＣＴ環境も整っているため、

教員と生徒のコミュニケーションツールとしてそれらを活用することもできると考えられる。

成成果果のの発発信信・・交交流流のの手手法法

今年度も新型コロナウイルス感染症蔓延の影響が強く残り、研究施設への訪問や、外部での発表会への参加が限

定的なものになった。また、依然として国際交流で海外に渡航することもできない状況が続いている。その一方で、

などのツールを使用した発表会や交流会に参加したり、海外校とインターネットを介して情報交換したりす

るなど、オンラインを使用した交流の機会が多くなった。「移動のコストが生じない」「時間設定を柔軟に対処でき

る」「気軽に参加できる」などオンラインならではのメリットも見られ、オンラインを活用することで成果発信や

交流の幅が広がることが実感できた。しかし、オンライン上では直接の対面にならないため、ニュアンスがうまく

伝わらないなどコミュニケーションの取り方に制約も制約ができる。オンラインのメリットをうまく生かし、成果

発信や交流の幅をひろげていくことが課題となる。今後はオンラインを使用する上でのメリット・デメリットを整

理し、オンラインを含めた成果普及の方法を再検討していきたい。

また、取組の成果報告の発信だけでなく、本校のプログラムで作成した教材や評価シートなどをＨＰに掲載する

など、他校へのプログラム成果普及にも努めていきたい。

海海外外校校ととのの共共同同研研究究

タイ・チュラポーンサイエンスハイスクール・トラン校との共同研究では、一昨年度は３件、昨年度は６件、今

年度は８件のテーマで実施し、 などのオンラインツールを活用しながら共同研究を進めてきた。生徒への参

加の呼びかけが功を奏し、共同研究の件数を年々増やすことができている。共同研究を進めているグループは、定

期的にオンラインミーティングを開催し、順調にお互いの研究内容を次情報交換することができ、無事に終了させ

ることができた。

海外校との共同研究を行うにあたって、テーマ設定の仕方が今後も課題となる。現在は、本校の生徒のテーマ一

覧を相手の学校に送り、共同研究のテーマを選んでもらうという方法をとっている。現在のようにこちらからテー

マ一覧を提示するだけでなく、相手側からも連携可能なテーマを提示してもらい、お互いの学校で行っている取組

を確認しながら、共通課題となるテーマを見つけていく方法を検討していきたい。 
 
⑥ 新型コロナウイルス感染症の影響

・外部発表会は昨年同様オンライン参加が多かったが、一部対面形式に発表会にも参加することができた。

・課題研究や探究活動の校内発表会や、地域の小学生を対象とした科学教室は、密状態をなるべく避け、換気に注

意しながらマスク着用のもと実施することができた。

・海外校訪問や海外の発表会に参加することはできず、オンラインでの交流が中心となった。

・研修旅行海外サイエンスコース（支援対象外）は、国内（北海道）サイエンスコースに変更した。

・昨年度オンラインで対応していただいた外部講師の先生方には、今年度は来校して講義をしていただくことがで

きた。
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ー教員の数を増やしたりするなど、毎年反省点を踏まえて運営の改善を行いながら進めてきた。日常生活の疑問か

ら生じた課題を取り扱ったものも多く、文系・理系にとらわれない独創的なテーマを探究するグループもみられる

ようになった。一方で、インターネットで調べた情報をそのまま掲載して発表したり、考察がデータを活用したも

のではなく主観や想像に基づいた感想で終わっていたりするなど、科学的な成果発表になっていないものもある。

これらの例の中には、活動中に指導教員からもう少しアドバイスができれば改善できたと思われるものも多い。

メンター教員が生徒の探究活動の進捗状況を効率的に把握することのできる工夫が必要となる。他校の例では、教

員が直接進捗状況をチェックするだけでなく、生徒どうしが探究活動の途中に相互評価をして、そこに教員がコメ

ントするという体制を作っているところがある。このような探究活動指導における教員と生徒の情報交換の方法

を、今後は検討していきたい。本校では 人１台タブレット を所持しており、ＩＣＴ環境も整っているため、

教員と生徒のコミュニケーションツールとしてそれらを活用することもできると考えられる。

成成果果のの発発信信・・交交流流のの手手法法

今年度も新型コロナウイルス感染症蔓延の影響が強く残り、研究施設への訪問や、外部での発表会への参加が限

定的なものになった。また、依然として国際交流で海外に渡航することもできない状況が続いている。その一方で、

などのツールを使用した発表会や交流会に参加したり、海外校とインターネットを介して情報交換したりす

るなど、オンラインを使用した交流の機会が多くなった。「移動のコストが生じない」「時間設定を柔軟に対処でき

る」「気軽に参加できる」などオンラインならではのメリットも見られ、オンラインを活用することで成果発信や

交流の幅が広がることが実感できた。しかし、オンライン上では直接の対面にならないため、ニュアンスがうまく

伝わらないなどコミュニケーションの取り方に制約も制約ができる。オンラインのメリットをうまく生かし、成果

発信や交流の幅をひろげていくことが課題となる。今後はオンラインを使用する上でのメリット・デメリットを整

理し、オンラインを含めた成果普及の方法を再検討していきたい。

また、取組の成果報告の発信だけでなく、本校のプログラムで作成した教材や評価シートなどをＨＰに掲載する

など、他校へのプログラム成果普及にも努めていきたい。

海海外外校校ととのの共共同同研研究究

タイ・チュラポーンサイエンスハイスクール・トラン校との共同研究では、一昨年度は３件、昨年度は６件、今

年度は８件のテーマで実施し、 などのオンラインツールを活用しながら共同研究を進めてきた。生徒への参

加の呼びかけが功を奏し、共同研究の件数を年々増やすことができている。共同研究を進めているグループは、定

期的にオンラインミーティングを開催し、順調にお互いの研究内容を次情報交換することができ、無事に終了させ

ることができた。

海外校との共同研究を行うにあたって、テーマ設定の仕方が今後も課題となる。現在は、本校の生徒のテーマ一

覧を相手の学校に送り、共同研究のテーマを選んでもらうという方法をとっている。現在のようにこちらからテー

マ一覧を提示するだけでなく、相手側からも連携可能なテーマを提示してもらい、お互いの学校で行っている取組

を確認しながら、共通課題となるテーマを見つけていく方法を検討していきたい。 
 
⑥ 新型コロナウイルス感染症の影響

・外部発表会は昨年同様オンライン参加が多かったが、一部対面形式に発表会にも参加することができた。

・課題研究や探究活動の校内発表会や、地域の小学生を対象とした科学教室は、密状態をなるべく避け、換気に注

意しながらマスク着用のもと実施することができた。

・海外校訪問や海外の発表会に参加することはできず、オンラインでの交流が中心となった。
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・昨年度オンラインで対応していただいた外部講師の先生方には、今年度は来校して講義をしていただくことがで

きた。
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学 校 名 指定第Ⅳ期目  

 
❷令和４年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発の成果と課題 

 
① 研究開発の成果  

課課題題研研究究・・探探究究活活動動のの発発表表

今年度も昨年同様、新型コロナウイルス感染症の影響により多くの外部発表会がオンラインでの開催

となった。しかし今年度は対面形式の発表会にも数件参加することができた。課題研究に取り組んだ生

徒の研究成果はすべて、これらの発表会を通じて発信することができた。また、 月には、成果報告

会を他のＳＳＨ校および東海大学系列校、本校保護者に対して実施し、普通クラスの探究活動及びＳＳ

Ｈクラスの課題研究の取組を発信しすることができた。

成成果果のの発発信信

本校ホームページにおいて、 年間の取り組みをまとめた研究開発報告書をアップロードしている。

また、ＳＳＨプログラムの活動や発表会の様子をホームページのニュースとして随時発信している。学

校報「飛躍」にもＳＳＨ活動の取り組みの様子や活動を経験した生徒の声などを毎月記載している。

学学校校内内（（普普通通ククララスス））へへ成成果果普普及及

科学プレゼンテーションの学習手法や、探究活動や公共科学論で実施しているアクティブ・ラーニン

グの授業展開を、各教科で実施されている調べ学習や発表学習に適用してきた。企業連携活動もＳＳＨ

クラスだけでなく、普通クラスや中等部の生徒へのキャリア教育として継続して実施している。また、

文化祭においては、ＳＳＨクラス同様に普通クラスでも、ものづくりや環境問題を扱う科学関連の展示

を行うクラスもでてきた。ＳＳＨクラスで実施したノウハウを生かし、企業出前授業の特別講座や文化

祭クラス展示での連携など、企業と中高生が関わる機会をふやすことができた。 

地地域域へへのの成成果果普普及及

地域の小学生を対象とした科学教室（ファミリー・スーパーサイエンス教室）は、地域の科学教室と

して定着している。新型コロナウイルスの蔓延状況が収束しない中でも参加申込が多数あり、参加した

子供たちに科学体験を楽しんでもらうことができた。また、本校高校生が科学の授業を行うサイエンス

コミュニケーター活動も恒例行事となっており、生徒たちの工夫を凝らした授業は子供たちに好評を得

ている。過去には、本校ＳＳＨ生徒が行った科学教室を受講した小学生が、その後本校に入学してＳＳ

Ｈクラスに入り、今度は先生役となって次の世代の子供たちに向けて科学教室を実践するという例もあ

る。科学の面白さを地域の子供たちに伝えるこれらのプログラムは、高校生自身の科学に対する関心を

高揚させる効果もあり、今後も継続して実施していく。 
 
② 研究開発の課題  

全全校校ででのの探探究究活活動動のの取取組組

普通クラスの探究活動では、「プレ探究」を充実させたり、探究テーマの分野を柔軟にしたり、指導

するメンター教員の数を増やしたりするなど、毎年反省点を踏まえて運営の改善を行いながら進めてき

た。日常生活の疑問から生じた課題を取り扱ったものも多く、文系・理系にとらわれない独創的なテー

マを探究するグループもみられるようになった。一方で、インターネットで調べた情報をそのまま掲載

して発表したり、考察がデータを活用したものではなく主観や想像に基づいた感想で終わっていたりす

るなど、科学的な成果発表になっていないものもある。

これらの例の中には、活動中に指導教員からもう少しアドバイスができれば改善できたと思われるも

のも多い。メンター教員が生徒の探究活動の進捗状況を効率的に把握することのできる工夫が必要とな

る。他校の例では、教員が直接進捗状況をチェックするだけでなく、生徒どうしが探究活動の途中に相

互評価をして、そこに教員がコメントするという体制を作っているところがある。このような探究活動

指導における教員と生徒の情報交換の方法を、今後は検討していきたい。本校では 人１台タブレット

を所持しており、ＩＣＴ環境も整っているため、教員と生徒のコミュニケーションツールとしてそ

れらを活用することもできると考えられる。

成成果果のの発発信信・・交交流流のの手手法法

今年度も新型コロナウイルス感染症蔓延の影響が強く残り、研究施設への訪問や、外部での発表会へ

の参加が限定的なものになった。また、依然として国際交流で海外に渡航することもできない状況が続

いている。その一方で、 などのツールを使用した発表会や交流会に参加したり、海外校とインタ

ーネットを介して情報交換したりするなど、オンラインを使用した交流の機会が多くなった。「移動の

コストが生じない」「時間設定を柔軟に対処できる」「気軽に参加できる」などオンラインならではのメ

リットも見られ、オンラインを活用することで成果発信や交流の幅が広がることが実感できた。しかし、

オンライン上では直接の対面にならないため、ニュアンスがうまく伝わらないなどコミュニケーション

の取り方に制約も制約ができる。オンラインのメリットをうまく生かし、成果発信や交流の幅をひろげ

ていくことが課題となる。今後はオンラインを使用する上でのメリット・デメリットを整理し、オンラ

インを含めた成果普及の方法を再検討していきたい。

また、取組の成果報告の発信だけでなく、本校のプログラムで作成した教材や評価シートなどをＨＰ

に掲載するなど、他校へのプログラム成果普及にも努めていきたい。

海海外外校校ととのの共共同同研研究究

タイ・チュラポーンサイエンスハイスクール・トラン校との共同研究では、一昨年度は３件、昨年度

は６件、今年度は８件のテーマで実施し、 などのオンラインツールを活用しながら共同研究を進

めてきた。生徒への参加の呼びかけが功を奏し、共同研究の件数を年々増やすことができている。共同

研究を進めているグループは、定期的にオンラインミーティングを開催し、順調にお互いの研究内容を

次情報交換することができ、無事に終了させることができた。

海外校との共同研究を行うにあたって、テーマ設定の仕方が今後も課題となる。現在は、本校の生徒

のテーマ一覧を相手の学校に送り、共同研究のテーマを選んでもらうという方法をとっている。現在の

ようにこちらからテーマ一覧を提示するだけでなく、相手側からも連携可能なテーマを提示してもら

い、お互いの学校で行っている取組を確認しながら、共通課題となるテーマを見つけていく方法を検討

していきたい。
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第１章 研究開発の課題

１ 学校の概要

（１）学校名，校長名

学 校
がっこう

法 人
ほうじん

東 海
とうかい

大 学
だいがく

東 海
とうかい

大 学
だいがく

付属
ふぞく

高 輪 台
たかなわだい

高 等
こうとう

学 校
がっこう

校長 片桐 知己治

（２）所在地，電話番号，ＦＡＸ番号

〒 東京都港区高輪２－２－１６ 電話番号 ＦＡＸ番号

（３）課程・学科・学年別生徒数，学級数及び教員数

①課程・学科・学年別生徒数，学級数（令和４年５月現在）

課程 学科 第１学年 第２学年 第３学年 計

全日制 普通科
生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数

②教職員数（令和４年５月現在）

校長 副校長 教頭 教諭
養護

教諭

非常勤

講師

実験

助手

事務

職員
司書 計

３

２ 研究開発課題名 
社会との共創による科学的思考・国際性を育成する探究カリキュラム開発と全校展開 

３ 研究開発の目的・目標 
（１）目的

Ⅰ．主体的・協働的学習を通して科学的思考・国際性を身につけることのできる探究カリキュラムを開発し、全校展開する。 
Ⅱ．先駆者（産・官・学）から学ぶ探究活動と後進（小・中）を育てる社会貢献を、社会との共創により展開するための連携システ 
ムを構築する。 

（２）目標

目的Ⅰの達成のために、以下の①～③を目標とする。

①協働学習を通して問題発見力、問題解決力を育成し、課題研究を深化させる。 
②地球市民としての倫理観および判断力を育成する。 
③英語プレゼンテーション力を育成するとともに、国際交流の機会を増やし、国際性を高める。  

目的Ⅱの達成のために、以下の④、⑤を目標とする。  
④地域に広げる科学普及活動を展開する。 
⑤科学系企業と連携したキャリア教育を推進する。 

４ 研究開発の概要

目的Ⅰを達成するために、以下のＡ～Ｃの学習プログラムを計画した。 
Ａ．協働学習を通した問題発見力、問題解決力の育成のために、普通クラスでは探究活動Ⅰ・Ⅱ、ＳＳＨクラスではサイエンス基 
礎、科学体験学習旅行、課題実験、課題研究を実施する。 

Ｂ．地球市民としての科学的倫理観および判断力を育成するために、高校現代文明論、公共科学論、公共科学演習を実施する。 
Ｃ．英語プレゼンテーション力を育成し、国際性を高めるために、アカデミックプレゼンテーションⅠ・Ⅱ、海外校との国際交流 
を実施する。 

目的Ⅱを達成するために、以下の教育システムを計画した。 
Ｄ．地域に広げる科学普及活動を展開するために、ファミリー・スーパーサイエンス教室、サイエンスコミュニケーター活動を実 
施する。 

Ｅ．キャリア教育を推進するために、企業連携、サイエンス講座を実施し、社会の中で使われている科学を学ぶ。また、企業や研

究機関と連携した課題研究に取り組む。 
Ｆ．中高大一貫教育を推進する。また、卒業生追跡調査を継続して実施する。 

５ 研究開発の内容・実施方法・検証評価

Ⅰ 全校生徒が主体的・協働的学習を通して科学的思考・国際性を身につけることのできる探究活動カリキュラムを開発する。 
Ａ 協働学習を通して問題発見力、問題解決力の育成を目指す。 
自ら課題を見つける問題発見力、その課題の解決に向けて考える力である問題解決力を培うことを目標とする。そのためには情

報収集をする力、自分の意見をまとめる力、意見交換や議論をすることのできる力を身につけることが必要となる。これらの力の

育成を目指して課題研究の取組を行うために、普通クラス・ＳＳＨクラスともに協働学習を取り入れた学習プログラムを実施する。 
Ａ１ サイエンス基礎（学校設定科目・１単位・1学年サイエンスクラス対象） 
①目的、仮説との関係、期待される成果：研究施設訪問や外部研究者による講座、体験的学習を通して科学に対する興味・関心を 
高めるとともに、学んだことをまとめて発表できる基本的な力をつける。  

②内容： 

１．科学プレゼンテーション（日本語・英語）： 科学プレゼンテーションの基本学習を行い、発表能力を身に付ける。 
２．プレ課題研究： 提示されたテーマについて、実験や調査を踏まえた検証・考察を行う「仮説検証型のユニット学習」。 
３．データサイエンス： 課題研究を実施するうえで必要な統計データの扱い方を学ぶ。 
４．国語表現演習： 自分の考えをまとめ、レポートや論文を作成する力を養う。 

③検証評価方法：事前・事後アンケート（生徒）、受講報告書（生徒）、ルーブリック（教員） 
 
Ａ２ 科学体験学習（学校設定科目・１単位・1学年サイエンスクラス対象） 
①目的、仮説との関係、期待される成果：施設を訪問し、最先端の研究現場や企業の取組などに触れ、科学に対する興味・関心を 
深めさせる。 

②内容：大学・研究機関・企業を訪問し、科学技術に関する知見を深める。各所で学んだことをまとめ、発表する。 
③検証評価方法：受講報告書（生徒）、事前・事後アンケート（生徒） 

 
Ａ３ 探究活動Ⅰ（学校設定科目・１単位・２学年普通クラス対象） 
①目的、仮説との関係、期待される成果：ＳＳＨクラスの課題研究と同様に、普通クラスでも自らテーマを設定し、問題解決方法 
を考える探究活動を実施する。それらの活動を通して自ら学び、考える力を養う。 
②内容：教科の教員がかかわり、仮説・調査・検証の過程を取り入れた教科融合型のアクティブ・ラーニングを実施する。後期に 
はグループごとに自然科学・人文科学・社会科学の分野から探究テーマを設定し、それぞれ担当教員の指導のもと探究活動を行う。 
③検証評価方法：受講報告書（生徒）、プレゼンテーション資料（生徒）、ルーブリック（生徒・教員）、ポートフォリオ（生徒） 

 
Ａ４ 探究活動Ⅱ（学校設定科目・１単位・３学年普通クラス対象） 
①目的、仮説との関係、期待される効果：２学年次の探究活動Ⅰで設定したテーマを継続して探究活動を行い、仮説・調査・検証 
の問題解決の一連の過程を経験する。活動を通して学んだことを資料にまとめ、発表し、論文にまとめることにより、情報収集や 
整理、発信する力を養う。また、３年生の発表を２年生が見学して聴くことにより、これから探究活動を始める２年生自身のテー 
マ設定や探究活動の進め方の参考にできると考えられる。 
②内容：担当教員の指導を受けながら探究活動を行う。その成果を１１月の発表会で発表し、論文にまとめる。 
③検証評価方法：受講報告書（生徒）、研究論文（生徒）、ルーブリック（生徒・教員）、ポートフォリオ（生徒） 

 
Ａ５ 課題実験（学校設定科目・２単位・２学年SSHクラス対象） 
①目的、仮説との関係、期待される効果：基礎実験を通して、データの処理方法や有効なグラフの活用方法を学ぶ。研究テーマの 
決定、仮説・実験の組み立て、結果のまとめ、考察、発表の一連の研究の流れを経験し、問題解決の方法を学ぶ。発表や意見交換、 
議論を通して研究を振り返り、ＰＤＣＡサイクルを通して新たな課題解決を進めて行く。 
②内容 
前半：テーマの設定と先行研究調査を行う。研究テーマや実験方法について、グループディスカッションを通して内容を深める。 
後半：課題の発見、仮説、実験、検証という一連の研究作業の技術を習得する。また、その研究成果を各種発表会で発表する。 

③検証評価方法：受講報告書（生徒）、ルーブリック（生徒・教員）、研究発表資料（生徒）、ポートフォリオ（生徒） 
 
Ａ６ 課題研究（学校設定科目・２単位・３学年SSHクラス対象） 
①目的、仮説との関係、期待される効果：仲間との意見交換や、大学や研究機関等の先生方と連携することにより課題研究をより 
深化させる。全生徒が校外発表を行い、研究の成果を外部に発信する。英語科教員と連携し、全員が英語で研究成果を発表できる 
ようにする。 
②内容：２学年で実施した「課題実験」の内容を個人ごとのテーマに発展させ、問題解決に取り組む。研究成果を校外発表する。 
③検証評価方法：受講報告書（生徒）、研究発表資料・研究論文（生徒）、ルーブリック（生徒・教員）、ポートフォリオ（生徒） 

 
Ｂ 地球市民としての倫理観および判断力を育成する。 
科学文明の目指す方向とあり方について、１年生から段階的に学習する。２年生からは科学を公共という視点から捉え直し、現

代社会においてどのような意味・役割と問題点を持つかを理解させる。生徒自身が地球市民として科学と今後どのように関わって

いくべきかを考えることで、科学に対する倫理観および判断力を育成する。 
 
Ｂ１ 高校現代文明論（学校設定科目・１単位・1学年全クラス対象） 
①目的、仮説との関係、期待される効果：現代文明の諸問題を取り上げ、プレゼンテーションやリサーチの仕方を学び、歴史観、 
世界観に立脚した人生観や倫理観を育てる基礎を作る。創造力育成のための知的財産教育や、自身の考えの深化のためのディベー 
ト教育も実施する。 
②内容：知的財産教育、現代文明の諸問題に関するリサーチ活動、学んだことのプレゼンテーション、ディベート活動を実施する。 
③検証評価方法：生徒レポート、ポートフォリオ、発表ポスター 

 
Ｂ２ 公共科学論（学校設定科目・１単位・２学年SSHクラス対象） 

− 8 −



第１章 研究開発の課題

１ 学校の概要

（１）学校名，校長名

学 校
がっこう

法 人
ほうじん

東 海
とうかい

大 学
だいがく

東 海
とうかい

大 学
だいがく

付属
ふぞく

高 輪 台
たかなわだい

高 等
こうとう

学 校
がっこう

校長 片桐 知己治

（２）所在地，電話番号，ＦＡＸ番号

〒 東京都港区高輪２－２－１６ 電話番号 ＦＡＸ番号

（３）課程・学科・学年別生徒数，学級数及び教員数

①課程・学科・学年別生徒数，学級数（令和４年５月現在）

課程 学科 第１学年 第２学年 第３学年 計

全日制 普通科
生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数

②教職員数（令和４年５月現在）

校長 副校長 教頭 教諭
養護

教諭

非常勤

講師

実験

助手

事務

職員
司書 計

３

２ 研究開発課題名 
社会との共創による科学的思考・国際性を育成する探究カリキュラム開発と全校展開 

３ 研究開発の目的・目標 
（１）目的

Ⅰ．主体的・協働的学習を通して科学的思考・国際性を身につけることのできる探究カリキュラムを開発し、全校展開する。 
Ⅱ．先駆者（産・官・学）から学ぶ探究活動と後進（小・中）を育てる社会貢献を、社会との共創により展開するための連携システ 
ムを構築する。 

（２）目標

目的Ⅰの達成のために、以下の①～③を目標とする。

①協働学習を通して問題発見力、問題解決力を育成し、課題研究を深化させる。 
②地球市民としての倫理観および判断力を育成する。 
③英語プレゼンテーション力を育成するとともに、国際交流の機会を増やし、国際性を高める。  

目的Ⅱの達成のために、以下の④、⑤を目標とする。  
④地域に広げる科学普及活動を展開する。 
⑤科学系企業と連携したキャリア教育を推進する。 

４ 研究開発の概要

目的Ⅰを達成するために、以下のＡ～Ｃの学習プログラムを計画した。 
Ａ．協働学習を通した問題発見力、問題解決力の育成のために、普通クラスでは探究活動Ⅰ・Ⅱ、ＳＳＨクラスではサイエンス基 
礎、科学体験学習旅行、課題実験、課題研究を実施する。 

Ｂ．地球市民としての科学的倫理観および判断力を育成するために、高校現代文明論、公共科学論、公共科学演習を実施する。 
Ｃ．英語プレゼンテーション力を育成し、国際性を高めるために、アカデミックプレゼンテーションⅠ・Ⅱ、海外校との国際交流 
を実施する。 

目的Ⅱを達成するために、以下の教育システムを計画した。 
Ｄ．地域に広げる科学普及活動を展開するために、ファミリー・スーパーサイエンス教室、サイエンスコミュニケーター活動を実 
施する。 

Ｅ．キャリア教育を推進するために、企業連携、サイエンス講座を実施し、社会の中で使われている科学を学ぶ。また、企業や研

究機関と連携した課題研究に取り組む。 
Ｆ．中高大一貫教育を推進する。また、卒業生追跡調査を継続して実施する。 

５ 研究開発の内容・実施方法・検証評価

Ⅰ 全校生徒が主体的・協働的学習を通して科学的思考・国際性を身につけることのできる探究活動カリキュラムを開発する。 
Ａ 協働学習を通して問題発見力、問題解決力の育成を目指す。 
自ら課題を見つける問題発見力、その課題の解決に向けて考える力である問題解決力を培うことを目標とする。そのためには情

報収集をする力、自分の意見をまとめる力、意見交換や議論をすることのできる力を身につけることが必要となる。これらの力の

育成を目指して課題研究の取組を行うために、普通クラス・ＳＳＨクラスともに協働学習を取り入れた学習プログラムを実施する。 
Ａ１ サイエンス基礎（学校設定科目・１単位・1学年サイエンスクラス対象） 
①目的、仮説との関係、期待される成果：研究施設訪問や外部研究者による講座、体験的学習を通して科学に対する興味・関心を 
高めるとともに、学んだことをまとめて発表できる基本的な力をつける。  

②内容： 

１．科学プレゼンテーション（日本語・英語）： 科学プレゼンテーションの基本学習を行い、発表能力を身に付ける。 
２．プレ課題研究： 提示されたテーマについて、実験や調査を踏まえた検証・考察を行う「仮説検証型のユニット学習」。 
３．データサイエンス： 課題研究を実施するうえで必要な統計データの扱い方を学ぶ。 
４．国語表現演習： 自分の考えをまとめ、レポートや論文を作成する力を養う。 

③検証評価方法：事前・事後アンケート（生徒）、受講報告書（生徒）、ルーブリック（教員） 
 
Ａ２ 科学体験学習（学校設定科目・１単位・1学年サイエンスクラス対象） 
①目的、仮説との関係、期待される成果：施設を訪問し、最先端の研究現場や企業の取組などに触れ、科学に対する興味・関心を 
深めさせる。 

②内容：大学・研究機関・企業を訪問し、科学技術に関する知見を深める。各所で学んだことをまとめ、発表する。 
③検証評価方法：受講報告書（生徒）、事前・事後アンケート（生徒） 

 
Ａ３ 探究活動Ⅰ（学校設定科目・１単位・２学年普通クラス対象） 
①目的、仮説との関係、期待される成果：ＳＳＨクラスの課題研究と同様に、普通クラスでも自らテーマを設定し、問題解決方法 
を考える探究活動を実施する。それらの活動を通して自ら学び、考える力を養う。 
②内容：教科の教員がかかわり、仮説・調査・検証の過程を取り入れた教科融合型のアクティブ・ラーニングを実施する。後期に 
はグループごとに自然科学・人文科学・社会科学の分野から探究テーマを設定し、それぞれ担当教員の指導のもと探究活動を行う。 
③検証評価方法：受講報告書（生徒）、プレゼンテーション資料（生徒）、ルーブリック（生徒・教員）、ポートフォリオ（生徒） 

 
Ａ４ 探究活動Ⅱ（学校設定科目・１単位・３学年普通クラス対象） 
①目的、仮説との関係、期待される効果：２学年次の探究活動Ⅰで設定したテーマを継続して探究活動を行い、仮説・調査・検証 
の問題解決の一連の過程を経験する。活動を通して学んだことを資料にまとめ、発表し、論文にまとめることにより、情報収集や 
整理、発信する力を養う。また、３年生の発表を２年生が見学して聴くことにより、これから探究活動を始める２年生自身のテー 
マ設定や探究活動の進め方の参考にできると考えられる。 
②内容：担当教員の指導を受けながら探究活動を行う。その成果を１１月の発表会で発表し、論文にまとめる。 
③検証評価方法：受講報告書（生徒）、研究論文（生徒）、ルーブリック（生徒・教員）、ポートフォリオ（生徒） 

 
Ａ５ 課題実験（学校設定科目・２単位・２学年SSHクラス対象） 
①目的、仮説との関係、期待される効果：基礎実験を通して、データの処理方法や有効なグラフの活用方法を学ぶ。研究テーマの 
決定、仮説・実験の組み立て、結果のまとめ、考察、発表の一連の研究の流れを経験し、問題解決の方法を学ぶ。発表や意見交換、 
議論を通して研究を振り返り、ＰＤＣＡサイクルを通して新たな課題解決を進めて行く。 
②内容 
前半：テーマの設定と先行研究調査を行う。研究テーマや実験方法について、グループディスカッションを通して内容を深める。 
後半：課題の発見、仮説、実験、検証という一連の研究作業の技術を習得する。また、その研究成果を各種発表会で発表する。 

③検証評価方法：受講報告書（生徒）、ルーブリック（生徒・教員）、研究発表資料（生徒）、ポートフォリオ（生徒） 
 
Ａ６ 課題研究（学校設定科目・２単位・３学年SSHクラス対象） 
①目的、仮説との関係、期待される効果：仲間との意見交換や、大学や研究機関等の先生方と連携することにより課題研究をより 
深化させる。全生徒が校外発表を行い、研究の成果を外部に発信する。英語科教員と連携し、全員が英語で研究成果を発表できる 
ようにする。 
②内容：２学年で実施した「課題実験」の内容を個人ごとのテーマに発展させ、問題解決に取り組む。研究成果を校外発表する。 
③検証評価方法：受講報告書（生徒）、研究発表資料・研究論文（生徒）、ルーブリック（生徒・教員）、ポートフォリオ（生徒） 

 
Ｂ 地球市民としての倫理観および判断力を育成する。 
科学文明の目指す方向とあり方について、１年生から段階的に学習する。２年生からは科学を公共という視点から捉え直し、現

代社会においてどのような意味・役割と問題点を持つかを理解させる。生徒自身が地球市民として科学と今後どのように関わって

いくべきかを考えることで、科学に対する倫理観および判断力を育成する。 
 
Ｂ１ 高校現代文明論（学校設定科目・１単位・1学年全クラス対象） 
①目的、仮説との関係、期待される効果：現代文明の諸問題を取り上げ、プレゼンテーションやリサーチの仕方を学び、歴史観、 
世界観に立脚した人生観や倫理観を育てる基礎を作る。創造力育成のための知的財産教育や、自身の考えの深化のためのディベー 
ト教育も実施する。 
②内容：知的財産教育、現代文明の諸問題に関するリサーチ活動、学んだことのプレゼンテーション、ディベート活動を実施する。 
③検証評価方法：生徒レポート、ポートフォリオ、発表ポスター 

 
Ｂ２ 公共科学論（学校設定科目・１単位・２学年SSHクラス対象） 
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①目的、仮説との関係、期待される効果：世の中の科学に関する諸問題を題材に、全教科の教員が交替して講座を実施し、多様な 
視点から科学に対する様々なものの見方や考え方を学ぶ。それらを通して、地球市民として諸問題に対して何ができるかを考える 
ための基礎力をつける。 
②内容：科学の諸問題をテーマに、各教科の教員による講義やワークショップをユニット形式で実施する。 
③検証評価方法：事前・事後アンケート（生徒）、受講報告書（生徒）、ルーブリック（生徒・教員） 

 
Ｂ３ 公共科学演習（学校設定科目・２単位・３学年SSHクラス対象） 
①目的、仮説との関係、期待される効果：科学の諸問題に関するリサーチ活動や「公共」の概念を取り入れたアクティブ・ラーニ 
ングを通して、科学に対する諸問題について自分の意見を持ち、地球市民として何ができるかを考える力を養う。 
②内容：各グループで科学の諸問題に関するリサーチを行い、調べた結果を発表する。その内容をもとにクラス全体でワークショ 
ップを行い、知見を深める。学んだことを各自で論文にまとめる。 
③検証評価方法：事前・事後アンケート（生徒）、受講報告書（生徒）、研究レポート（生徒）、ルーブリック（生徒・教員） 
 
Ｃ 英語プレゼンテーション力を育成し、国際性を高める。 

３年間の授業構築を段階的に計画し、課題研究の内容を英語で発表できる教育プログラムを実践する。また、本校と海外校との

国際交流プログラムを計画し、課題研究の発表会や科学文明論で培った倫理感をもとに意見交換をする。さらに、海外の高校と共

同で取り組めるプログラムを検討する。 
 
Ｃ１ アカデミックプレゼンテーションⅠ（学校設定科目・１単位・２学年SSHクラス対象） 
①目的、仮説との関係、期待される効果：授業５時間分を１ユニットとし、理科（物理・化学・生物・地学）、数学、情報に関連し 
た内容を英語で学ぶ。各ユニットを通して、Language skill（聴く・話す・読む・書くという技能を身に付ける力）・Presentation  
skill（プレゼンテーションをする力）を高める。 
②内容：科学的な教材や論文を読み、講師の説明をもとに内容を理解し、プレゼンテーションを実施する。 
③検証評価方法：事前・事後アンケート（生徒）、Summary Writing（生徒）、英語プレゼンテーション（生徒）、年４回の定期試験 

 
Ｃ２ アカデミックプレゼンテーションⅡ（学校設定科目・１単位・３学年SSHクラス対象） 
①目的、仮説との関係、期待される効果：各自の課題研究の概要を英語で書けるようにする。また、英語プレゼンテーションでよ 
く使われる表現集をもとに、課題研究の発表原稿とパワーポイントで資料を作成する。本校で行われる成果報告会、外国人留学生 
や海外交流校の生徒への英語による研究発表を通し、質疑応答に対応できる会話力を身につける。 
②内容：質疑応答能力を高めるために英語ディベートを実施する。自身の課題研究を英語のポスターにまとめ、発表する。 
③検証評価方法：事前・事後アンケート（生徒）、英語プレゼンテーション（生徒） 

 
Ｃ３ 研修旅行サイエンスコース（支援対象外・総合的な探究の時間として３単位・１～２学年希望者対象） 
①目的、仮説との関係、期待される効果：事前学習レポートを作成し、知識を深める。渡航後は研究施設を訪問し、技術や自然に 
ついて専門家から学ぶことにより事前学習で学んだことをさらに深める。また、地元大学生との交流会を通して、文化・学術交流 
を行う。終了後は学んだことをまとめて発表・意見交換を行うことにより、プレゼンテーション力・コミュニケーション力を向上 
させる。 
②内容：１学年では事前学習レポート、ポートフォリオを作成する。２年生では渡航して様々な施設を訪問し、事前学習の内容を 
深める。終了後は事後レポートの作成、プレゼンテーションを行う。 
③検証評価方法：受講報告書（生徒） 

 
Ｃ４ 海外校との国際交流（単位外・SSHクラス希望者対象） 
①目的、仮説との関係、期待される効果：海外生徒と文化の差異・科学文明・研究成果の発表などを通し、国際交流活動を行い、国 
際性豊かな世界観や倫理観を養う。 
②内容：海外校の訪問、研究発表交流を行う。 
③検証評価方法：受講報告書（生徒）、アンケート（生徒） 

 
Ⅱ 社会とのつながり（小・中・高・大・産の連携）を展開し、科学技術教育を推進する教育システムを開発する。 
Ｄ 地域に広げる科学普及活動を展開する。 
大学や学会、企業と連携し、保護者が一緒に参加できる科学教室を開催する。また、小学生低学年にも対象を広げ、科学普及活

動を展開することを目標とする。 
 
Ｄ１ ファミリー・スーパーサイエンス教室（単位外・生徒SSH委員会による取組） 
①目的、仮説との関係、期待される効果：高校生が地域の小学生や保護者に科学教室を実施し、科学の面白さを普及させる。高校 
生に教える経験をさせることにより、物事をわかりやすく教えるためには自らも深く学ばなければならないことに気付かせること 
ができ、科学への興味関心や学習意欲の向上が期待できる。 

②内容：地域の小学生に対して、科学教室を実施する。 
③検証評価方法：受講報告書（生徒）、参加者アンケート 

 
Ｄ２ サイエンスコミュニケーター活動（単位外・３学年SSHクラス対象） 
①目的、仮説との関係、期待される効果：高校生が地域の小・中学生に対して体験的な実験授業（出前授業）を実施し、科学の面白 
さを普及させる。また科学をわかりやすく伝える授業の工夫を高校生が考えることにより、高校生自身もより深く科学を学ぶ姿勢 
を身につける。 
②内容：小中学生に向けて高校３年生が科学の面白さを伝える授業を実施する。 
③検証評価方法：受講報告書（生徒）、参加者アンケート 
 
Ｅ キャリア教育を推進する。 
産業界との連携をさらに開発し、企業がもつ技術力に触る。その内容を文化祭で他クラスの生徒に発表して、学校の生徒全体の

キャリア教育に結びつける。また、企業や研究機関との連携によって、生徒の課題研究を深化させる。 
 
Ｅ１ 企業連携（単位外・1学年サイエンスクラス他） 
①目的、仮説との関係、期待される効果：地域の科学関連の企業に訪問し、その企業の技術力に直接触れる。その内容をまとめ、 
校内で発表することによりその取り組みを一般生徒に伝え、学校全体のキャリア教育につなげる。また、企業や研究機関との連携 
によって課題研究を深化させる。 
②内容：科学企業を訪問し、その技術力について学ぶ。学んだことを校内で発表する。 
③検証評価方法：受講報告書（生徒）、発表資料・ポスター、文化祭アンケート 

 
Ｅ２ サイエンス講座（単位外・全生徒対象） 
①目的、仮説との関係、期待される効果：全校生徒希望者対象に、大学や企業・研究機関等の講師を招聘し、体験を重視した講義・ 
実験・実習を行う。理系への興味関心を高め、理工系進学者を増やす。 
②内容：全校生徒希望者を対象に、大学や企業、研究機関の外部講師による講義・実習を行う。 
③検証評価方法：受講報告書（生徒）、事前・事後アンケート（生徒） 

 
Ｆ 中高大一貫教育を推進する。また、卒業生追跡調査を継続して実施する。 

学園の一貫教育体制を活かし、本校中等部や進路が決定した高校３年生を対象としたプログラムの開発を行う。また、東海大学

と連携して卒業生追跡調査を継続して実施し、評価手法の開発に努める。 
 
Ｆ１ スーパーサイエンスツアー（支援対象外・中等部生徒対象） 
①目的、仮説との関係、期待される効果：施設訪問や海外の人々との交流を通して、科学技術への興味関心を高めると同時に、プ 
レゼンテーションの基本的手法を学ぶ。英語の授業と連携して、英語で考え、コミュニケーションをとる能力を育てる取組を実施 
する。 
②内容：中等部１年生：新入生オリエンテーション（東海大学海洋科学博物館訪問）、 Tokyo Sightseeing Tour 

 中等部２学年：校外活動（日本科学未来館、科学技術館）、イングリッシュサマーキャンプ 
 中等部３学年：オーストラリア研修旅行（2022年度は新型コロナウイルスのため奄美大島研修旅行に変更） 

③検証評価方法：生徒レポート（生徒）、受講報告書（生徒） 
 

Ｆ２ 東海大学スーパーサイエンスプログラム（ＴＳＳプログラム）（支援対象外・３学年生徒対象） 
①目的、仮説との関係、期待される効果：卒業前の生徒を対象に、東海大学のプロジェクトに参加させ、理科・科学技術への学習 
意欲の高い生徒をさらに伸ばす取組を行う。また、高大連携をねらいとして、大学教員と高校教員が協力して課題レポートなどの 
指導を行う。 
②内容：希望者が東海大学の体験留学に参加する。大学から出される入学前課題に取り組む。 
③検証評価方法：課題レポート、大学からの評価 

 
Ｆ３ 卒業生追跡調査（支援対象外・SSHクラス卒業生対象） 
①目的、仮説との関係、期待される効果：東海大学と連携し、卒業生の追跡調査（成績や進路先等）を継続的に実施し、ＳＳＨ活動 
の評価を行う。 
②内容：卒業生に対して追跡アンケート調査を実施する。 
③検証評価方法：卒業生追跡アンケート（記述式・選択式） 
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①目的、仮説との関係、期待される効果：世の中の科学に関する諸問題を題材に、全教科の教員が交替して講座を実施し、多様な 
視点から科学に対する様々なものの見方や考え方を学ぶ。それらを通して、地球市民として諸問題に対して何ができるかを考える 
ための基礎力をつける。 
②内容：科学の諸問題をテーマに、各教科の教員による講義やワークショップをユニット形式で実施する。 
③検証評価方法：事前・事後アンケート（生徒）、受講報告書（生徒）、ルーブリック（生徒・教員） 

 
Ｂ３ 公共科学演習（学校設定科目・２単位・３学年SSHクラス対象） 
①目的、仮説との関係、期待される効果：科学の諸問題に関するリサーチ活動や「公共」の概念を取り入れたアクティブ・ラーニ 
ングを通して、科学に対する諸問題について自分の意見を持ち、地球市民として何ができるかを考える力を養う。 
②内容：各グループで科学の諸問題に関するリサーチを行い、調べた結果を発表する。その内容をもとにクラス全体でワークショ 
ップを行い、知見を深める。学んだことを各自で論文にまとめる。 
③検証評価方法：事前・事後アンケート（生徒）、受講報告書（生徒）、研究レポート（生徒）、ルーブリック（生徒・教員） 
 
Ｃ 英語プレゼンテーション力を育成し、国際性を高める。 

３年間の授業構築を段階的に計画し、課題研究の内容を英語で発表できる教育プログラムを実践する。また、本校と海外校との

国際交流プログラムを計画し、課題研究の発表会や科学文明論で培った倫理感をもとに意見交換をする。さらに、海外の高校と共

同で取り組めるプログラムを検討する。 
 
Ｃ１ アカデミックプレゼンテーションⅠ（学校設定科目・１単位・２学年SSHクラス対象） 
①目的、仮説との関係、期待される効果：授業５時間分を１ユニットとし、理科（物理・化学・生物・地学）、数学、情報に関連し 
た内容を英語で学ぶ。各ユニットを通して、Language skill（聴く・話す・読む・書くという技能を身に付ける力）・Presentation  
skill（プレゼンテーションをする力）を高める。 
②内容：科学的な教材や論文を読み、講師の説明をもとに内容を理解し、プレゼンテーションを実施する。 
③検証評価方法：事前・事後アンケート（生徒）、Summary Writing（生徒）、英語プレゼンテーション（生徒）、年４回の定期試験 

 
Ｃ２ アカデミックプレゼンテーションⅡ（学校設定科目・１単位・３学年SSHクラス対象） 
①目的、仮説との関係、期待される効果：各自の課題研究の概要を英語で書けるようにする。また、英語プレゼンテーションでよ 
く使われる表現集をもとに、課題研究の発表原稿とパワーポイントで資料を作成する。本校で行われる成果報告会、外国人留学生 
や海外交流校の生徒への英語による研究発表を通し、質疑応答に対応できる会話力を身につける。 
②内容：質疑応答能力を高めるために英語ディベートを実施する。自身の課題研究を英語のポスターにまとめ、発表する。 
③検証評価方法：事前・事後アンケート（生徒）、英語プレゼンテーション（生徒） 

 
Ｃ３ 研修旅行サイエンスコース（支援対象外・総合的な探究の時間として３単位・１～２学年希望者対象） 
①目的、仮説との関係、期待される効果：事前学習レポートを作成し、知識を深める。渡航後は研究施設を訪問し、技術や自然に 
ついて専門家から学ぶことにより事前学習で学んだことをさらに深める。また、地元大学生との交流会を通して、文化・学術交流 
を行う。終了後は学んだことをまとめて発表・意見交換を行うことにより、プレゼンテーション力・コミュニケーション力を向上 
させる。 
②内容：１学年では事前学習レポート、ポートフォリオを作成する。２年生では渡航して様々な施設を訪問し、事前学習の内容を 
深める。終了後は事後レポートの作成、プレゼンテーションを行う。 
③検証評価方法：受講報告書（生徒） 

 
Ｃ４ 海外校との国際交流（単位外・SSHクラス希望者対象） 
①目的、仮説との関係、期待される効果：海外生徒と文化の差異・科学文明・研究成果の発表などを通し、国際交流活動を行い、国 
際性豊かな世界観や倫理観を養う。 
②内容：海外校の訪問、研究発表交流を行う。 
③検証評価方法：受講報告書（生徒）、アンケート（生徒） 

 
Ⅱ 社会とのつながり（小・中・高・大・産の連携）を展開し、科学技術教育を推進する教育システムを開発する。 
Ｄ 地域に広げる科学普及活動を展開する。 
大学や学会、企業と連携し、保護者が一緒に参加できる科学教室を開催する。また、小学生低学年にも対象を広げ、科学普及活

動を展開することを目標とする。 
 
Ｄ１ ファミリー・スーパーサイエンス教室（単位外・生徒SSH委員会による取組） 
①目的、仮説との関係、期待される効果：高校生が地域の小学生や保護者に科学教室を実施し、科学の面白さを普及させる。高校 
生に教える経験をさせることにより、物事をわかりやすく教えるためには自らも深く学ばなければならないことに気付かせること 
ができ、科学への興味関心や学習意欲の向上が期待できる。 

②内容：地域の小学生に対して、科学教室を実施する。 
③検証評価方法：受講報告書（生徒）、参加者アンケート 

 
Ｄ２ サイエンスコミュニケーター活動（単位外・３学年SSHクラス対象） 
①目的、仮説との関係、期待される効果：高校生が地域の小・中学生に対して体験的な実験授業（出前授業）を実施し、科学の面白 
さを普及させる。また科学をわかりやすく伝える授業の工夫を高校生が考えることにより、高校生自身もより深く科学を学ぶ姿勢 
を身につける。 
②内容：小中学生に向けて高校３年生が科学の面白さを伝える授業を実施する。 
③検証評価方法：受講報告書（生徒）、参加者アンケート 
 
Ｅ キャリア教育を推進する。 
産業界との連携をさらに開発し、企業がもつ技術力に触る。その内容を文化祭で他クラスの生徒に発表して、学校の生徒全体の

キャリア教育に結びつける。また、企業や研究機関との連携によって、生徒の課題研究を深化させる。 
 
Ｅ１ 企業連携（単位外・1学年サイエンスクラス他） 
①目的、仮説との関係、期待される効果：地域の科学関連の企業に訪問し、その企業の技術力に直接触れる。その内容をまとめ、 
校内で発表することによりその取り組みを一般生徒に伝え、学校全体のキャリア教育につなげる。また、企業や研究機関との連携 
によって課題研究を深化させる。 
②内容：科学企業を訪問し、その技術力について学ぶ。学んだことを校内で発表する。 
③検証評価方法：受講報告書（生徒）、発表資料・ポスター、文化祭アンケート 

 
Ｅ２ サイエンス講座（単位外・全生徒対象） 
①目的、仮説との関係、期待される効果：全校生徒希望者対象に、大学や企業・研究機関等の講師を招聘し、体験を重視した講義・ 
実験・実習を行う。理系への興味関心を高め、理工系進学者を増やす。 
②内容：全校生徒希望者を対象に、大学や企業、研究機関の外部講師による講義・実習を行う。 
③検証評価方法：受講報告書（生徒）、事前・事後アンケート（生徒） 

 
Ｆ 中高大一貫教育を推進する。また、卒業生追跡調査を継続して実施する。 

学園の一貫教育体制を活かし、本校中等部や進路が決定した高校３年生を対象としたプログラムの開発を行う。また、東海大学

と連携して卒業生追跡調査を継続して実施し、評価手法の開発に努める。 
 
Ｆ１ スーパーサイエンスツアー（支援対象外・中等部生徒対象） 
①目的、仮説との関係、期待される効果：施設訪問や海外の人々との交流を通して、科学技術への興味関心を高めると同時に、プ 
レゼンテーションの基本的手法を学ぶ。英語の授業と連携して、英語で考え、コミュニケーションをとる能力を育てる取組を実施 
する。 
②内容：中等部１年生：新入生オリエンテーション（東海大学海洋科学博物館訪問）、 Tokyo Sightseeing Tour 

 中等部２学年：校外活動（日本科学未来館、科学技術館）、イングリッシュサマーキャンプ 
 中等部３学年：オーストラリア研修旅行（2022年度は新型コロナウイルスのため奄美大島研修旅行に変更） 

③検証評価方法：生徒レポート（生徒）、受講報告書（生徒） 
 

Ｆ２ 東海大学スーパーサイエンスプログラム（ＴＳＳプログラム）（支援対象外・３学年生徒対象） 
①目的、仮説との関係、期待される効果：卒業前の生徒を対象に、東海大学のプロジェクトに参加させ、理科・科学技術への学習 
意欲の高い生徒をさらに伸ばす取組を行う。また、高大連携をねらいとして、大学教員と高校教員が協力して課題レポートなどの 
指導を行う。 
②内容：希望者が東海大学の体験留学に参加する。大学から出される入学前課題に取り組む。 
③検証評価方法：課題レポート、大学からの評価 

 
Ｆ３ 卒業生追跡調査（支援対象外・SSHクラス卒業生対象） 
①目的、仮説との関係、期待される効果：東海大学と連携し、卒業生の追跡調査（成績や進路先等）を継続的に実施し、ＳＳＨ活動 
の評価を行う。 
②内容：卒業生に対して追跡アンケート調査を実施する。 
③検証評価方法：卒業生追跡アンケート（記述式・選択式） 
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第２章 研究開発の経緯

●経過措置１年目（令和４年度）

 【Ａ】問題発見力、問題解決力 【Ｂ】倫理観・判断力 【Ｃ】国際性 【Ｄ】科学普及活動  
【Ｅ】キャリア教育 【Ｆ】中高大一貫教育  1 年 ２・３年 

4 月 ・科学プレゼン①

② 
・3 年課題研究、週２単位で班別実験

開始（～11 月） 
・普通クラス２年探究活動Ⅰ、週１

単位で開始 
・普通クラス 3 年探究活動Ⅱ、週 1
単位で開始 
・2 年課題実験・面談①② 

・公共科学論（週１単位）、公共科学演習（週２単位）【Ｂ】 
・アカデミックプレゼンテーションⅠⅡ、週１単位で開始【Ｃ】  

5 月 ・科学プレゼン③ 
・データサイエン

ス①② 
・プレ課題研究（物

理・環境）① 

・2 年課題実験・面談③ 
・2 年課題実験・基礎実験①② 

・26 日 中等部キャリア教育【ＥＦ】 

6 月 ・プレ課題研究（物

理・環境）②③ 
・国語表現演習① 

・2 年課題実験・基礎実験③ 
・2 年課題実験・個別実験開始 

・23～28 日、研修旅行サイエンスコース【Ｃ】 

7 月 ・国語表現演習②

～④（東京海洋大

学との連携） 

・16 日、東海フェスタ 2022（オンラ

イン） 
・21 日、新潟県立新発田高校課題研

究発表会（オンライン） 
・23 日、福井県立若狭高校環境フォ

ーラム（オンライン） 
・26 日、新潟県立新潟南高校発表会

（オンライン） 

・21 新潟県立新発田高校発表会（英語オンライン）【ＢＣ】 
・23 日、福井県立若狭高校・環境フォーラム（英語オンライ

ン）【Ｂ】 

8 月 ・23～25 日、科学

体験学習 
・3～4 日、生徒研究発表会（神戸） 
・27 日、マスフェスタで発表 

 

9 月 ・国語表現演習⑤ ・10 日、NIFS オープンキャンパス

（オンライン）優秀賞 
 

10 月 ・プレ課題研究（物

理・環境）④ 
・データサイエン

ス③④ 

・12 日、山形県立東桜学館高校発表

会（オンライン） 
・29 日、本校成果報告会 

・20 日、さくらサイエンスプログラム【Ｃ】 
・29 日、タイ・パヤオ大学附属高校生徒が来校し、合同で発表

会を開催【Ｃ】 
・29 日 第１回運営指導委員会 

11 月 ・データサイエン

ス⑤ 
・プレ課題研究（生

物）①② 

・13 日、科学の甲子園東京都大会 ・1～5 日、立命館 JSSF に 3 年生 2 名が参加【Ｃ】 
 

12 月 ・プレ課題研究（生

物）③ 
・科学プレゼン（英

語）①② 
 
 

・18 日、白梅科学コンテスト奨励賞 
・18 日、SSH 東京都指定校合同 
発表会（オンライン） 
 

・1 日、中等部キャリア教育【ＥＦ】 
・TJ-SIF（日タイ高校生 ICT フェア）にオンライン参加【Ｃ】 

1 月 ・国語表現演習⑥ 
・科学プレゼン（英

語）③④ 

 ・15 日、ファミリー・スーパーサイエンス教室【D】 
・24 日、高輪台小学校児童に科学教室実施【Ｄ】 
・28 日、本校中等部に科学教室実施【ＤＦ】 

2 月 ・プレ課題研究（科

学）①～③ 
・12 日、福井県立若狭高校発表会 
・12 日、兵庫県立姫路東高校発表会 
・2 年課題実験発表会 

 

3 月  ・26 日、関東近県合同発表会 ・11 日、第２回運営指導委員会 

第３章 研究開発の内容

３３－－ＡＡ 問問題題発発見見力力、、問問題題解解決決力力

１１．．ササイイエエンンスス基基礎礎（（ＡＡ１１））

①①科科学学ププレレゼゼンンテテーーシショョンン

［１］仮説 
プレゼンテーションの基礎を学ぶ講座を日本語・英語ともに実施することにより、ＳＳＨ活動の成果を正しく伝達す

るために必要な能力を身につけることができると考えた。 
［２］内容・方法 
①テーマ 「科学プレゼンテーション（日本語・英語）」 
②対象 １学年 サイエンスクラス（３２名） 
③担当教員 村上優介、福島未来（英語科）、山田武範、常盤勇太（理科） 
④実施日 全８回（4/16，4/23，4/30，5/7，12/17, 12/24, 1/14, 1/28） 
⑤連携先 Gary Vierheller・Sachiyo Vierheller先生（英語プレゼンテーション担当、有限会社インスパイア） 
⑥内容 パワーポイントの作成と利用、発表手法、また発表の聞き方などのプレゼンテーション基礎を学んだ 
第１回：（4/16） ：ガイダンス 
第２回：（4/23） ：日本科学未来館研修（グループプレゼンテーション） 
第３回：（4/30） ：未来館実習まとめ・スライドの作成について 
第４回：（5/7） ：科学プレゼンテーション実習（中部大学・井上徳之先生） 
第5回：(12/17) ：英語プレゼンテーション①  
第6回：(12/24) ：英語プレゼンテーション②  
第7回：(1/14) ：英語プレゼンテーション③  
第8回：(1/28) ：英語プレゼンテーション④  

［３］検証 
前期の講座では、序論・本論・結論から構成される基本的な「型」を学び、声の抑揚やジェスチャー、アイコンタク

トなどを意識したプレゼンテーションを実践した。日本科学未来館の見学内容の発表では、「型」に従ってスライドを

作成し、グループやクラス内で発表する取組を行った。多くの生徒が、自分が学んだことを簡潔な資料にまとめて発表

することができた。また、周りの生徒と発表を見せ合うことで刺激し合い、意欲が上がっていく様子もうかがえた。後

期の英語プレゼンテーション講座では、ジェスチャーや声の抑揚、アイコンタクトを使って表現することに重点が置か

れた。アイデアを出し合い、各グループが工夫を凝らしてプレゼンテーションを作り上げていくことができた。人に伝

える事の楽しさを実感させることができたと思われる。この講座では２・３年生がＴＡとして参加し、１年生の発表を

指導した。後輩への指導のために、ＴＡ自身も伝えるための試行錯誤を繰り返しており、 年生だけでなくＴＡにとっ

てもプレゼンテーション能力の向上をはかる講座となった。

 
②②ププレレ課課題題研研究究

１１．．物物理理・・宇宇宙宙環環境境

［１］仮説 
「地球環境と物理学」をテーマに講義・実験を行い、宇宙やエネルギー問題について学習することで、今後の学習意

欲が高まると考えた。宇宙環境と開発について基礎的な知識を身につけ、宇宙開発に対し現在までに人類がどのように

取り組んできたか、また、今後宇宙開発がどのように発展していくのかについて考察し、理解を深めることができると

考えた。 
［２］内容・方法 
①テーマ 「地球環境と物理学」 
②対象 １学年 サイエンスクラス（３２名）  
③担当教員 稲葉哲之介・加藤新也 
④実施日 全４回（5/28，6/4，6/25，10/1） 
⑤連携先 宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ） 更江渉先生 
⑥内容 本校教員が連携し、「地球環境と物理学」について学習するユニット授業を行った。 

第１回：「私たちが暮らす地球」についての講義 
第２回：「エネルギー問題」についての講義 
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ス⑤ 
・プレ課題研究（生

物）①② 

・13 日、科学の甲子園東京都大会 ・1～5 日、立命館 JSSF に 3 年生 2 名が参加【Ｃ】 
 

12 月 ・プレ課題研究（生

物）③ 
・科学プレゼン（英

語）①② 
 
 

・18 日、白梅科学コンテスト奨励賞 
・18 日、SSH 東京都指定校合同 
発表会（オンライン） 
 

・1 日、中等部キャリア教育【ＥＦ】 
・TJ-SIF（日タイ高校生 ICT フェア）にオンライン参加【Ｃ】 

1 月 ・国語表現演習⑥ 
・科学プレゼン（英

語）③④ 

 ・15 日、ファミリー・スーパーサイエンス教室【D】 
・24 日、高輪台小学校児童に科学教室実施【Ｄ】 
・28 日、本校中等部に科学教室実施【ＤＦ】 

2 月 ・プレ課題研究（科

学）①～③ 
・12 日、福井県立若狭高校発表会 
・12 日、兵庫県立姫路東高校発表会 
・2 年課題実験発表会 

 

3 月  ・26 日、関東近県合同発表会 ・11 日、第２回運営指導委員会 

第３章 研究開発の内容

３３－－ＡＡ 問問題題発発見見力力、、問問題題解解決決力力

１１．．ササイイエエンンスス基基礎礎（（ＡＡ１１））

①①科科学学ププレレゼゼンンテテーーシショョンン

［１］仮説 
プレゼンテーションの基礎を学ぶ講座を日本語・英語ともに実施することにより、ＳＳＨ活動の成果を正しく伝達す

るために必要な能力を身につけることができると考えた。 
［２］内容・方法 
①テーマ 「科学プレゼンテーション（日本語・英語）」 
②対象 １学年 サイエンスクラス（３２名） 
③担当教員 村上優介、福島未来（英語科）、山田武範、常盤勇太（理科） 
④実施日 全８回（4/16，4/23，4/30，5/7，12/17, 12/24, 1/14, 1/28） 
⑤連携先 Gary Vierheller・Sachiyo Vierheller先生（英語プレゼンテーション担当、有限会社インスパイア） 
⑥内容 パワーポイントの作成と利用、発表手法、また発表の聞き方などのプレゼンテーション基礎を学んだ 
第１回：（4/16） ：ガイダンス 
第２回：（4/23） ：日本科学未来館研修（グループプレゼンテーション） 
第３回：（4/30） ：未来館実習まとめ・スライドの作成について 
第４回：（5/7） ：科学プレゼンテーション実習（中部大学・井上徳之先生） 
第5回：(12/17) ：英語プレゼンテーション①  
第6回：(12/24) ：英語プレゼンテーション②  
第7回：(1/14) ：英語プレゼンテーション③  
第8回：(1/28) ：英語プレゼンテーション④  

［３］検証 
前期の講座では、序論・本論・結論から構成される基本的な「型」を学び、声の抑揚やジェスチャー、アイコンタク

トなどを意識したプレゼンテーションを実践した。日本科学未来館の見学内容の発表では、「型」に従ってスライドを

作成し、グループやクラス内で発表する取組を行った。多くの生徒が、自分が学んだことを簡潔な資料にまとめて発表

することができた。また、周りの生徒と発表を見せ合うことで刺激し合い、意欲が上がっていく様子もうかがえた。後

期の英語プレゼンテーション講座では、ジェスチャーや声の抑揚、アイコンタクトを使って表現することに重点が置か

れた。アイデアを出し合い、各グループが工夫を凝らしてプレゼンテーションを作り上げていくことができた。人に伝

える事の楽しさを実感させることができたと思われる。この講座では２・３年生がＴＡとして参加し、１年生の発表を

指導した。後輩への指導のために、ＴＡ自身も伝えるための試行錯誤を繰り返しており、 年生だけでなくＴＡにとっ

てもプレゼンテーション能力の向上をはかる講座となった。

 
②②ププレレ課課題題研研究究

１１．．物物理理・・宇宇宙宙環環境境

［１］仮説 
「地球環境と物理学」をテーマに講義・実験を行い、宇宙やエネルギー問題について学習することで、今後の学習意

欲が高まると考えた。宇宙環境と開発について基礎的な知識を身につけ、宇宙開発に対し現在までに人類がどのように

取り組んできたか、また、今後宇宙開発がどのように発展していくのかについて考察し、理解を深めることができると

考えた。 
［２］内容・方法 
①テーマ 「地球環境と物理学」 
②対象 １学年 サイエンスクラス（３２名）  
③担当教員 稲葉哲之介・加藤新也 
④実施日 全４回（5/28，6/4，6/25，10/1） 
⑤連携先 宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ） 更江渉先生 
⑥内容 本校教員が連携し、「地球環境と物理学」について学習するユニット授業を行った。 

第１回：「私たちが暮らす地球」についての講義 
第２回：「エネルギー問題」についての講義 
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第３回：「電気エネルギー」についての講義と燃料電池車の走行実験 
第４回：「宇宙環境と開発」宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ） 更江渉先生 

［３］検証

今年度は本校物理教員による講義および実験実習を行うという形式で行った。第１回目では、私たちが暮らす地球に

関する知識を質問形式で参加型の講義にしており、生徒たちは楽しみながら学ぶことができていた。第２回目もエネル

ギー問題について、質問形式の参加型の講義にし、最終的に我々の国ではどのようなエネルギー源の組み合わせにすれ

ばよいか考えさせた。また、第３回目の燃料電池を使用した実験実習では、生徒たちが興味をもって取り組みながら、

電気エネルギーについて学ぶことができた。エネルギー資源の重要さについて興味をもち、考えるきっかけになったの

ではないかと思う。また、ＪＡＸＡの更江渉先生の講義では、生徒たちは宇宙が身近な存在であることを感じることが

できたようである。宇宙に関する知識を高めることができ、宇宙と宇宙開発に対する興味関心を高めることができた。

２２．．生生物物

［１］仮説

「生物の集団と環境」をテーマに、講義およびフィールドワークを行うことで、環境と森林の関わりや地球環境におけ

る森林の役割、林業の重要性を理解し、環境問題や生物多様性について興味関心が高まると考えた。また、多くの樹木

データを扱うことによって、課題研究を行う上での基本的なデータ整理の手法を学ばせることができると考えた。

［２］内容・方法

①テーマ 「生物の集団と環境」

②対象 １学年 サイエンスクラス（３２名）

③担当教員 山田武範、常盤勇太

④実施日 全 回（ ， ， ）

⑤連携先 ＮＰＯ法人緑のダム北相模 宮村連理先生

⑥内容 第１回：事前学習（樹木データから森林の特徴を考える）

第２回：事前学習（日本の森林と林業に関する講義とワークショップ）

第３回：神奈川県相模湖町「小原の森」でのフィールドワーク（間伐実習、測量、植生調査）

［３］検証

第１回の事前学習では、樹木データをグラフにまとめる実習を行い、基本的なデータ整理の手法を学ぶとともに、デ

ータから森林の状態を考察することができた。第２回目の事前学習では日本の森林の現状や、森林と人々の生活とのか

かわりについてシミュレーションゲームを用いて学んだ。フィールドワークでは実際に森林に入り、測量や間伐実習を

通して人工林の現状を見ることができた。生徒の事後アンケートからは「間伐等の手入れの重要性に気づいた」等のコ

メントが多く見られ、里山環境を維持するためには、人の手による管理が重要であることを体験的に学ぶことができた。

４４．．化化学学

［１］仮説 
「化学の力」というテーマで、界面活性剤とその作用を材料に講義・実験を行い、興味と関心を深める。企業の研究

員と実験や見学を通して交流し、実験授業や研究所見学を行うことにより、研究者という職業観を育成させることがで

きると考えた。 
［２］内容・方法 
①テーマ 「化学の力・界面活性剤とその作用」 
②対象 １学年 サイエンスクラス（３２名） 
③担当教員 宮田和舞、堀将貴 
④実施日 全３回（2/4，2/13，2/20） 
⑤連携先 ライオン株式会社 研究開発本部 
⑥内容  
第１回：本校にて、講義「表面張力・界面活性剤について」 
第２回：本校にて、講義「界面活性剤について」・実験「界面活性剤の作用」（ライオン株式会社） 
第３回：本校にて、講義・研究所見学・研究者との交流（ライオン株式会社） 

［３］検証 
第１回の本校教員による講義により、生徒たちは界面活性剤に関する基礎知識を身に付けることができた。化学基礎

を履修していない学年であったため、表面張力に関係する体験から学びを深めた。ライオン株式会社の研究員の方によ

る講義・実験では、界面活性剤への興味関心を高めた生徒が多く、洗剤など身の回りで利用されている化学に興味を持

った生徒もいた。第３回の研究所見学では、生徒たちは積極的な姿勢でメモを取っていた。今後の課題実験や将来の進

路選択の参考にしたいというアンケートの回答もあり、３回という短い講座の中で生徒たちは、職業観はもちろん化学

への興味と知識を深めることができたと考えられる。 
 
③③デデーータタササイイエエンンスス

［１］仮説 
前半は、グラフの特徴を理解し、様々なデータをどのようなグラフで作成すべきか考えることができるよう実施した。

その中では、数学や統計学について学ぶ授業を実施し、第２・３学年で行う「課題実験・課題研究」でのデータの整理・

分析につなげたいという目標を掲げた。また中盤では、昨今のコロナ感染者数のデータから推移した特徴を考え、数か

月後の予想を立てるという授業を行った。生徒が身近にあるテーマで行うことにより、テレビや新聞などで行われてい

るデータの収集や見方・考え方につなげたいという理由からである。後半ではデータを複数用いて、仮説と検証を行い

クラス内で発表を行った。探究心や問題解決能力だけでなく、データから読み解く力を向上させたい。また、数学を身

近に感じさせ、興味関心を高めることができると考えた。 
［２］内容・方法 
①対象 １学年サイエンスクラス（３２名） 
②内容 

前半（担当：大塚 一磨） 後半（担当：大塚 一磨） 
グラフに関する理解・コロナ感染者数の分析・推移予測 様々なデータを用いたデータ分析 
5/14 グラフに関する理解について 11/5 前半の予測と実際との誤差に関して 
5/21 コロナ感染者数のデータによる今後の予測 11/21 データの選択に関して・発表まとめ 
 11/21 クラス内発表 

［３］検証

前半の授業では、様々なグラフの特徴をまとめ、各データに対してどのグラフを使用すべきかを分かりやすく説明し

た。また、身近な問題である新型コロナ感染者数について、これまでのデータからグラフを作成するだけでなく、特徴

的な部分に対してはその原因を探り、今後の予測を立てる材料として使用するよう指導することができた。細かく分析

し予測を立てる生徒や、自身で調べたデータをさらに付け足し細かい予測をする生徒がいた。

後半 回目は、前半で行った「コロナ感染者数の予測が正しかったか」を確認すると同時に、この結果をもとに今後

の予測を立てる実習を行った。実際は、これまでのデータが通用しないほど感染者が増加したため、増加・減少を正し

く予測することが難しかった。後半２回目の授業では、「きっずスタット」を利用し、様々な統計データの中から興味

あるものを複数選ばせ、１つのデータではなく複数のデータから読み解く実習を行った。必ず仮定と結論を提示し、そ

の理由を考えさせた。最終回では、自分が分析した内容をまとめクラス内で発表し、データのまとめ方や分析の方法な

どをクラス内で共有させることができた。

④④国国語語表表現現演演習習

［１］仮説

優れた理系のレポートを書くためには、科学的な手続きに基づいた論理的な探究であることが前提であるということ

を理解させる必要があると考えた。

［２］内容・方法

①テーマ 科学リテラシー（読み書き能力）の涵養

②対象 １学年サイエンスクラス（３２名）

②担当教員 野口大輔

③連携先 佐々木剛先生（東京海洋大学）、川名優孝先生（水環境情報基盤株式会社）、福井県立若狭高等学校

④実施日 全６回（ ， ， ， ， ， ）

⑤内容 思考ツールを用いたミニ課題研究に関するレポートの作成

［３］検証

前年度の内容をさらに発展させて、東京海洋大学水圏環境教育学研究室との連携によるワークショップおよびフィー

ルドワーク（於・ウォーターズ竹芝）の事前指導として講義と実験も実施した。また、講座のデザインについては水環

境情報基盤株式会社による助言を受けながら微修正を重ねている。なお、フィールドワークの成果については代表生徒
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第３回：「電気エネルギー」についての講義と燃料電池車の走行実験 
第４回：「宇宙環境と開発」宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ） 更江渉先生 

［３］検証

今年度は本校物理教員による講義および実験実習を行うという形式で行った。第１回目では、私たちが暮らす地球に

関する知識を質問形式で参加型の講義にしており、生徒たちは楽しみながら学ぶことができていた。第２回目もエネル

ギー問題について、質問形式の参加型の講義にし、最終的に我々の国ではどのようなエネルギー源の組み合わせにすれ

ばよいか考えさせた。また、第３回目の燃料電池を使用した実験実習では、生徒たちが興味をもって取り組みながら、

電気エネルギーについて学ぶことができた。エネルギー資源の重要さについて興味をもち、考えるきっかけになったの

ではないかと思う。また、ＪＡＸＡの更江渉先生の講義では、生徒たちは宇宙が身近な存在であることを感じることが

できたようである。宇宙に関する知識を高めることができ、宇宙と宇宙開発に対する興味関心を高めることができた。

２２．．生生物物

［１］仮説

「生物の集団と環境」をテーマに、講義およびフィールドワークを行うことで、環境と森林の関わりや地球環境におけ

る森林の役割、林業の重要性を理解し、環境問題や生物多様性について興味関心が高まると考えた。また、多くの樹木

データを扱うことによって、課題研究を行う上での基本的なデータ整理の手法を学ばせることができると考えた。

［２］内容・方法

①テーマ 「生物の集団と環境」

②対象 １学年 サイエンスクラス（３２名）

③担当教員 山田武範、常盤勇太

④実施日 全 回（ ， ， ）

⑤連携先 ＮＰＯ法人緑のダム北相模 宮村連理先生

⑥内容 第１回：事前学習（樹木データから森林の特徴を考える）

第２回：事前学習（日本の森林と林業に関する講義とワークショップ）

第３回：神奈川県相模湖町「小原の森」でのフィールドワーク（間伐実習、測量、植生調査）

［３］検証

第１回の事前学習では、樹木データをグラフにまとめる実習を行い、基本的なデータ整理の手法を学ぶとともに、デ

ータから森林の状態を考察することができた。第２回目の事前学習では日本の森林の現状や、森林と人々の生活とのか

かわりについてシミュレーションゲームを用いて学んだ。フィールドワークでは実際に森林に入り、測量や間伐実習を

通して人工林の現状を見ることができた。生徒の事後アンケートからは「間伐等の手入れの重要性に気づいた」等のコ

メントが多く見られ、里山環境を維持するためには、人の手による管理が重要であることを体験的に学ぶことができた。

４４．．化化学学

［１］仮説 
「化学の力」というテーマで、界面活性剤とその作用を材料に講義・実験を行い、興味と関心を深める。企業の研究

員と実験や見学を通して交流し、実験授業や研究所見学を行うことにより、研究者という職業観を育成させることがで

きると考えた。 
［２］内容・方法 
①テーマ 「化学の力・界面活性剤とその作用」 
②対象 １学年 サイエンスクラス（３２名） 
③担当教員 宮田和舞、堀将貴 
④実施日 全３回（2/4，2/13，2/20） 
⑤連携先 ライオン株式会社 研究開発本部 
⑥内容  
第１回：本校にて、講義「表面張力・界面活性剤について」 
第２回：本校にて、講義「界面活性剤について」・実験「界面活性剤の作用」（ライオン株式会社） 
第３回：本校にて、講義・研究所見学・研究者との交流（ライオン株式会社） 

［３］検証 
第１回の本校教員による講義により、生徒たちは界面活性剤に関する基礎知識を身に付けることができた。化学基礎

を履修していない学年であったため、表面張力に関係する体験から学びを深めた。ライオン株式会社の研究員の方によ

る講義・実験では、界面活性剤への興味関心を高めた生徒が多く、洗剤など身の回りで利用されている化学に興味を持

った生徒もいた。第３回の研究所見学では、生徒たちは積極的な姿勢でメモを取っていた。今後の課題実験や将来の進

路選択の参考にしたいというアンケートの回答もあり、３回という短い講座の中で生徒たちは、職業観はもちろん化学

への興味と知識を深めることができたと考えられる。 
 
③③デデーータタササイイエエンンスス

［１］仮説 
前半は、グラフの特徴を理解し、様々なデータをどのようなグラフで作成すべきか考えることができるよう実施した。

その中では、数学や統計学について学ぶ授業を実施し、第２・３学年で行う「課題実験・課題研究」でのデータの整理・

分析につなげたいという目標を掲げた。また中盤では、昨今のコロナ感染者数のデータから推移した特徴を考え、数か

月後の予想を立てるという授業を行った。生徒が身近にあるテーマで行うことにより、テレビや新聞などで行われてい

るデータの収集や見方・考え方につなげたいという理由からである。後半ではデータを複数用いて、仮説と検証を行い

クラス内で発表を行った。探究心や問題解決能力だけでなく、データから読み解く力を向上させたい。また、数学を身

近に感じさせ、興味関心を高めることができると考えた。 
［２］内容・方法 
①対象 １学年サイエンスクラス（３２名） 
②内容 

前半（担当：大塚 一磨） 後半（担当：大塚 一磨） 
グラフに関する理解・コロナ感染者数の分析・推移予測 様々なデータを用いたデータ分析 
5/14 グラフに関する理解について 11/5 前半の予測と実際との誤差に関して 
5/21 コロナ感染者数のデータによる今後の予測 11/21 データの選択に関して・発表まとめ 
 11/21 クラス内発表 

［３］検証

前半の授業では、様々なグラフの特徴をまとめ、各データに対してどのグラフを使用すべきかを分かりやすく説明し

た。また、身近な問題である新型コロナ感染者数について、これまでのデータからグラフを作成するだけでなく、特徴

的な部分に対してはその原因を探り、今後の予測を立てる材料として使用するよう指導することができた。細かく分析

し予測を立てる生徒や、自身で調べたデータをさらに付け足し細かい予測をする生徒がいた。

後半 回目は、前半で行った「コロナ感染者数の予測が正しかったか」を確認すると同時に、この結果をもとに今後

の予測を立てる実習を行った。実際は、これまでのデータが通用しないほど感染者が増加したため、増加・減少を正し

く予測することが難しかった。後半２回目の授業では、「きっずスタット」を利用し、様々な統計データの中から興味

あるものを複数選ばせ、１つのデータではなく複数のデータから読み解く実習を行った。必ず仮定と結論を提示し、そ

の理由を考えさせた。最終回では、自分が分析した内容をまとめクラス内で発表し、データのまとめ方や分析の方法な

どをクラス内で共有させることができた。

④④国国語語表表現現演演習習

［１］仮説

優れた理系のレポートを書くためには、科学的な手続きに基づいた論理的な探究であることが前提であるということ

を理解させる必要があると考えた。

［２］内容・方法

①テーマ 科学リテラシー（読み書き能力）の涵養

②対象 １学年サイエンスクラス（３２名）

②担当教員 野口大輔

③連携先 佐々木剛先生（東京海洋大学）、川名優孝先生（水環境情報基盤株式会社）、福井県立若狭高等学校

④実施日 全６回（ ， ， ， ， ， ）

⑤内容 思考ツールを用いたミニ課題研究に関するレポートの作成

［３］検証

前年度の内容をさらに発展させて、東京海洋大学水圏環境教育学研究室との連携によるワークショップおよびフィー

ルドワーク（於・ウォーターズ竹芝）の事前指導として講義と実験も実施した。また、講座のデザインについては水環

境情報基盤株式会社による助言を受けながら微修正を重ねている。なお、フィールドワークの成果については代表生徒
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が「高校生環境フォーラム」（オンライン）において英語で発表した。

２２．．科科学学体体験験学学習習（（ＡＡ２２））

［１］仮説 
研究機関等を訪問し、最先端の研究現場や企業等の取組に触れることにより、科学技術や理科への興味関心を高め、

今後のＳＳＨ活動にその経験を生かしていくことができると考えた。また、生徒同士で発表しあう場を設けることで、

発表能力を高めることができると考えた。 
［２］内容・方法 
①対象 １学年 サイエンスクラス（３２名） 
③担当教員 加藤新也、山田武範、常盤勇太（理科） 
④実施日 全３回（8/23, 8/24, 8/25） 
⑤連携先 量子科学技術研究機構那珂研究所・宇宙航空研究開発機構（JAXA）・地質標本館 
⑥内容 施設見学およびグループ・プレゼンテーション 
第１回：（8/23） ：那珂研究所見学 
第２回：（8/24） ：宇宙航空研究開発機構（JAXA）、地質標本館見学 
第３回：（8/25） ：見学施設で学んだことのまとめとグループ・プレゼンテーション 

［３］検証 
那珂研究所では核融合研究施設を見学し、現場の研究者の方々から様々なお話をしていただいた。JAXAではスペー

スドームの展示物を見学した後、グループごとに展示物に関する即興プレゼンテーションを行った。地質標本館では、

地震や地層に関する展示物のメモを取り、解説員の先生方に積極的に質問する姿が多く見られた。また最終日には、前

日までに学んだことを３つのトピックにまとめ、グループで１つのプレゼンテーションを完成させる取組を行った。プ

レゼン資料を作るために、グループ内で相談したり、さらに追加して調べたりするなど、意欲的に活動する様子が見ら

れた。 

３３．．探探究究活活動動ⅠⅠ（（ＡＡ３３））

［１］仮 説 
グループでテーマを決め、教員の指導のもとで調査や実験を行い科学的な取り組み方を身につけ、その成果を発表す

ることで探究への意欲が増すと考えた。 
［２］内 容

①テーマ 別表「年間実施内容」を参照

②対 象 ２学年普通文系・普通理系全クラス（５１４名）

③担当教員

【コーディネーター】野々村淳（教頭；数学）、數馬大介（教務主任；国語）

野口大輔（研究主任代行；保健体育）、田村英典（２学年主任；数学）、

【メンター】学級担任：古田奈穂（家庭）、堀将貴（理科）鎌田雄太郎（理科）、橋健治（英語）、

吉井ゆか（保健体育）、青木直也（数学）、深澤建人（地歴公民）、辻本麻紀（英語）、

宮田和舞（理科）、

学年所属：青木雄飛（国語）、西岡直哉、宮嶌孝一（地歴公民）、加藤新也、畠田貴生（理科）

内野一沙、川島純一、山田剛（保健体育）、鶴岡薫（美術）

金恵潤、斉藤裕美子、進藤薫、福島未来、南舘由里香（英語）

④実施日 全２８回（「年間実施内容」を参照）

⑤内 容 「年間実施内容」を参照

［３］検 証

重点目標として「数える／はかる（計る・測る・量る）」活動の必須化を掲げたことで、例年よりもアンケート調査

を行う班が減り、理科以外の分野においても実験や観察を行う取り組みが増加した。また、初めて講座を担当する教員

に対する支援として、ダブルメンター制度を導入するとともに、他教員が指導した班の発表に触れる機会を増やした。

・・別別表表 年年間間実実施施内内容容

回 実施日 ユニット 内容 授業担任

月 日 オリエンテーション ガイダンス コーディネーター

月 日 探究準備 プレ探究活動１（習得・活用） コーディネーター

月 日 プレ探究活動１（探究）

月 日 プレ探究活動２（習得・活用）
２学年学級担任

月 日 プレ探究活動２（探究）

月 日 プレ探究活動３（習得・活用）
２学年学級担任

月 日 プレ探究活動３（探究）

月 日

探究活動

探究活動１（協働１）

各学級担任

月 日 探究活動２（協働２）

月 日 探究活動３（テーマの設定１）

月 日 探究活動４（テーマの設定２）

月 日 探究活動５（テーマの設定３）

月 日 探究活動６（テーマの設定４）

月 日 ポスターセッション見学 全授業担任

月 日 探究活動７（知識・技能の獲得１）

各メンター

（テーマ別にグループを編成）

月 日 探究活動８（知識・技能の獲得２）

月 日 探究活動９（データの活用１）

月 日 探究活動１０（データの活用２）

月 日 探究活動１１（考察１）

月 日 探究活動１２（考察２）

月 日 スライド作成１

月 日 スライド作成２

月 日 スライド作成３

月 日 スライド作成４

月 日

中間発表

中間発表会

各学級担任、各メンター
月 日 中間発表会２

月 日 中間発表会３

月 日 中華発表会４

 
４４．．探探究究活活動動ⅡⅡ（（ＡＡ４４））

［１］仮 説

グループでテーマを決め、教員の指導のもとで調査や実験を行い科学的な取り組み方を身につけ、その成果を発表す

ることで探究への意欲が増すと考えた。

［２］内 容

①テーマ 別表「年間実施内容」を参照

②対 象 ３学年普通文系・普通理系全クラス（５２３名）

③担当教員

【コーディネーター】野々村淳（教頭；数学）、數馬大介（３学年主任；国語）

野口大輔（研究主任代行；国語）、今井貴志（３学年主任；地歴公民）

【メンター】学級担任：八巻嶺（英語）、中山唯人（数学）、吉澤俊介（国語）、中川真由美（数学）、眞﨑拓帆（理科）、

妻沼省吾（保健体育）、濱雄大（地歴公民）、柚木原洋平（国語）、山極由美子（理科）、

学年所属：青木雄飛（国語）、西岡直哉、宮嶌孝一（地歴公民）、加藤新也、畠田貴生（理科）

内野一沙、川島純一、山田剛（保健体育）、鶴岡薫（美術）

金恵潤、斉藤裕美子、進藤薫、福島未来、南舘由里香（英語）

④実施日 全２１回（「年間実施内容」を参照）

⑤連携先 山形県立東桜学館高等学校

⑥内 容 「年間実施内容」を参照

［３］検 証

３年ぶりに対面でのポスターセッションを再開することができた。また、代表班は「ＳＳＨ 探究活動「未来創造プ

ロジェクト」中間発表会」（オンライン）に参加する機会も得ることができた。
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が「高校生環境フォーラム」（オンライン）において英語で発表した。

２２．．科科学学体体験験学学習習（（ＡＡ２２））

［１］仮説 
研究機関等を訪問し、最先端の研究現場や企業等の取組に触れることにより、科学技術や理科への興味関心を高め、

今後のＳＳＨ活動にその経験を生かしていくことができると考えた。また、生徒同士で発表しあう場を設けることで、

発表能力を高めることができると考えた。 
［２］内容・方法 
①対象 １学年 サイエンスクラス（３２名） 
③担当教員 加藤新也、山田武範、常盤勇太（理科） 
④実施日 全３回（8/23, 8/24, 8/25） 
⑤連携先 量子科学技術研究機構那珂研究所・宇宙航空研究開発機構（JAXA）・地質標本館 
⑥内容 施設見学およびグループ・プレゼンテーション 
第１回：（8/23） ：那珂研究所見学 
第２回：（8/24） ：宇宙航空研究開発機構（JAXA）、地質標本館見学 
第３回：（8/25） ：見学施設で学んだことのまとめとグループ・プレゼンテーション 

［３］検証 
那珂研究所では核融合研究施設を見学し、現場の研究者の方々から様々なお話をしていただいた。JAXAではスペー

スドームの展示物を見学した後、グループごとに展示物に関する即興プレゼンテーションを行った。地質標本館では、

地震や地層に関する展示物のメモを取り、解説員の先生方に積極的に質問する姿が多く見られた。また最終日には、前

日までに学んだことを３つのトピックにまとめ、グループで１つのプレゼンテーションを完成させる取組を行った。プ

レゼン資料を作るために、グループ内で相談したり、さらに追加して調べたりするなど、意欲的に活動する様子が見ら

れた。 

３３．．探探究究活活動動ⅠⅠ（（ＡＡ３３））

［１］仮 説 
グループでテーマを決め、教員の指導のもとで調査や実験を行い科学的な取り組み方を身につけ、その成果を発表す

ることで探究への意欲が増すと考えた。 
［２］内 容

①テーマ 別表「年間実施内容」を参照

②対 象 ２学年普通文系・普通理系全クラス（５１４名）

③担当教員

【コーディネーター】野々村淳（教頭；数学）、數馬大介（教務主任；国語）

野口大輔（研究主任代行；保健体育）、田村英典（２学年主任；数学）、

【メンター】学級担任：古田奈穂（家庭）、堀将貴（理科）鎌田雄太郎（理科）、橋健治（英語）、

吉井ゆか（保健体育）、青木直也（数学）、深澤建人（地歴公民）、辻本麻紀（英語）、

宮田和舞（理科）、

学年所属：青木雄飛（国語）、西岡直哉、宮嶌孝一（地歴公民）、加藤新也、畠田貴生（理科）

内野一沙、川島純一、山田剛（保健体育）、鶴岡薫（美術）

金恵潤、斉藤裕美子、進藤薫、福島未来、南舘由里香（英語）

④実施日 全２８回（「年間実施内容」を参照）

⑤内 容 「年間実施内容」を参照

［３］検 証

重点目標として「数える／はかる（計る・測る・量る）」活動の必須化を掲げたことで、例年よりもアンケート調査

を行う班が減り、理科以外の分野においても実験や観察を行う取り組みが増加した。また、初めて講座を担当する教員

に対する支援として、ダブルメンター制度を導入するとともに、他教員が指導した班の発表に触れる機会を増やした。

・・別別表表 年年間間実実施施内内容容

回 実施日 ユニット 内容 授業担任

月 日 オリエンテーション ガイダンス コーディネーター

月 日 探究準備 プレ探究活動１（習得・活用） コーディネーター

月 日 プレ探究活動１（探究）

月 日 プレ探究活動２（習得・活用）
２学年学級担任

月 日 プレ探究活動２（探究）

月 日 プレ探究活動３（習得・活用）
２学年学級担任

月 日 プレ探究活動３（探究）

月 日

探究活動

探究活動１（協働１）

各学級担任

月 日 探究活動２（協働２）

月 日 探究活動３（テーマの設定１）

月 日 探究活動４（テーマの設定２）

月 日 探究活動５（テーマの設定３）

月 日 探究活動６（テーマの設定４）

月 日 ポスターセッション見学 全授業担任

月 日 探究活動７（知識・技能の獲得１）

各メンター

（テーマ別にグループを編成）

月 日 探究活動８（知識・技能の獲得２）

月 日 探究活動９（データの活用１）

月 日 探究活動１０（データの活用２）

月 日 探究活動１１（考察１）

月 日 探究活動１２（考察２）

月 日 スライド作成１

月 日 スライド作成２

月 日 スライド作成３

月 日 スライド作成４

月 日

中間発表

中間発表会

各学級担任、各メンター
月 日 中間発表会２

月 日 中間発表会３

月 日 中華発表会４

 
４４．．探探究究活活動動ⅡⅡ（（ＡＡ４４））

［１］仮 説

グループでテーマを決め、教員の指導のもとで調査や実験を行い科学的な取り組み方を身につけ、その成果を発表す

ることで探究への意欲が増すと考えた。

［２］内 容

①テーマ 別表「年間実施内容」を参照

②対 象 ３学年普通文系・普通理系全クラス（５２３名）

③担当教員

【コーディネーター】野々村淳（教頭；数学）、數馬大介（３学年主任；国語）

野口大輔（研究主任代行；国語）、今井貴志（３学年主任；地歴公民）

【メンター】学級担任：八巻嶺（英語）、中山唯人（数学）、吉澤俊介（国語）、中川真由美（数学）、眞﨑拓帆（理科）、

妻沼省吾（保健体育）、濱雄大（地歴公民）、柚木原洋平（国語）、山極由美子（理科）、

学年所属：青木雄飛（国語）、西岡直哉、宮嶌孝一（地歴公民）、加藤新也、畠田貴生（理科）

内野一沙、川島純一、山田剛（保健体育）、鶴岡薫（美術）

金恵潤、斉藤裕美子、進藤薫、福島未来、南舘由里香（英語）

④実施日 全２１回（「年間実施内容」を参照）

⑤連携先 山形県立東桜学館高等学校

⑥内 容 「年間実施内容」を参照

［３］検 証

３年ぶりに対面でのポスターセッションを再開することができた。また、代表班は「ＳＳＨ 探究活動「未来創造プ

ロジェクト」中間発表会」（オンライン）に参加する機会も得ることができた。
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別別表表 年年間間実実施施内内容容  
回 実施日 ユニット 内容 授業担任 

月 日 オリエンテーション ガイダンス 各学級担任

月 日

探究活動

探究活動１（協働）

各メンター

（テーマ別にクラスを再編成）

月 日 探究活動２（テーマの設定）

月 日 探究活動３（知識・技能の獲得）

月 日 探究活動４（データの活用）

月 日 探究活動５（考察）

月 日 ポスターの作成１

月 日 ポスターの作成２

月 日 ポスターの作成３

月 日 ポスターの作成４

月 日 ポスターの作成５

月 日

成果報告

パンフレット原稿作成 各学級担任

月 日 ポスターセッション１
全授業担任

月 日 ポスターセッション２

月 日 クラス内ポスターセッション１
各学級担任

月 日 クラス内ポスターセッション２

月 日

卒業論文

論文の作成１（学んだこと）

各学級担任
月 日 論文の作成２（グラフ・図表の活用）

月 日 論文の作成３（分量）

月 日 （予備日）

月 日 リフレクション アンケート 各学級担任

  
 

５５．．課課題題実実験験（（ＡＡ５５））

課題実験・実施スケジュール概要

実施時期 形態 内容詳細

４月 テーマ・班決定
各自が考えたテーマをもとに教員と面談し、所属班（物理・化学・生物・数学・

情報）を決定する。

月 基礎実験
実験に必要な技能習得のための全体学習（データ解析方法等）

個別テーマ実験に向けての準備

６月～２月 個別テーマ実験 それぞれの研究テーマに従った個別実験

基基礎礎実実験験

［１］仮説 
各自がテーマをもって実施していく課題実験において、その事前段階としてデータのまとめ方やグラフの作成方法な

ど、研究に必要なスキルを練習することにより、今後の研究へスムーズに移ることができると考えた。 
［２］内容・方法（連携先：公益財団法人 日本科学技術振興財団 掛布智久先生・加藤太一先生） 
①テーマ 「放射線量の測定」 
②対象 ２学年 ＳＳＨクラス（４８名） 
③担当教員 山田武範 
④実施日 全３回（5/13，5/20，6/3） 
⑤内容 第１回：「放射線について」：演示実験、霧箱中の放射線観察、専用カードを用いた講義 

第２回：「放射線の測定」：放射線測定、線源からの距離と放射線の関係・遮蔽物による影響の考察 
第３回：「データの解析と実践」 

［３］検証 
第１回・第２回目の講義では、科学技術振興財団の先生方に放射線に関する講義・実習をしていただいた。生徒の事

後アンケートからは、「放射線を身近に感じた」「放射線に関する興味や理解が深まった」等の感想が多く見られた。ま

た、実習を行って良かった点について、「班員と協力してデータをまとめたこと」「測定データをわかりやすく表現する

ためのグラフを考えたこと」などの感想を記入した生徒もおり、今後必要となる研究スキルを学ぶ基礎実験としても効

果的な実習になったと思われる。第３回目の講義では、前回実習で得られたデータについて、エクセルを用いた標準偏

差の計算や、グラフを作成して考察する実習を行い、多く集まった数値データの処理の練習を行うことができた。 

ググルルーーププ別別実実験験（（課課題題実実験験後後半半））

［１］仮説 
課題実験（基礎実験）やその他のＳＳＨ講座での経験を元にしてテーマを決め、高校教員の指導のもとで実験を行う

ことにより科学的な取り組み方を身につけ、その中で問題発見力・問題解決力の育成が行えると考えた。 
［２］内容・方法 
①テーマ 「課題実験 個人・グループ研究」 
②対象 ２学年 ＳＳＨクラス（４８名） 
③担当教員 理 科：稲葉哲之介、加藤新也、鎌田雄太郎、島村美結、常盤勇太、堀将貴、宮田和舞、山田武範 

サキハラダニエル、渋谷功亮、豊島莉子 
数学科：田村英典、渡邉聡 
情報科：橋本智孝 

④実施日 全２０回（6/10 , 6/17 , 7/1 , 7/8 , 7/15 , 7/22 , 9/2 , 9/9 , 9/30 , 10/14 , 10/21 , 10/28 , 11/11 , 11/18 , 11/25 
12/9 , 12/23 , 1/13 , 1/20 , 1/27 ） 

⑤内容  
第１回～第２０回：個別テーマによる実験・研究活動。及び発表会に向けた準備。 
第２１回：科目別発表会 
第２２回：全体発表会（各科目より選抜されたグループ） 

［３］各科目の実験テーマ 
【物理】「面積の違いによる摩擦力の変化」「ヘロンの噴水」「温度とばね定数の関係性」「紙片の落下運動」 

「オイラーのベルト理論は正しいのか 〜筒の半径を変えてみた〜」「光と物体の透過性の関係性」 
「桧角材の強度」「打ち水の効果」「金属の種類による熱平衡時の水温の違い」「緩衝材の種類のよる衝撃の変化」 
「弾性体で連結させた多物体の加速度」「シャープペンシルの芯の濃さと硬さの関係性」 

【化学】「塩基とタンパク質の反応」「プラスチックの特性調査」「健康的なアイスを作ろう」「どの洗顔料が一番いいの？」 
「日焼け止めと日焼け止め効果のある化粧下地の紫外線防止効果の比較」「馬の汗から石鹸を作る」 
「バナナの果肉入りヨーグルトの製法に関する研究」「花びらを利用したリップクリーム作り」 

【生物】「光と生き物」「ヌマエビの飼育時のえさの最適解について」「菌の培養」「効率の良いきのこの増やし方」 
「ウッドチップ下と通常の土での生物の種とその数の違い」「アリに対する物質の防虫効果」「コオロギの嗅覚」 
「竹と土の成長の関係」「メダカは環境の変化をどこまで耐えられるのか」「水の違いによる生物の変化」 
「ミドリムシの環境による個体数の変化」「水と微生物」「土の違いによるコマツナの生育の影響」 
「４種類のアミノ酸によるメダカの成長の比較」 

【数学】「コンビニの立地条件」「ディズニーの待ち時間」「首都高速を使わない最短経路」 
【情報】「モーションキャプチャを利用した新型HMDの開発」 

「AI学習を用いたVR空間上のモーショントラッキングの精度向上」 

６６．．課課題題研研究究（（ＡＡ６６））

［１］仮説 
個人やグループでテーマを決め、高校教員の指導のもとで、実験を通して科学的な取り組み方を身につける。また、

その成果を外部へ発表する。外部での発表を目標とすることで研究への意欲が増すと考えた。 
課題研究の成果を、全員が英語でポスターを作り英語で発表することにより、「アカデミックプレゼンテーションⅡ」

の授業と連携できると考えた。 
 
［２］内容・方法 
①テーマ 「課題研究 個人・グループ研究」 
②対象 ３学年ＳＳＨクラス（４１名） 
③担当教員 稲葉哲之介、上野玲児、鎌田雄太郎、常盤勇太、堀将貴、眞﨑拓帆、宮田和舞、山極由美子、山田武範 

岩村泰明（以上、理科）、中山唯人、和氣吉秀（以上、数学）、橋本智孝（情報） 
④実施日 全18回 

（4/12，4/19，4/26，5/10，5/17，5/31，6/7，6/14，6/21，7/5，7/12，9/6，9/27，10/18，10/25，10/29，
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別別表表 年年間間実実施施内内容容  
回 実施日 ユニット 内容 授業担任 

月 日 オリエンテーション ガイダンス 各学級担任

月 日

探究活動

探究活動１（協働）

各メンター

（テーマ別にクラスを再編成）

月 日 探究活動２（テーマの設定）

月 日 探究活動３（知識・技能の獲得）

月 日 探究活動４（データの活用）

月 日 探究活動５（考察）

月 日 ポスターの作成１

月 日 ポスターの作成２

月 日 ポスターの作成３

月 日 ポスターの作成４

月 日 ポスターの作成５

月 日

成果報告

パンフレット原稿作成 各学級担任

月 日 ポスターセッション１
全授業担任

月 日 ポスターセッション２

月 日 クラス内ポスターセッション１
各学級担任

月 日 クラス内ポスターセッション２

月 日

卒業論文

論文の作成１（学んだこと）

各学級担任
月 日 論文の作成２（グラフ・図表の活用）

月 日 論文の作成３（分量）

月 日 （予備日）

月 日 リフレクション アンケート 各学級担任

  
 

５５．．課課題題実実験験（（ＡＡ５５））

課題実験・実施スケジュール概要

実施時期 形態 内容詳細

４月 テーマ・班決定
各自が考えたテーマをもとに教員と面談し、所属班（物理・化学・生物・数学・

情報）を決定する。

月 基礎実験
実験に必要な技能習得のための全体学習（データ解析方法等）

個別テーマ実験に向けての準備

６月～２月 個別テーマ実験 それぞれの研究テーマに従った個別実験

基基礎礎実実験験

［１］仮説 
各自がテーマをもって実施していく課題実験において、その事前段階としてデータのまとめ方やグラフの作成方法な

ど、研究に必要なスキルを練習することにより、今後の研究へスムーズに移ることができると考えた。 
［２］内容・方法（連携先：公益財団法人 日本科学技術振興財団 掛布智久先生・加藤太一先生） 
①テーマ 「放射線量の測定」 
②対象 ２学年 ＳＳＨクラス（４８名） 
③担当教員 山田武範 
④実施日 全３回（5/13，5/20，6/3） 
⑤内容 第１回：「放射線について」：演示実験、霧箱中の放射線観察、専用カードを用いた講義 

第２回：「放射線の測定」：放射線測定、線源からの距離と放射線の関係・遮蔽物による影響の考察 
第３回：「データの解析と実践」 

［３］検証 
第１回・第２回目の講義では、科学技術振興財団の先生方に放射線に関する講義・実習をしていただいた。生徒の事

後アンケートからは、「放射線を身近に感じた」「放射線に関する興味や理解が深まった」等の感想が多く見られた。ま

た、実習を行って良かった点について、「班員と協力してデータをまとめたこと」「測定データをわかりやすく表現する

ためのグラフを考えたこと」などの感想を記入した生徒もおり、今後必要となる研究スキルを学ぶ基礎実験としても効

果的な実習になったと思われる。第３回目の講義では、前回実習で得られたデータについて、エクセルを用いた標準偏

差の計算や、グラフを作成して考察する実習を行い、多く集まった数値データの処理の練習を行うことができた。 

ググルルーーププ別別実実験験（（課課題題実実験験後後半半））

［１］仮説 
課題実験（基礎実験）やその他のＳＳＨ講座での経験を元にしてテーマを決め、高校教員の指導のもとで実験を行う

ことにより科学的な取り組み方を身につけ、その中で問題発見力・問題解決力の育成が行えると考えた。 
［２］内容・方法 
①テーマ 「課題実験 個人・グループ研究」 
②対象 ２学年 ＳＳＨクラス（４８名） 
③担当教員 理 科：稲葉哲之介、加藤新也、鎌田雄太郎、島村美結、常盤勇太、堀将貴、宮田和舞、山田武範 

サキハラダニエル、渋谷功亮、豊島莉子 
数学科：田村英典、渡邉聡 
情報科：橋本智孝 

④実施日 全２０回（6/10 , 6/17 , 7/1 , 7/8 , 7/15 , 7/22 , 9/2 , 9/9 , 9/30 , 10/14 , 10/21 , 10/28 , 11/11 , 11/18 , 11/25 
12/9 , 12/23 , 1/13 , 1/20 , 1/27 ） 

⑤内容  
第１回～第２０回：個別テーマによる実験・研究活動。及び発表会に向けた準備。 
第２１回：科目別発表会 
第２２回：全体発表会（各科目より選抜されたグループ） 

［３］各科目の実験テーマ 
【物理】「面積の違いによる摩擦力の変化」「ヘロンの噴水」「温度とばね定数の関係性」「紙片の落下運動」 

「オイラーのベルト理論は正しいのか 〜筒の半径を変えてみた〜」「光と物体の透過性の関係性」 
「桧角材の強度」「打ち水の効果」「金属の種類による熱平衡時の水温の違い」「緩衝材の種類のよる衝撃の変化」 
「弾性体で連結させた多物体の加速度」「シャープペンシルの芯の濃さと硬さの関係性」 

【化学】「塩基とタンパク質の反応」「プラスチックの特性調査」「健康的なアイスを作ろう」「どの洗顔料が一番いいの？」 
「日焼け止めと日焼け止め効果のある化粧下地の紫外線防止効果の比較」「馬の汗から石鹸を作る」 
「バナナの果肉入りヨーグルトの製法に関する研究」「花びらを利用したリップクリーム作り」 

【生物】「光と生き物」「ヌマエビの飼育時のえさの最適解について」「菌の培養」「効率の良いきのこの増やし方」 
「ウッドチップ下と通常の土での生物の種とその数の違い」「アリに対する物質の防虫効果」「コオロギの嗅覚」 
「竹と土の成長の関係」「メダカは環境の変化をどこまで耐えられるのか」「水の違いによる生物の変化」 
「ミドリムシの環境による個体数の変化」「水と微生物」「土の違いによるコマツナの生育の影響」 
「４種類のアミノ酸によるメダカの成長の比較」 

【数学】「コンビニの立地条件」「ディズニーの待ち時間」「首都高速を使わない最短経路」 
【情報】「モーションキャプチャを利用した新型HMDの開発」 

「AI学習を用いたVR空間上のモーショントラッキングの精度向上」 

６６．．課課題題研研究究（（ＡＡ６６））

［１］仮説 
個人やグループでテーマを決め、高校教員の指導のもとで、実験を通して科学的な取り組み方を身につける。また、

その成果を外部へ発表する。外部での発表を目標とすることで研究への意欲が増すと考えた。 
課題研究の成果を、全員が英語でポスターを作り英語で発表することにより、「アカデミックプレゼンテーションⅡ」

の授業と連携できると考えた。 
 
［２］内容・方法 
①テーマ 「課題研究 個人・グループ研究」 
②対象 ３学年ＳＳＨクラス（４１名） 
③担当教員 稲葉哲之介、上野玲児、鎌田雄太郎、常盤勇太、堀将貴、眞﨑拓帆、宮田和舞、山極由美子、山田武範 

岩村泰明（以上、理科）、中山唯人、和氣吉秀（以上、数学）、橋本智孝（情報） 
④実施日 全18回 

（4/12，4/19，4/26，5/10，5/17，5/31，6/7，6/14，6/21，7/5，7/12，9/6，9/27，10/18，10/25，10/29，
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11/15，11/22） 
⑤内容 第１回～第１５回：個別テーマによる実験・研究活動、及び発表会に向けた準備 

第１６回：成果報告会（ポスター発表３４件、口頭発表２件） 
第１７回～第１８回：課題研究論文作成 

［３］成果 
課題研究に関わったすべての生徒が、外部の発表会で発表を行うことができた。以下の表に、参加した外部発表と研

究タイトル一覧を示す。 
発表日 発表会名称 発表形式 タイトル 

7/16 東海フェスタ ZoomLive 
OVice 

①セーターの洗濯方法と干し方による変形に関する研究 
②米の銘柄と炊飯時の水分量の違いによる粘着度 
③生物を使用したビオトープの浄化実験 
④時間経過による魚肉中の成分量の変化について 
⑤心地よい睡眠を求める 
⑥実数値関数のグラフと複素数との関連性はあるのか 

7/21 芝高課題研究発表会  オンライン ①貧困層減少のためのRO フィルターを用いた水質浄化 

7/23 
福井県立若狭高校 
「高校生環境フォーラム」  オンライン ①生物を使用したビオトープの浄化実験 

7/26 新潟南高校発表会 オンライン ①メダカの学習能力について 
8/3・8/4 全国 SSH 生徒研究発表会 ポスター ①消波ブロックを用いて砂浜を護岸する 

8/27 マスフェスタ ポスター ①朝活 or徹夜どちらが効果的？ 
②タックルの部位と成功率による勝敗の関係 

9/10 
NIFSオープンキャン

パス オンライン ①階段ロボット自動化 
②緩衝材による衝撃の緩和 

12/18 小田原白梅科学コンテスト  口頭 ①アトラクタシュリンプ ～照らすは光、彩るは四色の誘い～ 

12/18 
令和４年度 東京都

内ＳＳＨ指定校合同

発表会 

オンライン 
ポスター 

①米の銘柄と炊飯時の水分量の違いによる粘着度 
②身近なものの防音効果 
③真空での物体変化 
④ニュートンのゆりかごに最も適している物質 
⑤トラス橋の耐久実験 
⑥水深と波速の関係 
⑦階段ロボット自動化 
⑧空間に広がる音の違い 
⑨緩衝材による衝撃の緩和 
⑩磁気浮遊の可能性

⑪消波ブロックを用いて砂浜を護岸する 
⑫パンケーキの材料及び焼き方による弾力性の違いに関する研

究 
⑬セーターの洗濯方法と干し方による変形に関する研究 
⑭アントシアニンの色褪せに関する研究 
⑮ポリ乳酸の海洋中分解に関する研究 
⑯貧困層減少のためのRO フィルターを用いた水質浄化 
⑰多摩川と鶴見川の汽水域の水質について 
⑱時間経過による魚肉中の成分量の変化について 
⑲生物を使用したビオトープの浄化実験

⑳ビタミンＣがメダカの健康に及ぼす影響

㉑メダカの学習能力について 
㉒外来種による生態系の変化 
㉓腐敗による糖度とpHの変化 
㉔生物の有無によるアオミドロの量の変化 

㉕ダンゴムシ、あっちむいてＧＯ！ 
㉖アトラクタシュリンプ ～照らすは光、彩るは四色の誘い～ 
㉗心地よい睡眠を求める 
㉘オークションで学ぶゲーム理論 
㉙朝活 or徹夜どちらが効果的？ 
㉚サイコロの確率 
㉛実数値関数のグラフと複素数との関連性はあるのか 
㉜タックルの部位と成功率による勝敗の関係 
㉝見えないものを数える研究 
㉞円周率を求めてみた！！ 

12/18 
令和４年度 東京都

内ＳＳＨ指定校合同

発表会 
オンライン 

①多摩川と鶴見川の汽水域の水質について 
②外来種による生態系の変化 
③腐敗による糖度とpHの変化 
④トラス橋の耐久実験 
⑤生物の有無によるアオミドロの量の変化 
⑥空間に広がる音の違い 

12/21・12/22 
12/23・12/24 

Thailand-Japan Student 
ICT Fair 2022 

オンライン ① 階段ロボット自動化 

 
３３－－ＢＢ 倫倫理理観観おおよよびび判判断断力力

１１．．高高校校現現代代文文明明論論（（ＢＢ１１））

［１］仮 説 
自らに「人生いかに生きるべきか」と問いかけることで、正しいものの見方・考え方を確立して人道主義・人格主

義に基づいた思想を培うことができると考えた。 
［２］内 容 
①テーマ 別表「年間実施内容」を参照 
②対 象 １学年全クラス（４８０名）

③担当教員 片桐知己治（校長；数学）、松山賢一（副校長；外国語 英語 ）、野口大輔（研究主任代行；国語）

大塚一磨（１学年主任；数学）、稲葉哲之介（理科）、近藤祐輔（地歴公民）、霜鳥春香（英語）、

新井達也（芸術）、石堂孝明（数学）、相馬哲平（地歴公民）、島村美結（理科）、鈴木滉平（英語）、

福岡政章（保健体育）、常盤勇太（理科）

④実施日 全３４＋３回（「年間実施内容」を参照）

⑤連携先 特許庁、 一社 発明推進協会、鹿屋市農林商工部ふるさとＰＲ課、兵庫県立姫路東高等学校

⑥内 容 「年間実施内容」を参照

［３］検 証

年間テーマに「科学と政治」を掲げ、科学や技術の進展と国益の関係について考える機会を増やした。特にワークシ

ョップやディベートでは「外国人労働者の受け入れを推進すべきか」、「技術流出を防止するために外国との共同事業・

研究を禁止すべきか」といった話題を扱うことで、国際人・地球人としての科学観を涵養した。また、今年度もサイエ

ンスクラスの講座を対象とした外部機関との連携や他校教員による視察受け入れを積極的に行い、成果の発信に努めた。

また、次年度から始まる「総合的な探究の時間」における情報収集を見越して、リサーチではアンケート調査もしくは

専門家に対するインタビューを必須とした。

・・別別表表 年年間間実実施施内内容容

回 実施日 ユニット 内容 授業担任

月 日 建学の精神 校長講話 校長

月 日 オリエンテーション スケジュール説明 各学級担任

月 日
建学の精神

「名利なき証言」１
各学級担任

月 日 「名利なき証言」２

月 日
考えるための技術

（知的財産編）

知的財産尊重教育１

研究部、各学級担任月 日 知的財産尊重教育２

月 日 知的財産創造教育１
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11/15，11/22） 
⑤内容 第１回～第１５回：個別テーマによる実験・研究活動、及び発表会に向けた準備 

第１６回：成果報告会（ポスター発表３４件、口頭発表２件） 
第１７回～第１８回：課題研究論文作成 

［３］成果 
課題研究に関わったすべての生徒が、外部の発表会で発表を行うことができた。以下の表に、参加した外部発表と研

究タイトル一覧を示す。 
発表日 発表会名称 発表形式 タイトル 

7/16 東海フェスタ ZoomLive 
OVice 

①セーターの洗濯方法と干し方による変形に関する研究 
②米の銘柄と炊飯時の水分量の違いによる粘着度 
③生物を使用したビオトープの浄化実験 
④時間経過による魚肉中の成分量の変化について 
⑤心地よい睡眠を求める 
⑥実数値関数のグラフと複素数との関連性はあるのか 

7/21 芝高課題研究発表会  オンライン ①貧困層減少のためのRO フィルターを用いた水質浄化 

7/23 
福井県立若狭高校 
「高校生環境フォーラム」  オンライン ①生物を使用したビオトープの浄化実験 

7/26 新潟南高校発表会 オンライン ①メダカの学習能力について 
8/3・8/4 全国 SSH 生徒研究発表会 ポスター ①消波ブロックを用いて砂浜を護岸する 

8/27 マスフェスタ ポスター ①朝活 or徹夜どちらが効果的？ 
②タックルの部位と成功率による勝敗の関係 

9/10 
NIFSオープンキャン

パス オンライン ①階段ロボット自動化 
②緩衝材による衝撃の緩和 

12/18 小田原白梅科学コンテスト  口頭 ①アトラクタシュリンプ ～照らすは光、彩るは四色の誘い～ 

12/18 
令和４年度 東京都

内ＳＳＨ指定校合同

発表会 

オンライン 
ポスター 

①米の銘柄と炊飯時の水分量の違いによる粘着度 
②身近なものの防音効果 
③真空での物体変化 
④ニュートンのゆりかごに最も適している物質 
⑤トラス橋の耐久実験 
⑥水深と波速の関係 
⑦階段ロボット自動化 
⑧空間に広がる音の違い 
⑨緩衝材による衝撃の緩和 
⑩磁気浮遊の可能性

⑪消波ブロックを用いて砂浜を護岸する 
⑫パンケーキの材料及び焼き方による弾力性の違いに関する研

究 
⑬セーターの洗濯方法と干し方による変形に関する研究 
⑭アントシアニンの色褪せに関する研究 
⑮ポリ乳酸の海洋中分解に関する研究 
⑯貧困層減少のためのRO フィルターを用いた水質浄化 
⑰多摩川と鶴見川の汽水域の水質について 
⑱時間経過による魚肉中の成分量の変化について 
⑲生物を使用したビオトープの浄化実験

⑳ビタミンＣがメダカの健康に及ぼす影響

㉑メダカの学習能力について 
㉒外来種による生態系の変化 
㉓腐敗による糖度とpHの変化 
㉔生物の有無によるアオミドロの量の変化 

㉕ダンゴムシ、あっちむいてＧＯ！ 
㉖アトラクタシュリンプ ～照らすは光、彩るは四色の誘い～ 
㉗心地よい睡眠を求める 
㉘オークションで学ぶゲーム理論 
㉙朝活 or徹夜どちらが効果的？ 
㉚サイコロの確率 
㉛実数値関数のグラフと複素数との関連性はあるのか 
㉜タックルの部位と成功率による勝敗の関係 
㉝見えないものを数える研究 
㉞円周率を求めてみた！！ 

12/18 
令和４年度 東京都

内ＳＳＨ指定校合同

発表会 
オンライン 

①多摩川と鶴見川の汽水域の水質について 
②外来種による生態系の変化 
③腐敗による糖度とpHの変化 
④トラス橋の耐久実験 
⑤生物の有無によるアオミドロの量の変化 
⑥空間に広がる音の違い 

12/21・12/22 
12/23・12/24 

Thailand-Japan Student 
ICT Fair 2022 

オンライン ① 階段ロボット自動化 

 
３３－－ＢＢ 倫倫理理観観おおよよびび判判断断力力

１１．．高高校校現現代代文文明明論論（（ＢＢ１１））

［１］仮 説 
自らに「人生いかに生きるべきか」と問いかけることで、正しいものの見方・考え方を確立して人道主義・人格主

義に基づいた思想を培うことができると考えた。 
［２］内 容 
①テーマ 別表「年間実施内容」を参照 
②対 象 １学年全クラス（４８０名）

③担当教員 片桐知己治（校長；数学）、松山賢一（副校長；外国語 英語 ）、野口大輔（研究主任代行；国語）

大塚一磨（１学年主任；数学）、稲葉哲之介（理科）、近藤祐輔（地歴公民）、霜鳥春香（英語）、

新井達也（芸術）、石堂孝明（数学）、相馬哲平（地歴公民）、島村美結（理科）、鈴木滉平（英語）、

福岡政章（保健体育）、常盤勇太（理科）

④実施日 全３４＋３回（「年間実施内容」を参照）

⑤連携先 特許庁、 一社 発明推進協会、鹿屋市農林商工部ふるさとＰＲ課、兵庫県立姫路東高等学校

⑥内 容 「年間実施内容」を参照

［３］検 証

年間テーマに「科学と政治」を掲げ、科学や技術の進展と国益の関係について考える機会を増やした。特にワークシ

ョップやディベートでは「外国人労働者の受け入れを推進すべきか」、「技術流出を防止するために外国との共同事業・

研究を禁止すべきか」といった話題を扱うことで、国際人・地球人としての科学観を涵養した。また、今年度もサイエ

ンスクラスの講座を対象とした外部機関との連携や他校教員による視察受け入れを積極的に行い、成果の発信に努めた。

また、次年度から始まる「総合的な探究の時間」における情報収集を見越して、リサーチではアンケート調査もしくは

専門家に対するインタビューを必須とした。

・・別別表表 年年間間実実施施内内容容

回 実施日 ユニット 内容 授業担任

月 日 建学の精神 校長講話 校長

月 日 オリエンテーション スケジュール説明 各学級担任

月 日
建学の精神

「名利なき証言」１
各学級担任

月 日 「名利なき証言」２

月 日
考えるための技術

（知的財産編）

知的財産尊重教育１

研究部、各学級担任月 日 知的財産尊重教育２

月 日 知的財産創造教育１

− 21 −



月 日 知的財産創造教育２ 各学級担任

月 日
現代文明の諸問題

（レクチャー編）
現代文明の諸問題 各学級担任

月 日

現代文明の諸問題

（リサーチ編）

リサーチ１

各学級担任

月 日 リサーチ２

月 日 リサーチ３

月 日 リサーチ４

月 日 リサーチ５

月 日 リサーチ６

月 日 リサーチ７

月 日 リサーチ８

月 日 リサーチ９

月 日
現代文明の諸問題

（プレゼンテーション編）
クラス発表会１ 各学級担任

Ⅰ 月 日
考えるための技術

（ディベート編）
模範ディベート１

研究部（サイエンスクラスのみ実施）
※兵庫県立姫路東高等学校との連携

※名城大学附属高等学校など６校から１１名の視察

月 日
現代文明の諸問題

（プレゼンテーション編）
クラス発表会２ 各学級担任

Ⅱ 月 日 考えるための技術

（知的財産編）

知的財産創造教育３ 研究部（サイエンスクラスのみ実施）
※特許庁産業財産権人材育成協力事業として実施

（１４か国から１７名の専門家を招聘）

※東海大学山形高等学校など７校から１０名の視察
Ⅲ 月 日 知的財産創造教育４

月 日 現代文明の諸問題

（プレゼンテーション編）

クラス発表会３
各学級担任

月 日 クラス発表会４

月 日
現代文明の諸問題

（ワークショップ編）
いかに生きるか１ 副校長（巡回）

月 日 建学の精神 「忠臣蔵の真実」 各学級担任

月 日
現代文明の諸問題

（ワークショップ編）
いかに生きるか２ 各学級担任

月 日 現代文明の諸問題

（プレゼンテーション編）

学年発表会１
１学年・研究部

月 日 学年発表会２

月 日

考えるための技術

（ディベート編）

ディベートスキル１ 各学級担任

月 日 模範ディベート２ １・２学年・研究部

月 日 ディベートスキル２ 研究部

月 日 ディベート１

各学級担任月 日 ディベート２

月 日 ディベート３

月 日 リフレクション レポート 各学級担任

２２．．公公共共科科学学論論（（ＢＢ２２））

［１］仮説

科学と公共（社会）を多様な視点から捉え直し、科学と公共が現代文明においてどのような意味や役割、問題点を持

つかを理解していく中で現代文明の進むべき方向を考える際のよりどころとなる思想を培うことで、生徒自身が科学お

よび公共と今後どのように関わっていくべきかを考える力を育てることができると考えた。

［２］内容

①テーマ 別表「年間実施内容」を参照

②対象 ２学年ＳＳＨクラス（４８名）

③担当教員 「年間実施内容」を参照

④実施日 全３０回（「年間実施内容」を参照）

⑤内容 「年間実施内容」を参照

［３］検証

次年度以降は「総合的な探究の時間」を利用して本講座を実施するため、ＳＳＨ企画会議での情報交換やウェブ上で

の教材共有を推進した。

別別表表 年年間間実実施施内内容容

回 実施日 ユニット 内容 授業担任

月 日 オリエンテーション スケジュール説明、アンケート 野口大輔（国語）

月 日

①科学と公共Ⅰ

環境と公共
今井貴志

（地理歴史、公民）
月 日 生命と公共

月 日 科学技術と公共

月 日

②科学と情報と公共

ユビキタスコンピューティング

橋本智孝（情報）月 日 ユニバーサルデザイン

月 日 情報通信技術

月 日

③科学と生命と公共

生殖医療

川島純一（保健体育）月 日 生命倫理

月 日 オリンピック・パラリンピックを取り巻く環境

月 日

④科学と創造と公共

スクール・シフト

野口大輔（国語）月 日 ロボット三原則

月 日 想像力で創造する

月 日

⑤科学と言語と公共

言語習得概論
田中亨

（外国語 英語 ）
月 日 外国語学習を考える

月 日 日本の英語教育はどうあるべきか

月 日

⑥科学と芸術と公共

錯視と科学と公共

鶴岡薫（芸術 美術 ）月 日 錯聴と科学と公共

月 日 錯覚の可能性

月 日

⑦科学と生活と公共

豊かな食生活とは１

古田奈穂（家庭）月 日 豊かな食生活とは２

月 日 ペットビジネス

月 日

⑧科学と数学と公共

数学と公共

中川真由美（数学）月 日 暗号論１

月 日 暗号論２

月 日

⑨科学と公共Ⅱ

応用植物科学

宮田和舞（理科）月 日 応用動物科学

月 日 バイオサイエンス

月 日 リフレクション リフレクションシート作成 全授業担任

月 日 プレリサーチ 班テーマ決定 全授業担任

３３．．公公共共科科学学演演習習（（ＢＢ３３））

［１］仮説

「公共科学論」（２年次）およびリサーチをもとに、プレゼンテーションおよびワークショップ、レポートを行うこ

とで、現代文明を多様な視点から捉え直し、科学と公共（社会）が現代文明においてどのような意味や役割、問題点を

持つかを理解していく中で現代文明の進むべき方向を考える際のよりどころとなる思想を培い、生徒自身が科学および

公共と今後どのように関わっていくべきかを考えることができるようになると考えた。

［２］内容

①テーマ 別表「年間実施内容」を参照

②対象 ３学年ＳＳＨクラス（４２名）

③担当教員 別表「テーマ一覧」を参照

④実施日 全３８回（「年間実施内容」を参照）

⑤連携先 「テーマ一覧」を参照

⑥内容 「年間実施内容」を参照

［３］検証

今年度からリサーチの手法として実験や観察を勧奨したところ、理科班・数学班だけでなく、文系科目や実技系科目

においてもさまざまな計測・計量を行うことができた。特にサーモグラフィーやパルスオキシメーターを利用した芸術

班の取り組みは普通クラスにおいても実施することのできる秀逸な内容であった。
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月 日 知的財産創造教育２ 各学級担任

月 日
現代文明の諸問題

（レクチャー編）
現代文明の諸問題 各学級担任

月 日

現代文明の諸問題

（リサーチ編）

リサーチ１

各学級担任

月 日 リサーチ２

月 日 リサーチ３

月 日 リサーチ４

月 日 リサーチ５

月 日 リサーチ６

月 日 リサーチ７

月 日 リサーチ８

月 日 リサーチ９

月 日
現代文明の諸問題

（プレゼンテーション編）
クラス発表会１ 各学級担任

Ⅰ 月 日
考えるための技術

（ディベート編）
模範ディベート１

研究部（サイエンスクラスのみ実施）
※兵庫県立姫路東高等学校との連携

※名城大学附属高等学校など６校から１１名の視察

月 日
現代文明の諸問題

（プレゼンテーション編）
クラス発表会２ 各学級担任

Ⅱ 月 日 考えるための技術

（知的財産編）

知的財産創造教育３ 研究部（サイエンスクラスのみ実施）
※特許庁産業財産権人材育成協力事業として実施

（１４か国から１７名の専門家を招聘）

※東海大学山形高等学校など７校から１０名の視察
Ⅲ 月 日 知的財産創造教育４

月 日 現代文明の諸問題

（プレゼンテーション編）

クラス発表会３
各学級担任

月 日 クラス発表会４

月 日
現代文明の諸問題

（ワークショップ編）
いかに生きるか１ 副校長（巡回）

月 日 建学の精神 「忠臣蔵の真実」 各学級担任

月 日
現代文明の諸問題

（ワークショップ編）
いかに生きるか２ 各学級担任

月 日 現代文明の諸問題

（プレゼンテーション編）

学年発表会１
１学年・研究部

月 日 学年発表会２

月 日

考えるための技術

（ディベート編）

ディベートスキル１ 各学級担任

月 日 模範ディベート２ １・２学年・研究部

月 日 ディベートスキル２ 研究部

月 日 ディベート１

各学級担任月 日 ディベート２

月 日 ディベート３

月 日 リフレクション レポート 各学級担任

２２．．公公共共科科学学論論（（ＢＢ２２））

［１］仮説

科学と公共（社会）を多様な視点から捉え直し、科学と公共が現代文明においてどのような意味や役割、問題点を持

つかを理解していく中で現代文明の進むべき方向を考える際のよりどころとなる思想を培うことで、生徒自身が科学お

よび公共と今後どのように関わっていくべきかを考える力を育てることができると考えた。

［２］内容

①テーマ 別表「年間実施内容」を参照

②対象 ２学年ＳＳＨクラス（４８名）

③担当教員 「年間実施内容」を参照

④実施日 全３０回（「年間実施内容」を参照）

⑤内容 「年間実施内容」を参照

［３］検証

次年度以降は「総合的な探究の時間」を利用して本講座を実施するため、ＳＳＨ企画会議での情報交換やウェブ上で

の教材共有を推進した。

別別表表 年年間間実実施施内内容容

回 実施日 ユニット 内容 授業担任

月 日 オリエンテーション スケジュール説明、アンケート 野口大輔（国語）

月 日

①科学と公共Ⅰ

環境と公共
今井貴志

（地理歴史、公民）
月 日 生命と公共

月 日 科学技術と公共

月 日

②科学と情報と公共

ユビキタスコンピューティング

橋本智孝（情報）月 日 ユニバーサルデザイン

月 日 情報通信技術

月 日

③科学と生命と公共

生殖医療

川島純一（保健体育）月 日 生命倫理

月 日 オリンピック・パラリンピックを取り巻く環境

月 日

④科学と創造と公共

スクール・シフト

野口大輔（国語）月 日 ロボット三原則

月 日 想像力で創造する

月 日

⑤科学と言語と公共

言語習得概論
田中亨

（外国語 英語 ）
月 日 外国語学習を考える

月 日 日本の英語教育はどうあるべきか

月 日

⑥科学と芸術と公共

錯視と科学と公共

鶴岡薫（芸術 美術 ）月 日 錯聴と科学と公共

月 日 錯覚の可能性

月 日

⑦科学と生活と公共

豊かな食生活とは１

古田奈穂（家庭）月 日 豊かな食生活とは２

月 日 ペットビジネス

月 日

⑧科学と数学と公共

数学と公共

中川真由美（数学）月 日 暗号論１

月 日 暗号論２

月 日

⑨科学と公共Ⅱ

応用植物科学

宮田和舞（理科）月 日 応用動物科学

月 日 バイオサイエンス

月 日 リフレクション リフレクションシート作成 全授業担任

月 日 プレリサーチ 班テーマ決定 全授業担任

３３．．公公共共科科学学演演習習（（ＢＢ３３））

［１］仮説

「公共科学論」（２年次）およびリサーチをもとに、プレゼンテーションおよびワークショップ、レポートを行うこ

とで、現代文明を多様な視点から捉え直し、科学と公共（社会）が現代文明においてどのような意味や役割、問題点を

持つかを理解していく中で現代文明の進むべき方向を考える際のよりどころとなる思想を培い、生徒自身が科学および

公共と今後どのように関わっていくべきかを考えることができるようになると考えた。

［２］内容

①テーマ 別表「年間実施内容」を参照

②対象 ３学年ＳＳＨクラス（４２名）

③担当教員 別表「テーマ一覧」を参照

④実施日 全３８回（「年間実施内容」を参照）

⑤連携先 「テーマ一覧」を参照

⑥内容 「年間実施内容」を参照

［３］検証

今年度からリサーチの手法として実験や観察を勧奨したところ、理科班・数学班だけでなく、文系科目や実技系科目

においてもさまざまな計測・計量を行うことができた。特にサーモグラフィーやパルスオキシメーターを利用した芸術

班の取り組みは普通クラスにおいても実施することのできる秀逸な内容であった。
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別別表表 年年間間実実施施内内容容

回 実施日 ユニット 内容 授業担任

月 日 オリエンテーション スケジュール説明 野口大輔（国語）

月 日

リサーチ

リサーチ１

各授業担任

月 日 リサーチ２

月 日 リサーチ３

月 日 リサーチ４

月 日 リサーチ５

月 日 プレゼンテーション原稿作成１

月 日 プレゼンテーション原稿作成２

月 日 プレゼンテーション原稿作成３

月 日 プレゼンテーション原稿作成４

月 日 プレゼンテーション原稿作成５

月 日 スライド作成１

月 日 スライド作成２

月 日 スライド作成３

月 日 スライド作成４

月 日 スライド作成５

月 日

プレゼンテーション

＆ワークショップ

プレゼンテーション１（３班）
川島純一（保健体育）

月 日 ワークショップ１（保健体育）

月 日 プレゼンテーション２（８班）
中川真由美（数学）

月 日 ワークショップ２（数学）

月 日 レポート レポート作成１ 各授業担任

月 日

プレゼンテーション

＆ワークショップ

プレゼンテーション３（９班）
宮田和舞（理科）

月 日 ワークショップ３（理科）

月 日 プレゼンテーション４（１班）
今井貴志（地理歴史、公民）

月 日 ワークショップ３（地理歴史、公民）

月 日 レポート レポート作成２ 各授業担任

月 日

プレゼンテーション

＆ワークショップ

エクストラワークショップ１（公共） 野口大輔（国語）
※さくらサイエンスプログラムとして実

施月 日 エクストラワークショップ２（科学）

月 日 プレゼンテーション５（２班）
橋本智孝（情報）

月 日 ワークショップ５（情報）

月 日 プレゼンテーション６（７班）
古田奈穂（家庭）

月 日 ワークショップ６（家庭）

月 日 プレゼンテーション７（６班）
鶴岡薫（芸術 美術 ）

月 日 ワークショップ７（芸術）

月 日 プレゼンテーション８（４班）
野口大輔（国語）

月 日 ワークショップ８（国語）

月 日 プレゼンテーション９（５班）
田中亨（外国語 英語 ）

月 日 ワークショップ９（外国語）

別別表表 テテーーママ一一覧覧

班 班テーマ 連携先

国語 恋愛マンガあるある

地理歴史、公民 ～人類の進化と発展～

数学 人体数学

理科 ＡＩ

保健体育 ユニフォームの秘密

芸術 色

外国語 アメリカ英語とイギリス英語の違い

家庭 超えなければならない生活の壁が今そこにある！ 長岡香料株式会社

情報 安全を考える情報活用 能美防災株式会社

３３－－ＣＣ 英英語語ププレレゼゼンンテテーーシショョンン力力・・国国際際性性

１１．．アアカカデデミミッッククププレレゼゼンンテテーーシショョンンⅠⅠ（（ＣＣ１１））

［１］仮説 
英語で書かれた科学的な教材を土台にプレゼンテーションを経験することで、内容と言語の両方のスキルを向上させ、

国際的な場で研究発表を英語で行うためのプレゼンテーション能力を身に付けさせることができると考えた。 
［２］内容・方法 
①テーマ 英語プレゼンテーション能力 
②対象 ２学年ＳＳＨクラス（４８名） 
③担当教員 Sacho Resul・Tammy Lee・Daniel Glassenbury・Chantelle Ragoonath・辻本麻紀・福島未来 
④実施日 全３１回 
⑤内容 

 
［３］検証 
英語でスクリプトやスライド、ポスターを作成し、グループで協働してプレゼンテーションを行う取組を続けた。C

また、英語プレゼンテーションの実践の中で、スキル（gesture, posture, eye contact）に加え、苦労しながらも効果的

なポスターの活用法を学び、プレゼンテーション能力を多角的に向上させることができた。プレゼンテーション前に、

同じ題材を選択したグループ同士で発表内容を共有する時間を用意し、相互評価によるAL( Active Learning、主体的、

対話的で深い学び )から生徒の大きな成長が見られた。多くの時間をかけて専門用語を英語で理解し、プレゼンテーシ

ョンの準備をしていたこともあり、生徒が発表を終えるころには発表する分野の英単語を暗記していた。そのことから、

生徒は英語を教科ではなく、科学的な教材を理解するためのツールとして考えて活動していることがわかった。 
 
 

Lessons Goals Subject Topics Presentation 
styles 

1~7 
1. Cultivating English 

presentation skills 
2. Introducing fundamental 

science vocabulary 
3. Clarifying important elements of  

Power Point and poster 
presentations 

4. Researching and finding 
effective information 

5. Improving collaboration skills 
6. Learning how to give feedback  

about presentations and interact 
with presenters (Q&A) 

Biology 

The Cell 
Single-Celled Organisms 
Multicellular Organisms 
Plants 
Invertebrates 
Vertebrates 

Oral Group 
Power Point 

8~15 Physics 

Forces 
Forces and Motions 
Waves 
Forms of Energy and the 
Environment 

Oral Group 
Posters 

16~23 Chemistry 

Atoms and Molecules 
Chemical Reactions 
Compounds and Mixtures 
States of Matter 

Oral Group 
Power Point 

24~31 

1. Understanding how to use 
graphs  

and tables effectively 
2. Creating and manipulating 

graphs using a tablet 
3. Understanding and researching 

an experiment 
4. Exploring the purpose of “critical  

thinking” 

Types of 
Data 
 
Biology 
Chemistry 
Physics 
Space 

Biology 1 : Wild vs Farmed 
Salmon 

Biology 2 : Soybeans Harvest 
Weight 

Space: Astronaut Weight 
Chemistry : Grapefruit Skins 
Physics : Airplane Wings 

Oral Group 
Posters 
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別別表表 年年間間実実施施内内容容

回 実施日 ユニット 内容 授業担任

月 日 オリエンテーション スケジュール説明 野口大輔（国語）

月 日

リサーチ

リサーチ１

各授業担任

月 日 リサーチ２

月 日 リサーチ３

月 日 リサーチ４

月 日 リサーチ５

月 日 プレゼンテーション原稿作成１

月 日 プレゼンテーション原稿作成２

月 日 プレゼンテーション原稿作成３

月 日 プレゼンテーション原稿作成４

月 日 プレゼンテーション原稿作成５

月 日 スライド作成１

月 日 スライド作成２

月 日 スライド作成３

月 日 スライド作成４

月 日 スライド作成５

月 日

プレゼンテーション

＆ワークショップ

プレゼンテーション１（３班）
川島純一（保健体育）

月 日 ワークショップ１（保健体育）

月 日 プレゼンテーション２（８班）
中川真由美（数学）

月 日 ワークショップ２（数学）

月 日 レポート レポート作成１ 各授業担任

月 日

プレゼンテーション

＆ワークショップ

プレゼンテーション３（９班）
宮田和舞（理科）

月 日 ワークショップ３（理科）

月 日 プレゼンテーション４（１班）
今井貴志（地理歴史、公民）

月 日 ワークショップ３（地理歴史、公民）

月 日 レポート レポート作成２ 各授業担任

月 日

プレゼンテーション

＆ワークショップ

エクストラワークショップ１（公共） 野口大輔（国語）
※さくらサイエンスプログラムとして実

施月 日 エクストラワークショップ２（科学）

月 日 プレゼンテーション５（２班）
橋本智孝（情報）

月 日 ワークショップ５（情報）

月 日 プレゼンテーション６（７班）
古田奈穂（家庭）

月 日 ワークショップ６（家庭）

月 日 プレゼンテーション７（６班）
鶴岡薫（芸術 美術 ）

月 日 ワークショップ７（芸術）

月 日 プレゼンテーション８（４班）
野口大輔（国語）

月 日 ワークショップ８（国語）

月 日 プレゼンテーション９（５班）
田中亨（外国語 英語 ）

月 日 ワークショップ９（外国語）

別別表表 テテーーママ一一覧覧

班 班テーマ 連携先

国語 恋愛マンガあるある

地理歴史、公民 ～人類の進化と発展～

数学 人体数学

理科 ＡＩ

保健体育 ユニフォームの秘密

芸術 色

外国語 アメリカ英語とイギリス英語の違い

家庭 超えなければならない生活の壁が今そこにある！ 長岡香料株式会社

情報 安全を考える情報活用 能美防災株式会社

３３－－ＣＣ 英英語語ププレレゼゼンンテテーーシショョンン力力・・国国際際性性

１１．．アアカカデデミミッッククププレレゼゼンンテテーーシショョンンⅠⅠ（（ＣＣ１１））

［１］仮説 
英語で書かれた科学的な教材を土台にプレゼンテーションを経験することで、内容と言語の両方のスキルを向上させ、

国際的な場で研究発表を英語で行うためのプレゼンテーション能力を身に付けさせることができると考えた。 
［２］内容・方法 
①テーマ 英語プレゼンテーション能力 
②対象 ２学年ＳＳＨクラス（４８名） 
③担当教員 Sacho Resul・Tammy Lee・Daniel Glassenbury・Chantelle Ragoonath・辻本麻紀・福島未来 
④実施日 全３１回 
⑤内容 

 
［３］検証 
英語でスクリプトやスライド、ポスターを作成し、グループで協働してプレゼンテーションを行う取組を続けた。C

また、英語プレゼンテーションの実践の中で、スキル（gesture, posture, eye contact）に加え、苦労しながらも効果的

なポスターの活用法を学び、プレゼンテーション能力を多角的に向上させることができた。プレゼンテーション前に、

同じ題材を選択したグループ同士で発表内容を共有する時間を用意し、相互評価によるAL( Active Learning、主体的、

対話的で深い学び )から生徒の大きな成長が見られた。多くの時間をかけて専門用語を英語で理解し、プレゼンテーシ

ョンの準備をしていたこともあり、生徒が発表を終えるころには発表する分野の英単語を暗記していた。そのことから、

生徒は英語を教科ではなく、科学的な教材を理解するためのツールとして考えて活動していることがわかった。 
 
 

Lessons Goals Subject Topics 
Presentation 

styles 

1~7 
1. Cultivating English 

presentation skills 
2. Introducing fundamental 

science vocabulary 
3. Clarifying important elements of  

Power Point and poster 
presentations 

4. Researching and finding 
effective information 

5. Improving collaboration skills 
6. Learning how to give feedback  

about presentations and interact 
with presenters (Q&A) 

Biology 

The Cell 
Single-Celled Organisms 
Multicellular Organisms 
Plants 
Invertebrates 
Vertebrates 

Oral Group 
Power Point 

8~15 Physics 

Forces 
Forces and Motions 
Waves 
Forms of Energy and the 
Environment 

Oral Group 
Posters 

16~23 Chemistry 

Atoms and Molecules 
Chemical Reactions 
Compounds and Mixtures 
States of Matter 

Oral Group 
Power Point 

24~31 

1. Understanding how to use 
graphs  

and tables effectively 
2. Creating and manipulating 

graphs using a tablet 
3. Understanding and researching 

an experiment 
4. Exploring the purpose of “critical  

thinking” 

Types of 
Data 
 
Biology 
Chemistry 
Physics 
Space 

Biology 1 : Wild vs Farmed 
Salmon 

Biology 2 : Soybeans Harvest 
Weight 

Space: Astronaut Weight 
Chemistry : Grapefruit Skins 
Physics : Airplane Wings 

Oral Group 
Posters 
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２２．．アアカカデデミミッッククププレレゼゼンンテテーーシショョンンⅡⅡ（（ＣＣ２２））

［１］仮説 
① 英語ディベート実践により、英語運用能力を向上させると同時に、Critical Thinking（CT）の実践力を身につける 
ことができる。 

② アカデミックプレゼンテーションⅠ（API）で学んだプレゼンテーションに関する知識やスキルを活かし、各生 
徒が課題研究に関するプレゼンテーションを英語で実践することによって、より実践的なプレゼンテーション力を身 
につけることができる。さらに、科学的内容に関する質疑応答を英語で行うことによって、実践的なコミュニケーシ 
ョン力や英語での即時的対応力を向上させることができる。 

［２］内容・方法 
①テーマ 実践的英語プレゼンテーション力・コミュニケーション力 
② 対 象 ３年生ＳＳＨクラス（42名） 
③ 担当者 Sacho Resul・Tammy Lee・Daniel Glassenbury・Chantelle Ragoonath・髙橋 昇・南舘由里香 
④内 容 英語ディベート、英語による課題実験プレゼンテーション 
［３］検証 
アカデミックプレゼンテーションⅠの流れを受けて、CLILを基盤としたプロジェクト学習にて授業を展開した。英

語ディベートでは、教員によるデモンストレーションを提示することで立論構造や反駁に対する準備を効率良く行わせ

ることができた。その中でCritical Thinking（CT）を実践し、その意識付けを行うことができた。成果報告会で全員

が英語で課題研究のポスター発表を行えるよう、原稿構成、ポスターやグラフ、表の作成方法などを指導した。指導に

当たって、プレゼンテーションにおけるジェスチャーやアイコンタクト等の基本的な動作の基本などに留意した。これ

によりプレゼンテーションに向けた準備および実践的なスキルを向上させることができた。授業内での発表では、毎回、

生徒同士での質疑応答が活発に行われ即時的対応が多く行われた。発表者はそれぞれの質問に対し、研究内容が質問者

に伝わるよう表現を工夫しながら回答することができた。 
 
３３．．研研修修旅旅行行ササイイエエンンススココーースス（（ＣＣ３３））

※新型コロナウイルス感染症蔓延のため、本来予定されていた海外研修旅行から国内（北海道）研修へ変更となった。 
［１］仮説 
北海道にある研究施設などを訪問し、生物学・環境学・地理学・社会学など様々な分野について専門的知識を身につ

けることができると考えた。また、地元住民との講和を通じて、北海道の歴史・文化を学ぶことができると考えた。事

前学習を行うことにより、現地で円滑に学習できると考えた。そして、事後学習を行うことにより、より理解を深めら

れると考えた。 
［２］内容・方法 
①対象 ３学年 ＳＳＨクラス（２１名），普通クラス（１８名） 
②担当教員 和氣吉秀、山田武範 
③実施日 事前学習(春休み) 旅行6/23，6/24，6/25，6/26，6/27，6/28（５泊６日） 

事後学習(夏休み) 
④内容  
＜事前学習＞ 
「北海道の自然環境」「北海道の生態系」「北海道の歴史」について文献で調べ、レポートにまとめた。 
＜旅行日程＞栞に各訪問先で学んだこと、疑問点、質問したことなどを記入させた。 
【知床自然研修】（１日目） 
・オホーツク流氷館：オホーツク海の流氷の発生の仕組み、海の生き物の展示の見学。 
・小清水原生花園：北海道固有の植物の生態系が残る原生花園の散策。 

【知床自然研修】（２日目） 
・知床世界遺産センター：知床の自然環境や動物などを展示した施設の見学。 
・知床一湖二湖散策：知床の自然や動物の生態系を間近で見られるエリアの散策。 

【羅臼自然研修】（３日目） 
・元島民の講話：元北方四島住民による領土問題に関する講話の聴講。  
・知床らうす深層水給水施設：地域産業の活性化や雇用創出の推進に寄与する深層水給水施設の見学。 
・羅臼ホエールウォッチング：知床半島近海の生物の船からの見学。 

【阿寒自然研修】（４日目） 

・羅臼国後展望塔：北方領土問題を解説した施設や国後島の眺望を見学。 
・標津サーモン科学館：鮭、鱒の生態系を展示する施設の見学。稚魚の放流体験。 
・阿寒湖遊覧船：天然記念物「まりも」が生育する湖およびそれを解説した施設の見学。 

【十勝自然研修】（５日目） 
・鹿追町バイオガスプラント：バイオマス資源を利用した発電等の施設の見学。 
・然別湖森の散策（ナイトウォッチング）：ネイチャーガイド同伴による森の散策（昼・夜）。 

【然別自然研修】（６日目） 
・然別湖カヌー体験：ネイチャーガイド同伴による然別湖でのカヌー体験。 

＜事後学習＞栞に記入した疑問点について調べ、レポートにまとめた。 
［３］検証 
事前に北海道について調べさせた。このことにより訪問だけよりも知識がさらに深まり、現地でも多く質問できてい

た。また、栞にワークシートをつくったことにより、どの訪問先でも積極的に活動ができ意欲的に学べた。事後学習で、

疑問点をさらに調べ発表したことにより、さらに理解を深めることができた。 
 
４４．．国国際際交交流流

［１］仮説

海外生徒と研究成果の発表を通して国際交流を行い、豊かな世界観や倫理観を養うことができると考えた。また同時

に、今後の交流方法を具体化することができると考えた。

［２］内容・方法

①テーマ 国際交流

②対象 全学年ＳＳＨクラス（ 名）

③連携先 ﾌﾟﾘﾝｾｽ･ﾁｭﾗﾎﾟｰﾝ･ｻｲｴﾝｽﾊｲｽｸｰﾙ･ﾄﾗﾝ校（ﾀｲ）、ﾊﾟﾔｵ大学附属高校（ﾀｲ）、ﾏﾊｰｻｰﾗｶｰﾑ大学附属校（ﾀｲ）、

立命館高校（日本）、さくらｻｲｴﾝｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ参加者（ﾌﾞｰﾀﾝ､ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ､ﾌｨﾘﾋﾟﾝ）

④内容

［３］検証（担当者所見）

昨年度とは異なり、交流方法において対面とオンラインの両方が可能となった。そのことにより交流内容を精査し、

どちらの手法がより適しているかを考えるようになった。対面にて実施された交流では、 の技法を意識して数学

連携先 実施日 内 容 

ﾁｭﾗﾎﾟｰﾝ 
ﾄﾗﾝ校 

7/6 
～1/11 

共同研究 
（ZOOMを利用） 

･ Degradation of Polylactic Acid in the Ocean 
･ The relationship between water depth and speed of water waves 
･ Protecting sandy coastlines using wave-dissipating blocks 
･ How sounds change in the rooms 
･ Changes in amount of components in fish meat over time 
･ Which is more effective studying at night or in the morning ? 
･ Programming a Stair Robot 
･ Calculating the Decimal Point of π in More Detail 

1/12 共同研究発表会 
（ZOOMを利用） 

パヤオ大学附

属高校 
10/29 2022年度SSH 

成果報告会発表 

･ Designing an Autonomous Stair Climbing Robot 
･ Protecting Sandy Coastlines Using Wave-dissipating Blocks 
上記本校からの口頭発表のほか、パヤオ大学附属高校を含む他校から口頭発表 5 件、ポスター

発表合計96件が行われた。 
ﾁｭﾗﾎﾟｰﾝ 
ﾊｲｽｸｰﾙｽ  ゙

12/21 
～12/23 

TJ-SIF2022 
(ZOOMを利用) ・Programming an Autonomous Stair Climbing Robot 

立命館高校 

6/13 
～2/15 

国際共同研究 
プログラム 

本校・ﾌﾟﾘﾝｾｽ･ﾁｭﾗﾎﾟｰﾝ･ｻｲｴﾝｽﾊｲｽｸｰﾙ･ﾄﾗﾝ校（ﾀｲ） 
･ The difference between the growth of bamboo and soil type 

11/1 
～11/5 

JSSF ･ Preventing Color Fading 
･ The Effect of Vitamin C on Killifish Health 

1/28 ICRF 
（ZOOMを利用） 

本校・ﾌﾟﾘﾝｾｽ･ﾁｭﾗﾎﾟｰﾝ･ｻｲｴﾝｽﾊｲｽｸｰﾙ･ﾄﾗﾝ校（ﾀｲ） 
･ The difference between the growth of bamboo and soil type 

さくらｻｲｴﾝｽﾌ゚ ﾛｸ ﾗ゙

ﾑ参加者 
10/20 さくらサイエンスプ

ログラム 数学「整数の和とその公式」、物理「円柱・角柱の強度」､公共科学演習「画像認識テストを通

して科学の価値を考える（10/20のみ）」の授業を通して交流。 ﾏﾊｰｻｰﾗｶｰﾑ

大学附属校 
2/22 本校を訪問 
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２２．．アアカカデデミミッッククププレレゼゼンンテテーーシショョンンⅡⅡ（（ＣＣ２２））

［１］仮説 
① 英語ディベート実践により、英語運用能力を向上させると同時に、Critical Thinking（CT）の実践力を身につける 
ことができる。 

② アカデミックプレゼンテーションⅠ（API）で学んだプレゼンテーションに関する知識やスキルを活かし、各生 
徒が課題研究に関するプレゼンテーションを英語で実践することによって、より実践的なプレゼンテーション力を身 
につけることができる。さらに、科学的内容に関する質疑応答を英語で行うことによって、実践的なコミュニケーシ 
ョン力や英語での即時的対応力を向上させることができる。 

［２］内容・方法 
①テーマ 実践的英語プレゼンテーション力・コミュニケーション力 
② 対 象 ３年生ＳＳＨクラス（42名） 
③ 担当者 Sacho Resul・Tammy Lee・Daniel Glassenbury・Chantelle Ragoonath・髙橋 昇・南舘由里香 
④内 容 英語ディベート、英語による課題実験プレゼンテーション 
［３］検証 
アカデミックプレゼンテーションⅠの流れを受けて、CLILを基盤としたプロジェクト学習にて授業を展開した。英

語ディベートでは、教員によるデモンストレーションを提示することで立論構造や反駁に対する準備を効率良く行わせ

ることができた。その中でCritical Thinking（CT）を実践し、その意識付けを行うことができた。成果報告会で全員

が英語で課題研究のポスター発表を行えるよう、原稿構成、ポスターやグラフ、表の作成方法などを指導した。指導に

当たって、プレゼンテーションにおけるジェスチャーやアイコンタクト等の基本的な動作の基本などに留意した。これ

によりプレゼンテーションに向けた準備および実践的なスキルを向上させることができた。授業内での発表では、毎回、

生徒同士での質疑応答が活発に行われ即時的対応が多く行われた。発表者はそれぞれの質問に対し、研究内容が質問者

に伝わるよう表現を工夫しながら回答することができた。 
 
３３．．研研修修旅旅行行ササイイエエンンススココーースス（（ＣＣ３３））

※新型コロナウイルス感染症蔓延のため、本来予定されていた海外研修旅行から国内（北海道）研修へ変更となった。 
［１］仮説 
北海道にある研究施設などを訪問し、生物学・環境学・地理学・社会学など様々な分野について専門的知識を身につ

けることができると考えた。また、地元住民との講和を通じて、北海道の歴史・文化を学ぶことができると考えた。事

前学習を行うことにより、現地で円滑に学習できると考えた。そして、事後学習を行うことにより、より理解を深めら

れると考えた。 
［２］内容・方法 
①対象 ３学年 ＳＳＨクラス（２１名），普通クラス（１８名） 
②担当教員 和氣吉秀、山田武範 
③実施日 事前学習(春休み) 旅行6/23，6/24，6/25，6/26，6/27，6/28（５泊６日） 

事後学習(夏休み) 
④内容  
＜事前学習＞ 
「北海道の自然環境」「北海道の生態系」「北海道の歴史」について文献で調べ、レポートにまとめた。 
＜旅行日程＞栞に各訪問先で学んだこと、疑問点、質問したことなどを記入させた。 
【知床自然研修】（１日目） 
・オホーツク流氷館：オホーツク海の流氷の発生の仕組み、海の生き物の展示の見学。 
・小清水原生花園：北海道固有の植物の生態系が残る原生花園の散策。 

【知床自然研修】（２日目） 
・知床世界遺産センター：知床の自然環境や動物などを展示した施設の見学。 
・知床一湖二湖散策：知床の自然や動物の生態系を間近で見られるエリアの散策。 

【羅臼自然研修】（３日目） 
・元島民の講話：元北方四島住民による領土問題に関する講話の聴講。  
・知床らうす深層水給水施設：地域産業の活性化や雇用創出の推進に寄与する深層水給水施設の見学。 
・羅臼ホエールウォッチング：知床半島近海の生物の船からの見学。 

【阿寒自然研修】（４日目） 

・羅臼国後展望塔：北方領土問題を解説した施設や国後島の眺望を見学。 
・標津サーモン科学館：鮭、鱒の生態系を展示する施設の見学。稚魚の放流体験。 
・阿寒湖遊覧船：天然記念物「まりも」が生育する湖およびそれを解説した施設の見学。 

【十勝自然研修】（５日目） 
・鹿追町バイオガスプラント：バイオマス資源を利用した発電等の施設の見学。 
・然別湖森の散策（ナイトウォッチング）：ネイチャーガイド同伴による森の散策（昼・夜）。 

【然別自然研修】（６日目） 
・然別湖カヌー体験：ネイチャーガイド同伴による然別湖でのカヌー体験。 

＜事後学習＞栞に記入した疑問点について調べ、レポートにまとめた。 
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事前に北海道について調べさせた。このことにより訪問だけよりも知識がさらに深まり、現地でも多く質問できてい

た。また、栞にワークシートをつくったことにより、どの訪問先でも積極的に活動ができ意欲的に学べた。事後学習で、
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４４．．国国際際交交流流

［１］仮説

海外生徒と研究成果の発表を通して国際交流を行い、豊かな世界観や倫理観を養うことができると考えた。また同時
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［２］内容・方法

①テーマ 国際交流

②対象 全学年ＳＳＨクラス（ 名）

③連携先 ﾌﾟﾘﾝｾｽ･ﾁｭﾗﾎﾟｰﾝ･ｻｲｴﾝｽﾊｲｽｸｰﾙ･ﾄﾗﾝ校（ﾀｲ）、ﾊﾟﾔｵ大学附属高校（ﾀｲ）、ﾏﾊｰｻｰﾗｶｰﾑ大学附属校（ﾀｲ）、

立命館高校（日本）、さくらｻｲｴﾝｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ参加者（ﾌﾞｰﾀﾝ､ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ､ﾌｨﾘﾋﾟﾝ）

④内容

［３］検証（担当者所見）

昨年度とは異なり、交流方法において対面とオンラインの両方が可能となった。そのことにより交流内容を精査し、

どちらの手法がより適しているかを考えるようになった。対面にて実施された交流では、 の技法を意識して数学

連携先 実施日 内 容 

ﾁｭﾗﾎﾟｰﾝ 
ﾄﾗﾝ校 

7/6 
～1/11 

共同研究 
（ZOOMを利用） 

･ Degradation of Polylactic Acid in the Ocean 
･ The relationship between water depth and speed of water waves 
･ Protecting sandy coastlines using wave-dissipating blocks 
･ How sounds change in the rooms 
･ Changes in amount of components in fish meat over time 
･ Which is more effective studying at night or in the morning ? 
･ Programming a Stair Robot 
･ Calculating the Decimal Point of π in More Detail 

1/12 共同研究発表会 
（ZOOMを利用） 

パヤオ大学附

属高校 
10/29 2022年度SSH 

成果報告会発表 

･ Designing an Autonomous Stair Climbing Robot 
･ Protecting Sandy Coastlines Using Wave-dissipating Blocks 
上記本校からの口頭発表のほか、パヤオ大学附属高校を含む他校から口頭発表 5 件、ポスター

発表合計96件が行われた。 
ﾁｭﾗﾎﾟｰﾝ 
ﾊｲｽｸｰﾙｽ  ゙

12/21 
～12/23 

TJ-SIF2022 
(ZOOMを利用) ・Programming an Autonomous Stair Climbing Robot 

立命館高校 

6/13 
～2/15 

国際共同研究 
プログラム 

本校・ﾌﾟﾘﾝｾｽ･ﾁｭﾗﾎﾟｰﾝ･ｻｲｴﾝｽﾊｲｽｸｰﾙ･ﾄﾗﾝ校（ﾀｲ） 
･ The difference between the growth of bamboo and soil type 

11/1 
～11/5 

JSSF ･ Preventing Color Fading 
･ The Effect of Vitamin C on Killifish Health 

1/28 ICRF 
（ZOOMを利用） 

本校・ﾌﾟﾘﾝｾｽ･ﾁｭﾗﾎﾟｰﾝ･ｻｲｴﾝｽﾊｲｽｸｰﾙ･ﾄﾗﾝ校（ﾀｲ） 
･ The difference between the growth of bamboo and soil type 

さくらｻｲｴﾝｽﾌ゚ ﾛｸ ﾗ゙

ﾑ参加者 
10/20 さくらサイエンスプ

ログラム 数学「整数の和とその公式」、物理「円柱・角柱の強度」､公共科学演習「画像認識テストを通

して科学の価値を考える（10/20のみ）」の授業を通して交流。 ﾏﾊｰｻｰﾗｶｰﾑ

大学附属校 
2/22 本校を訪問 
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や物理、公共科学演習の授業を実践する場面が見られた。理数の英語を駆使しながら交流に励む生徒の姿からは、後に

控えている国際共同研究での活躍に大きく期待が持てた。また、オンラインでの交流にも変化が見られた。本校主催の

研究発表会において、これまでは同研究であっても各校でそれぞれ研究内容をまとめ発表に臨んでいたが、今年度は各

校の情報をすべてまとめて１本の研究発表として行わせることに成功した。今後、対面とオンラインそれぞれの交流方

法を、さらに模索したい。

３３－－ＤＤ 科科学学普普及及活活動動

１１．．フファァミミリリーー・・ススーーパパーーササイイエエンンスス教教室室（（ＤＤ１１））

［１］仮説 
周辺地域の小学校の生徒を対象に、ＳＳＨ生徒委員会が「科学教室」を開催する。本校生徒が小学生に教えることに

よって、生徒自らも学ぶことができ、理科学習に対する意欲の高揚につながると考えた。また、地域や教育機関、学会

との連携により、新たな交流手法の開発につながることも期待できると考えた。  
［２］内容・方法 
実施日：1/15 9:30～12:00 
担当者：本校教職員１９名、本校生徒ＳＳＨ委員４４名 
参加者合計（児童･保護者合計）：３９組 
内容：①ＳＳＨ生徒による特設講座「ひとりでに進む不思議なボートを作ろう～表面張力の不思議～」 

・時間：9:15～12:00 ・場所：本校物理実験室 ・生徒：８名  
②ＳＳＨ生徒による体験実験（協力：東海大学情報通信学部） 
・時間：9:15～12:30 ・場所：本校第一会議室、物理実験室、化学実験室、生物実験室、美術室  
・担当者：生徒３６名 
・内容：生徒は講師役として参加者を迎えた。参加者は各ブースを廻り、体験実験を行った。 

（ブラックライト、スライム、人工イクラ、液体窒素、ペットボトル顕微鏡、ドライアイス、 
ホバークラフト、紙飛行機、数学パズル、リープモーション（情報通信学部）） 

［３］検証 
③担当者所見 
実験テーマや手法を生徒主体で決めて運用することで、活動に責任をもたせることができ、生徒自らが自分の担当実

験をどのように教え、楽しんでもらうかを考え取り組めていた。講座を担当した生徒の感想アンケートからは、活動の

充実感・達成感について記したものが多く見られ、有意義な科学普及活動となったことがうかがえる。また、小学生へ

科学現象を説明することの難しさについての感想を記した生徒も多かった。小学生へ伝わりやすい言葉で説明するため

には、「自分自身がその現象について深く理解する必要がある」ことを実感させることができた。来場者アンケートか

らは、本校生徒の気遣いや説明の分かりやすさに感心していただけたことが読み取れた。また、楽しく学べたという意

見も多く、理科の面白さを子供たちに十分伝えることができたと思われる。 
 
２２．．ササイイエエンンススココミミュュニニケケ――タターー活活動動（（ＤＤ２２））

［１］仮説 
小学校の児童と中学校の生徒を対象に、３年間ＳＳＨ活動で様々な経験をした生徒が「出前授業」を行うことにより、

小学生と中学生に「自然科学のおもしろさ」を伝えることができると考えた。さらに、発表した高校生たちも、いかに

相手に合わせて自然科学を伝えるかを工夫し実践することができるようになると考えた。 
［２］内容・方法 
①対象 ３学年 ＳＳＨクラス（４１名） 本校中等部１年（８４名） 
②担当教員 眞﨑拓帆、宮田和舞、堀将貴、鎌田雄太郎、山極由美子 
③準備日   12/6～1/29までの期間 
④実施日   港区立高輪台小学校6年生対象：1月24日、本校中等部1年生対象：1月28日 
⑤内容  
３年ＳＳＨクラスを６班に分け、各班でテーマを決めさせた。文献等を用いて実験方法や原理を調べた。小学生や中

学生が理解し、楽しめるよう実験や発表方法を工夫した。予備実験や発表のリハーサルを何度も行った。 
（テーマ：「表面張力」「物質の分離」「pH」「状態変化」「炎の性質」「電流」） 

［３］検証 
②担当者所見 

聞き手の年齢と知識量を踏まえ、発表スライドや言葉の使い方を工夫することができた。また、わかりやすく説明す

るだけでなく、必ず「体験」を取り入れることを指示し、各グループが工夫を凝らした授業を行うことができた。参加

した小学生・中学生たちは、積極的に高校生が行う授業に参加しており、身のまわりの科学現象に興味をもたせること

ができたと思われる。終了後は参加した児童や生徒たちのアンケートや、当日の演示の映像等をみて振り返りを行い、

自分たちの取組を評価させた。それらをまとめ、次年度以降のサイエンスコミュニケーター活動に取り組む下級生への

参考資料を残すことができた。 
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第第４４章章 実実施施のの効効果果ととそそのの評評価価

ＡＡ 問問題題発発見見力力、、問問題題解解決決力力  
１．ＳＳＨクラス３年間のアンケート結果の推移からの検証 

2020年度入学のＳＳＨクラスにおいて、「ＳＳＨ活動事前・事後アンケート」を３年間続け実施した。同一クラスに

おけるアンケート回答の３年間の推移から、ＳＳＨ活動における問題発見力、問題解決力の育成の効果について、以下

検証する。 
以下、「疑問に思ったことを解決に結べるような行動をとったか」「友人や教員と考えを深め合う議論をするようにな

ったか」「PDCAサイクルに沿って取り組めたか」「内容を議論し結論まで到達することができたか」の項目のグラフを

示す。2020年入学生は例年に比べ1年生のときから「４当てはまる」「３やや当てはまる」と回答する生徒の割合が高

い。そのため、例年は学年が上がるにつれてこの２つの割合が増加する傾向があったが、この学年は3年間で数値がそ

れほど変化せず、高い割合のまま継続した形になった。「解決に結べるように行動する」「友人や教員と考えを深め合う

議論をする」の項目では、2年時の「４当てはまる」が最も高いが、３年生になるとその数値が下がっている。担当教

員の目から見ると、３年の課題研究には熱心に取り組んでいた生徒が多かったため、この評価は意外であった。自己評

価を厳しくつけた生徒が多かったのではないかと考えられる。一方で「３やや当てはまる」と答えた生徒が多く、数値

と合わせると高い割合を保っており、問題解決に向けた行動は多くの生徒が取れていたと思われる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．普通クラス探究活動の改善効果の検証（2020年度・2021年度・2022年度3年生のアンケート比較） 

2020 年度・2021 年度・2022 年度の探究活動を実施した高校３年生に対して、講座終了後にアンケートを実施、比

較した。探究活動の取組に関して、昨年度との大きな変更点は次の通りである。 
・９教科の中から生徒に選ばせ、選んだ教科の中で生徒たちがテーマを設定した。 
・１班あたりの人数は４人を基本とした。 

 

疑疑問問にに思思っったたここととをを解解決決にに結結べべるるよようう行行動動ししたたかか 友友人人やや教教員員とと考考ええをを深深めめ合合うう議議論論ををすするるよよううににななっったたかか

ＰＰＤＤＣＣＡＡササイイククルルにに沿沿っってて取取りり組組めめたたかか 内内容容をを議議論論しし結結論論ままでで到到達達すするるここととががででききたたかか

以下にアンケートの結果を示す。 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
今年度の３年生も、２年生のときに活動半に分かれる前に、３つのプレ探究講座（各３時間）をクラスごとに行った。

３つの講座はそれぞれ「協働」「知識・技能の獲得」「データの活用」をテーマとした。それぞれの講座では、さらに知

識を得るための「習得」、得られた知識を使う「活用」、学んだことをより深める「探究」の３つの学習活動を取り入れ

たものとした。昨年度の３年生と異なる点は、テーマを生徒たちに決めさせたことである。過去に探究活動の指導を経

験している教員が増え、必要があれば助言をしたことで、生徒たち自身で身近なテーマを設定できるようになった。

2020年度から２年次にプレ探究をおこなうようになり、この３年間は「当てはまる」「やや当てはまる」と回答してい

る生徒の割合が、安定して高い水準を保っている。 
探究活動の運営における課題は、教員１人当たりが担当する班数の調整が難しいことがあげられる。また、グループ

活動での最適な人数はこれまでの取り組みを改めて検証し、次年度にいかしていく必要があると考える。 
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第第４４章章 実実施施のの効効果果ととそそのの評評価価
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ＢＢ 倫倫理理観観おおよよびび判判断断力力

［１］仮説 
①「高校現代文明論」（Ｂ１）に続き、「公共科学論」（Ｂ２）および「公共科学演習」（Ｂ３）を学年の進行に従って履

修するという体系的なカリキュラムを実施することで、科学（現代文明を形成する自然科学分野のレガシー）と公共（現

代文明を形成する人文・社会科学分野のレガシー）の進むべき方向を考える際のよりどころとなる倫理観を培うことが

できると考えた。 
②「高校現代文明論」では現代文明の諸問題についてＰＢＬ形式で考察することで、また、「公共科学論」および「公共

科学演習」では科学と公共の進展がもたらした功罪を幅広い視点から探究することで、科学と公共の発達を正当に評価

することのできる判断力を培うことができると考えた。 
 
［２］実施の効果 
「公共科学演習」講座後アンケート（ 年 月 日、 年 月 日、 年 月 日、 年 月 日

実施）の回答におけるこの４年間の推移をみると、科学がもたらした最大のデメリットとして「戦争の拡大」を挙げて

いる生徒の割合と、その責任について「人類一人ひとり」が負うべきだと考えている生徒の割合がそれぞれ上昇してい

る。これは、講座が武力衝突に対する自己責任の涵養に寄与する程度が年々大きくなっているものと考えられる。

アンケート結果１「科学／公共が現在までにもたらした最大のデメリットは？」

 
アンケート結果２「現代文明（科学と公共）がもたらしたメリットの功績／デメリットの責任は？」

 
 
［３］今後の課題 
昨年度の反省点を踏まえ、各教科教員によるワークショップの内容を以下のように調整した。 

ワークショップの手法 採用教科数（内訳） 
レクチャー（講義） １（地理歴史、公民） 
グループディスカッション（議論） １（情報） 
プラクティス（実習） ７（国語・数学・理科・保健体育・芸術・家庭・外国語） 
ティーチングアザーズ（他者への説明） ０ 
これは、いわゆるラーニング・ピラミッド（米国立訓練研究所）における「学習定着度の高い活動」を多く採用する

ことで講座の教育的効果を高めようとしたものである。消極的・受動的な学習であるレクチャーを希望する生徒は減り、

科学
科学
科学
科学
公共
公共
公共
公共

戦争の拡大 自然環境の破壊 生命の軽視 貧富の格差などの拡大 人間性の喪失 その他

メリット
メリット
メリット
メリット

デメリット
デメリット
デメリット
デメリット

研究機関（科学者） 企業（技術者） 政府（政治家） 人類一人ひとり

積極的・能動的な学修であるプラクティスに興味を抱いた生徒が増えていることは、この試みが現代文明（科学と公共）

に対する生徒の知的好奇心の喚起に成功していると言えるであろう。しかし、最も高次の学びであるとされているティ

ーチングアザーズを実施することはできなかったため、後進を育てるという意識を生徒に持たせることはできなかった。

講座の内容を発表する機会の創出など、ワークショップ以外での実施も含めて今後の導入を検討していきたい。 

アンケート結果３「現代文明（科学と公共）に関する学びが最も深まるワークショップは？」
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ＣＣ 英英語語ププレレゼゼンンテテーーシショョンン力力・・国国際際性性 
［１］仮説 

SSH 第Ⅲ期においては、３年間で段階的に英語プレゼンテーション能力を向上させるための教育プログラムと教材

を開発し、課題研究に携わった全員が英語で研究ポスターの作成と説明ができるまでに至った。第Ⅳ期では、研究活動

を国際交流活動と連携させ、お互いの国における諸問題について共に調査し、発表やディスカッションを通して海外校

の生徒と本校生徒が協力して取り組むプログラムを考え、定常的な連携関係を構築していくことで、より深い交流を図

ることができると考えた。 
 
［２］実施の効果 

2020年度入学生への３年間の追跡調査において、「海外生徒との交流」に関する質問（図１）に対し、肯定的な回答

は 19.0％→37.2％→71.0％と飛躍的な伸びを見せている。海外生徒との直接的な交流を完全遮断されてしまった 2020
年度から、「オンライン交流」、そして「オンライン＋対面交流」という交流方法の開拓をこの３年間で行ってきた。そ

の変化に伴って、生徒たちは積極性を増し、交流に対して前向きに取り組むことができるようになっていったことが、

図１からは明らかである。「英語での発表能力」に関する質問（図２）において肯定的な回答は、78.6%→80%→81.5%
と緩やかな上昇を見せ、「質疑応答する能力」に関する質問（図３）においても、59.6% →62.9%→68.4%と同様の傾向

を見せている。どちらの質問に対しても入学当時から肯定的な回答が例年よりかなり多いことから、学習意欲の高い集

団であったことがうかがえる。この２つの質問に関しては「当てはまらない」の回答に着目したい。図２では 7.1%→

14.3%→7.9%、図３では11.9%→22.9%→7.9%と変化しており、どちらも共通して2021年度2年次にて増加している。

入学当初の生徒は海外生徒との交流を持てなかったために実戦的な経験に乏しく、そのおかげで英語能力や質疑応答能

力の向上に関して過信していたが、翌年から開始されたオンライン交流で困難に出会い、力不足を実感したのだろう。

それが上記数値の変化に現れたと考えられる。しかし、そのような生徒たちも2022年3年次には数を減らしているこ

とから、最終的に各自が力をつけ自信も付けることができたと考えている。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［３］今後の課題  
社会情勢から海外校との定常的な連携関係が乱されてしまった影響は大きい。しかし一方で、その恩恵も大きく、オ

ンライン交流と対面交流を目的別に活用できるようになった。新たな交流方法の開発は止まらず、日々進化を続けてい

る。例えばTJ-SIF2022参加時に見られた、ハイブリッド形式の交流やオンラインプラットフォームを活用したポスタ

ープレゼンなどがあげられる。今では、国際交流は ICT の活用無しには行うことはできなくなっている。今後は海外

生徒との協働プログラムを、ICTを駆使して如何に効率よく行わせることができるかが大きな課題となる。これまで以

上に深い交流を求めるためにも、ICTに関するさらなる知識を指導者・生徒がともに身につけなければならないと考え

ている。 

図１．「海外の生徒との交流を積極的にできたか」に対する回答 図２．「英語を使って発表する能力がついたか」に対する回答 図３．「英語を使って質疑応答する能力がついたか」に対する回答 

ＤＤ 科科学学普普及及活活動動 
小学校、中学校の生徒を対象に、「科学教室」を開催することで、地域や教育機関との連携が深まり、小中学生に「理

科のおもしろさ」を伝えることができると考えた。また、本校生徒が教えることを通して、生徒自らも理科についてよ 
り深く学び、理科学習に対する意欲の高揚につながると考えた。  
地域の小学生・保護者を対象としたファミリー・スーパーサイエンス教室の参加者アンケートでは、ほぼ全員の方か

ら「理科がおもしろいと思った」という回答が得られた。 
以下のグラフは、2020年度～2022年度にファミリー・スーパーサイエンス教室で講師役として参加した高校生の事

後アンケートの結果である。「実験や説明がうまくできか」という設問に対し、70％以上の生徒が「できた」「非常によ

くできた」と回答した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
参加した小学生のアンケートからは、ほぼ全員から「高校生の説明がわかりやすかった」という回答が得られている。

上記のグラフでは「説明がうまくできなかった」と答えた生徒も数名見られるが、参加した小学生はそのようにはとら

えていないことがわかる。到達目標の高さゆえの、低評価の回答であったと考えられる。 
また多くの生徒が、「わかりやすい説明をするためには、自分自身もそのことについてしっかり学ばなければならな

い」ことに気づいていた。これらの取組は科学の面白さを普及させるだけでなく、教える側の高校生にとっても学習意

欲を向上させる取組になっているといえる。1年次にファミリー・スーパーサイエンス教室を担当した生徒は、ほとん

ど2年次・3年次も継続して参加し、毎年小学生を相手に体験実験を実施している。説明の仕方も学年が上がるにつれ

てうまくなる傾向があり、先輩から後輩へ説明の仕方を教える様子も多々みられた。 
サイエンスコミュニケーター活動では、高校生が小学生や中学生に対し理科の授業を実施した。事後の感想アンケー

トからは、「理科が苦手だったが、発表を聞いて好きになった」という意見が多く見られた。活動を通して、参加した

小中学生に対して理科への興味関心を持たせることができたと考える。わかりやすく伝えるために、体験実験を多く取

り入れたり、演示実験やアニメーション、自作の実験道具などの視覚的ツールを多用したりなど、高校生たちは様々な

工夫を凝らしていた。これらの取組が、子供たちの理解を助けるのに効果的であったと考えられる。 

全くできなかった
できなかった

どちらかというとできなかった
どちらかというとできた

できた
非常にできた

図「うまく実験や説明をすることができたか」に対する生徒回答
（ 年度～ 年度参加生徒 計 名）
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［２］実施の効果 

2020年度入学生への３年間の追跡調査において、「海外生徒との交流」に関する質問（図１）に対し、肯定的な回答

は 19.0％→37.2％→71.0％と飛躍的な伸びを見せている。海外生徒との直接的な交流を完全遮断されてしまった 2020
年度から、「オンライン交流」、そして「オンライン＋対面交流」という交流方法の開拓をこの３年間で行ってきた。そ

の変化に伴って、生徒たちは積極性を増し、交流に対して前向きに取り組むことができるようになっていったことが、

図１からは明らかである。「英語での発表能力」に関する質問（図２）において肯定的な回答は、78.6%→80%→81.5%
と緩やかな上昇を見せ、「質疑応答する能力」に関する質問（図３）においても、59.6% →62.9%→68.4%と同様の傾向

を見せている。どちらの質問に対しても入学当時から肯定的な回答が例年よりかなり多いことから、学習意欲の高い集

団であったことがうかがえる。この２つの質問に関しては「当てはまらない」の回答に着目したい。図２では 7.1%→

14.3%→7.9%、図３では11.9%→22.9%→7.9%と変化しており、どちらも共通して2021年度2年次にて増加している。

入学当初の生徒は海外生徒との交流を持てなかったために実戦的な経験に乏しく、そのおかげで英語能力や質疑応答能
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［３］今後の課題  
社会情勢から海外校との定常的な連携関係が乱されてしまった影響は大きい。しかし一方で、その恩恵も大きく、オ

ンライン交流と対面交流を目的別に活用できるようになった。新たな交流方法の開発は止まらず、日々進化を続けてい

る。例えばTJ-SIF2022参加時に見られた、ハイブリッド形式の交流やオンラインプラットフォームを活用したポスタ

ープレゼンなどがあげられる。今では、国際交流は ICT の活用無しには行うことはできなくなっている。今後は海外

生徒との協働プログラムを、ICTを駆使して如何に効率よく行わせることができるかが大きな課題となる。これまで以

上に深い交流を求めるためにも、ICTに関するさらなる知識を指導者・生徒がともに身につけなければならないと考え

ている。 

図１．「海外の生徒との交流を積極的にできたか」に対する回答 図２．「英語を使って発表する能力がついたか」に対する回答 図３．「英語を使って質疑応答する能力がついたか」に対する回答 

ＤＤ 科科学学普普及及活活動動 
小学校、中学校の生徒を対象に、「科学教室」を開催することで、地域や教育機関との連携が深まり、小中学生に「理

科のおもしろさ」を伝えることができると考えた。また、本校生徒が教えることを通して、生徒自らも理科についてよ 
り深く学び、理科学習に対する意欲の高揚につながると考えた。  
地域の小学生・保護者を対象としたファミリー・スーパーサイエンス教室の参加者アンケートでは、ほぼ全員の方か

ら「理科がおもしろいと思った」という回答が得られた。 
以下のグラフは、2020年度～2022年度にファミリー・スーパーサイエンス教室で講師役として参加した高校生の事

後アンケートの結果である。「実験や説明がうまくできか」という設問に対し、70％以上の生徒が「できた」「非常によ

くできた」と回答した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
参加した小学生のアンケートからは、ほぼ全員から「高校生の説明がわかりやすかった」という回答が得られている。

上記のグラフでは「説明がうまくできなかった」と答えた生徒も数名見られるが、参加した小学生はそのようにはとら

えていないことがわかる。到達目標の高さゆえの、低評価の回答であったと考えられる。 
また多くの生徒が、「わかりやすい説明をするためには、自分自身もそのことについてしっかり学ばなければならな

い」ことに気づいていた。これらの取組は科学の面白さを普及させるだけでなく、教える側の高校生にとっても学習意

欲を向上させる取組になっているといえる。1年次にファミリー・スーパーサイエンス教室を担当した生徒は、ほとん

ど2年次・3年次も継続して参加し、毎年小学生を相手に体験実験を実施している。説明の仕方も学年が上がるにつれ

てうまくなる傾向があり、先輩から後輩へ説明の仕方を教える様子も多々みられた。 
サイエンスコミュニケーター活動では、高校生が小学生や中学生に対し理科の授業を実施した。事後の感想アンケー

トからは、「理科が苦手だったが、発表を聞いて好きになった」という意見が多く見られた。活動を通して、参加した

小中学生に対して理科への興味関心を持たせることができたと考える。わかりやすく伝えるために、体験実験を多く取

り入れたり、演示実験やアニメーション、自作の実験道具などの視覚的ツールを多用したりなど、高校生たちは様々な

工夫を凝らしていた。これらの取組が、子供たちの理解を助けるのに効果的であったと考えられる。 

全くできなかった
できなかった

どちらかというとできなかった
どちらかというとできた

できた
非常にできた

図「うまく実験や説明をすることができたか」に対する生徒回答
（ 年度～ 年度参加生徒 計 名）
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第第５５章章 校校内内ににおおけけるるＳＳＳＳＨＨのの

組組織織的的推推進進体体制制
１１．．研研究究組組織織図図

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２２．．学学校校全全体体にによよるる組組織織的的なな取取りり組組みみににつついいてて

各ＳＳＨプログラムは、理科・数学だけでなく全教科の教員が関わって実施している。理科・数学教員は主に課題研

究の指導にあたり、国語科の教員は「国語表現演習」を通して科学的文章を書くための指導、英語教員はプレゼンテー

ションや発表用の英語原稿指導、その他の教科の教員は公共科学論の講義やグループワーク指導、企業訪問の引率等に

携わるなど、役割を分担して組織的に活動している。２０１８年度からは普通クラス対象のＳＳＨ科目「探究活動」が

始まり、学年に所属する教員全員がこの講座に関わっている。普通クラス対象のＳＳＨ科目を設定することにより、こ

れまで以上に多くの教員がＳＳＨプログラムに関わることとなった。 
ＳＳＨ活動に関する教科間連携や教員全体での情報共有のために、ＳＳＨ推進委員会を毎週１時間、定期的に開いて

いる。管理職及び全教科から約４０名の教員が参加し、ＳＳＨプログラムの進行状況や問題点等の情報共有、評価方法・

実施計画の立案や検討を行っている。 
 

第第６６章章 成成果果のの発発信信・・普普及及

課課題題研研究究・・探探究究活活動動のの発発表表

今年度も昨年同様、新型コロナウイルス感染症の影響により多くの外部発表会がオンラインでの開催となった。しか

し今年度は対面形式の発表会にも数件参加することができた。課題研究に取り組んだ生徒の研究成果はすべて、これら

の発表会を通じて発信することができた。また、 月には、成果報告会を他のＳＳＨ校および東海大学系列校、本校

保護者に対して実施し、普通クラスの探究活動及びＳＳＨクラスの課題研究の取組を発信しすることができた。

成成果果のの発発信信

本校ホームページにおいて、 年間の取り組みをまとめた研究開発報告書をアップロードしている。また、ＳＳＨプ

ログラムの活動や発表会の様子をホームページのニュースとして随時発信している。学校報「飛躍」にもＳＳＨ活動の

取り組みの様子や活動を経験した生徒の声などを毎月記載している。

学学校校内内（（普普通通ククララスス））へへ成成果果普普及及

科学プレゼンテーションの学習手法や、探究活動や公共科学論で実施しているアクティブ・ラーニングの授業展開を、

各教科で実施されている調べ学習や発表学習に適用してきた。企業連携活動もＳＳＨクラスだけでなく、普通クラスや

中等部の生徒へのキャリア教育として継続して実施している。また、文化祭においては、ＳＳＨクラス同様に普通クラ

スでも、ものづくりや環境問題を扱う科学関連の展示を行うクラスもでてきた。ＳＳＨクラスで実施したノウハウを生

かし、企業出前授業の特別講座や文化祭クラス展示での連携など、企業と中高生が関わる機会をふやすことができた。 

地地域域へへのの成成果果普普及及

地域の小学生を対象とした科学教室（ファミリー・スーパーサイエンス教室）は、地域の科学教室として定着してい

る。新型コロナウイルスの蔓延状況が収束しない中でも参加申込が多数あり、参加した子供たちに科学体験を楽しんで

もらうことができた。また、本校高校生が科学の授業を行うサイエンスコミュニケーター活動も恒例行事となっており、

生徒たちの工夫を凝らした授業は子供たちに好評を得ている。過去には、本校ＳＳＨ生徒が行った科学教室を受講した

小学生が、その後本校に入学してＳＳＨクラスに入り、今度は先生役となって次の世代の子供たちに向けて科学教室を

実践するという例もある。科学の面白さを地域の子供たちに伝えるこれらのプログラムは、高校生自身の科学に対する

関心を高揚させる効果もあり、今後も継続して実施していく。 
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今年度も昨年同様、新型コロナウイルス感染症の影響により多くの外部発表会がオンラインでの開催となった。しか

し今年度は対面形式の発表会にも数件参加することができた。課題研究に取り組んだ生徒の研究成果はすべて、これら

の発表会を通じて発信することができた。また、 月には、成果報告会を他のＳＳＨ校および東海大学系列校、本校

保護者に対して実施し、普通クラスの探究活動及びＳＳＨクラスの課題研究の取組を発信しすることができた。

成成果果のの発発信信

本校ホームページにおいて、 年間の取り組みをまとめた研究開発報告書をアップロードしている。また、ＳＳＨプ
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中等部の生徒へのキャリア教育として継続して実施している。また、文化祭においては、ＳＳＨクラス同様に普通クラ

スでも、ものづくりや環境問題を扱う科学関連の展示を行うクラスもでてきた。ＳＳＨクラスで実施したノウハウを生

かし、企業出前授業の特別講座や文化祭クラス展示での連携など、企業と中高生が関わる機会をふやすことができた。 

地地域域へへのの成成果果普普及及

地域の小学生を対象とした科学教室（ファミリー・スーパーサイエンス教室）は、地域の科学教室として定着してい

る。新型コロナウイルスの蔓延状況が収束しない中でも参加申込が多数あり、参加した子供たちに科学体験を楽しんで

もらうことができた。また、本校高校生が科学の授業を行うサイエンスコミュニケーター活動も恒例行事となっており、

生徒たちの工夫を凝らした授業は子供たちに好評を得ている。過去には、本校ＳＳＨ生徒が行った科学教室を受講した

小学生が、その後本校に入学してＳＳＨクラスに入り、今度は先生役となって次の世代の子供たちに向けて科学教室を

実践するという例もある。科学の面白さを地域の子供たちに伝えるこれらのプログラムは、高校生自身の科学に対する

関心を高揚させる効果もあり、今後も継続して実施していく。 
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第第７７章章 研研究究開開発発実実施施上上のの課課題題及及びび

今今後後のの研研究究開開発発のの方方向向性性

全全校校ででのの探探究究活活動動のの取取組組

普通クラスの探究活動では、「プレ探究」を充実させたり、探究テーマの分野を柔軟にしたり、指導するメンター教

員の数を増やしたりするなど、毎年反省点を踏まえて運営の改善を行いながら進めてきた。日常生活の疑問から生じた

課題を取り扱ったものも多く、文系・理系にとらわれない独創的なテーマを探究するグループもみられるようになった。

一方で、インターネットで調べた情報をそのまま掲載して発表したり、考察がデータを活用したものではなく主観や想

像に基づいた感想で終わっていたりするなど、科学的な成果発表になっていないものもある。

これらの例の中には、活動中に指導教員からもう少しアドバイスができれば改善できたと思われるものも多い。メン

ター教員が生徒の探究活動の進捗状況を効率的に把握することのできる工夫が必要となる。他校の例では、教員が直接

進捗状況をチェックするだけでなく、生徒どうしが探究活動の途中に相互評価をして、そこに教員がコメントするとい

う体制を作っているところがある。このような探究活動指導における教員と生徒の情報交換の方法を、今後は検討して

いきたい。本校では 人１台タブレット を所持しており、ＩＣＴ環境も整っているため、教員と生徒のコミュニケ

ーションツールとしてそれらを活用することもできると考えられる。

成成果果のの発発信信・・交交流流のの手手法法

今年度も新型コロナウイルス感染症蔓延の影響が強く残り、研究施設への訪問や、外部での発表会への参加が限定的

なものになった。また、依然として国際交流で海外に渡航することもできない状況が続いている。その一方で、

などのツールを使用した発表会や交流会に参加したり、海外校とインターネットを介して情報交換したりするなど、オ

ンラインを使用した交流の機会が多くなった。「移動のコストが生じない」「時間設定を柔軟に対処できる」「気軽に参

加できる」などオンラインならではのメリットも見られ、オンラインを活用することで成果発信や交流の幅が広がるこ

とが実感できた。しかし、オンライン上では直接の対面にならないため、ニュアンスがうまく伝わらないなどコミュニ

ケーションの取り方に制約も制約ができる。オンラインのメリットをうまく生かし、成果発信や交流の幅をひろげてい

くことが課題となる。今後はオンラインを使用する上でのメリット・デメリットを整理し、オンラインを含めた成果普

及の方法を再検討していきたい。

また、取組の成果報告の発信だけでなく、本校のプログラムで作成した教材や評価シートなどをＨＰに掲載するなど、

他校へのプログラム成果普及にも努めていきたい。

海海外外校校ととのの共共同同研研究究

タイ・チュラポーンサイエンスハイスクール・トラン校との共同研究では、一昨年度は３件、昨年度は６件、今年度

は８件のテーマで実施し、 などのオンラインツールを活用しながら共同研究を進めてきた。生徒への参加の呼び

かけが功を奏し、共同研究の件数を年々増やすことができている。共同研究を進めているグループは、定期的にオンラ

インミーティングを開催し、順調にお互いの研究内容を次情報交換することができ、無事に終了させることができた。

海外校との共同研究を行うにあたって、テーマ設定の仕方が今後も課題となる。現在は、本校の生徒のテーマ一覧を

相手の学校に送り、共同研究のテーマを選んでもらうという方法をとっている。現在のようにこちらからテーマ一覧を

提示するだけでなく、相手側からも連携可能なテーマを提示してもらい、お互いの学校で行っている取組を確認しなが

ら、共通課題となるテーマを見つけていく方法を検討していきたい。

 

第８章 資料集

１１．．運運営営指指導導委委員員会会のの記記録録

２２００２２２２年年度度 第第１１回回運運営営指指導導員員会会

【日 時】 ２０２２年１０月２９日（土） １６：００～１７：３０

【内 容】 活動報告、経過措置後の方針（自走化）について 等

【議事録】

○運営指導委員からの助言

井上 徳之（中部大学超伝導・持続可能エネルギー研究センター 教授）

内田 晴久（東海大学教養学部人間環境学科 教授）

岡野 邦彦（慶応義塾大学理工学部機械工学科 非常勤講師）

川名 優孝（水環境情報基盤株式会社 代表取締役）

滝川 洋二（ 法人ガリレオ工房 理事長）

利根川 昭（東海大学理学部物理学科 教授）

西 義武（松前国際友好財団 理事）

灰田 宗孝（東海大学医療技術短期大学 教授）

三林 浩二（東京医科歯科大学生体材料工学研究所 教授）

山口 滋（東海大学理学部物理学科 教授）

山本 義郎（東海大学理学部数学科 教授）

・経過措置終了後に認定校を目指す方針には賛成である。

・高輪台の 活動をモデルケースとして作り上げ、それを普及展開していくことが今後は求められている。

・科学的視点や国際的視点など、多角的に考えている高輪台の指導方法は他の付属校でも共有できるのではないか。東

海大学のスケールメリットを生かして、ぜひ他の付属校にも伝える取り組みをしてほしい。

・内閣府や文部科学省が行おうとしている教育改革は として提言されているものである。これらが提言さ

れた背景を考えていくことが必要だと思われる。また、これらの中には東海大学の建学の精神にも通ずるものが多くあ

る。

・成果の普及に関しては、教員が をどのように進めてきたのかを他校と共有することに意味がある。

・今後 予算がつかない場合、外部資金をうまく使うことを勧める。多くの大学研究者は研究アウトリーチ活動を行

っている。私の場合であれば 教育費があるので、それを利用して講師をすることもできる。

・発表会の開催は、成果普及として有用なものである。他校の生徒が来校すれば、生徒は緊張感が高まり、発表会がよ

り高い教育効果を得られるものになる。他校の生徒に来てもらうためには、相手に興味を持ってもらうような方法を考

える必要がある。
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第第７７章章 研研究究開開発発実実施施上上のの課課題題及及びび

今今後後のの研研究究開開発発のの方方向向性性

全全校校ででのの探探究究活活動動のの取取組組

普通クラスの探究活動では、「プレ探究」を充実させたり、探究テーマの分野を柔軟にしたり、指導するメンター教

員の数を増やしたりするなど、毎年反省点を踏まえて運営の改善を行いながら進めてきた。日常生活の疑問から生じた

課題を取り扱ったものも多く、文系・理系にとらわれない独創的なテーマを探究するグループもみられるようになった。

一方で、インターネットで調べた情報をそのまま掲載して発表したり、考察がデータを活用したものではなく主観や想

像に基づいた感想で終わっていたりするなど、科学的な成果発表になっていないものもある。

これらの例の中には、活動中に指導教員からもう少しアドバイスができれば改善できたと思われるものも多い。メン

ター教員が生徒の探究活動の進捗状況を効率的に把握することのできる工夫が必要となる。他校の例では、教員が直接

進捗状況をチェックするだけでなく、生徒どうしが探究活動の途中に相互評価をして、そこに教員がコメントするとい

う体制を作っているところがある。このような探究活動指導における教員と生徒の情報交換の方法を、今後は検討して

いきたい。本校では 人１台タブレット を所持しており、ＩＣＴ環境も整っているため、教員と生徒のコミュニケ

ーションツールとしてそれらを活用することもできると考えられる。

成成果果のの発発信信・・交交流流のの手手法法

今年度も新型コロナウイルス感染症蔓延の影響が強く残り、研究施設への訪問や、外部での発表会への参加が限定的

なものになった。また、依然として国際交流で海外に渡航することもできない状況が続いている。その一方で、

などのツールを使用した発表会や交流会に参加したり、海外校とインターネットを介して情報交換したりするなど、オ

ンラインを使用した交流の機会が多くなった。「移動のコストが生じない」「時間設定を柔軟に対処できる」「気軽に参

加できる」などオンラインならではのメリットも見られ、オンラインを活用することで成果発信や交流の幅が広がるこ

とが実感できた。しかし、オンライン上では直接の対面にならないため、ニュアンスがうまく伝わらないなどコミュニ

ケーションの取り方に制約も制約ができる。オンラインのメリットをうまく生かし、成果発信や交流の幅をひろげてい

くことが課題となる。今後はオンラインを使用する上でのメリット・デメリットを整理し、オンラインを含めた成果普

及の方法を再検討していきたい。

また、取組の成果報告の発信だけでなく、本校のプログラムで作成した教材や評価シートなどをＨＰに掲載するなど、

他校へのプログラム成果普及にも努めていきたい。

海海外外校校ととのの共共同同研研究究

タイ・チュラポーンサイエンスハイスクール・トラン校との共同研究では、一昨年度は３件、昨年度は６件、今年度

は８件のテーマで実施し、 などのオンラインツールを活用しながら共同研究を進めてきた。生徒への参加の呼び

かけが功を奏し、共同研究の件数を年々増やすことができている。共同研究を進めているグループは、定期的にオンラ

インミーティングを開催し、順調にお互いの研究内容を次情報交換することができ、無事に終了させることができた。

海外校との共同研究を行うにあたって、テーマ設定の仕方が今後も課題となる。現在は、本校の生徒のテーマ一覧を

相手の学校に送り、共同研究のテーマを選んでもらうという方法をとっている。現在のようにこちらからテーマ一覧を

提示するだけでなく、相手側からも連携可能なテーマを提示してもらい、お互いの学校で行っている取組を確認しなが

ら、共通課題となるテーマを見つけていく方法を検討していきたい。

 

第８章 資料集

１１．．運運営営指指導導委委員員会会のの記記録録

２２００２２２２年年度度 第第１１回回運運営営指指導導員員会会

【日 時】 ２０２２年１０月２９日（土） １６：００～１７：３０

【内 容】 活動報告、経過措置後の方針（自走化）について 等

【議事録】

○運営指導委員からの助言

井上 徳之（中部大学超伝導・持続可能エネルギー研究センター 教授）

内田 晴久（東海大学教養学部人間環境学科 教授）

岡野 邦彦（慶応義塾大学理工学部機械工学科 非常勤講師）

川名 優孝（水環境情報基盤株式会社 代表取締役）

滝川 洋二（ 法人ガリレオ工房 理事長）

利根川 昭（東海大学理学部物理学科 教授）

西 義武（松前国際友好財団 理事）

灰田 宗孝（東海大学医療技術短期大学 教授）

三林 浩二（東京医科歯科大学生体材料工学研究所 教授）

山口 滋（東海大学理学部物理学科 教授）

山本 義郎（東海大学理学部数学科 教授）

・経過措置終了後に認定校を目指す方針には賛成である。

・高輪台の 活動をモデルケースとして作り上げ、それを普及展開していくことが今後は求められている。

・科学的視点や国際的視点など、多角的に考えている高輪台の指導方法は他の付属校でも共有できるのではないか。東

海大学のスケールメリットを生かして、ぜひ他の付属校にも伝える取り組みをしてほしい。

・内閣府や文部科学省が行おうとしている教育改革は として提言されているものである。これらが提言さ

れた背景を考えていくことが必要だと思われる。また、これらの中には東海大学の建学の精神にも通ずるものが多くあ

る。

・成果の普及に関しては、教員が をどのように進めてきたのかを他校と共有することに意味がある。

・今後 予算がつかない場合、外部資金をうまく使うことを勧める。多くの大学研究者は研究アウトリーチ活動を行

っている。私の場合であれば 教育費があるので、それを利用して講師をすることもできる。

・発表会の開催は、成果普及として有用なものである。他校の生徒が来校すれば、生徒は緊張感が高まり、発表会がよ

り高い教育効果を得られるものになる。他校の生徒に来てもらうためには、相手に興味を持ってもらうような方法を考

える必要がある。
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２２．．ＳＳＳＳＨＨ活活動動 事事前前・・事事後後アアンンケケーートト

 
事事前前アアンンケケーートト（（１１年年生生４４月月実実施施）） 事事後後アアンンケケーートト（（各各学学年年１１月月実実施施））

【４.当てはまる ３.やや当てはまる ２.やや当てはまらない １.当てはまらない】を回答 
＜興味関心＞ 
問１ 自然現象についての興味がありますか。   
問２ 企業や大学、研究所の研究に興味がありますか。  

＜興味関心＞ 
問１ 講座を通して自然現象についての興味が以前より強くなりましたか。 
問２ 企業や大学、研究所の研究により興味がわきましたか。  

＜情報収集力＞ 
問３ 疑問に思ったことについて調べる方法を多く知っていますか。 
問４ 疑問に思ったことについて情報を調べたり整理することをしていますか。 

＜情報収集力＞ 
問３ 疑問に思ったことについて多くの方法で調べることができましたか。 
問４ 欠番 

＜読み書き能力＞ 
問５ 科学に関する本や雑誌を読んできましたか。   
問６ 実験などのレポートをまとめる力がありますか。  

＜読み書き能力＞ 
問５ 高校入学後、科学に関する本や雑誌を読みましたか。 
問６ 実験などのレポートをまとめる力がつきましたか。  

＜職業理解力＞ 
問７ 研究者や技術者の仕事内容について知っていますか。  

＜職業理解力＞ 
問７ 講座を通して研究者や技術者の仕事内容を知ることができましたか。 

＜問題発見力＞ 
問８ これまで科学について疑問に思うことがありましたか。  

＜問題発見力＞ 
問８ 講座を通して、以前に比べ科学について疑問に思うようなことが増えましたか。 

＜問題解決力＞ 
問９ 疑問に思ったことについて情報を調べたり整理することを 

してきましたか。    
問１０ 疑問に思うことを解決に結びつけるために、 

自分で情報収集していますか。    
問１１ ＰＤＣＡサイクル（計画―実行―評価―改善）に沿って物事（実験・実 

習等）に取り組んできましたか。 
問１２ 疑問に思う内容について、質問をしたことがありますか。 
問１３ 自らの疑問を検証する実験を意欲的に行ってきましたか。 
問１４ 疑問に思う内容について友人や教員と考えを深め合う議論をしてきま 

したか。    
問１５ 内容を議論し結論まで到達できていましたか。  

＜問題解決力＞ 
問９ 講座を通して以前に比べ情報を調べたり整理することが 

できるようになりましたか。 
問１０ 講座の中で気づいた・疑問に思ったことを解決に結びつけるように 

行動するようになりましたか。 
問１１ ＰＤＣＡサイクル（計画―実行―評価―改善）に沿って物事（実験・実習等）に 

取り組むことができましたか。 
問１２ 疑問に思う内容について、質問をすることができるようになりましたか。  
問１３ 自らの疑問を検証する実験を意欲的に行うことができましたか。 
問１４ 講座を通して疑問に思う内容について友人や教員と考えを深め合う議論をしまし

たか。 
問１５ 講座を通して、内容を議論し結論まで到達することができましたか。 

＜プレゼンテーション力＞ 
問１６ 今まで姿勢、アイコンタクト、ジェスチャー等を意識してきましたか。

     
問１７ 分かりやすくスライドを作成することができますか。  

＜プレゼンテーション力＞ 
問１６ 姿勢、アイコンタクト、ジェスチャー等を意識してプレゼンテーションすること 

ができるようになりましたか。 
問１７ 相手に分かりやすくスライドを作成することができるようになりましたか。 

＜伝達力＞ 
問１８ 相手に伝わるようにプレゼンテーションができていますか。 

＜伝達力＞ 
問１８ 相手に伝わるようにプレゼンテーションができるようになりましたか。 

＜英語による表現力＞ 
問１９ 英語を使って発表する能力があると思いますか。  
問２０ 英語を使って質疑応答をする能力があると思いますか。 
問２１ 海外の生徒との交流を積極的にしてきましたか。  

＜英語による表現力＞ 
問１９ 高校入学後、英語を使って発表する能力がついたと思いますか。  
問２０ 高校入学後、英語を使って質疑応答をする能力がついたと思いますか。  
問２１ 海外の生徒との交流を積極的にすることができましたか。 

＜倫理観＞ 
問２２ 科学技術がもたらしている諸問題について２つ以上挙げられますか。 
 
問２３ 科学技術が現在までにもたらしたメリット・デメリットについて考え 

たことがありますか。  

＜倫理観＞ 
問２２ 科学技術がもたらしている諸問題について知ることができましたか（理解するこ 

とができましたか）。 
問２３ 科学技術が現在までにもたらしたメリット・デメリットについて考えることがで 

きましたか。 

＜判断力＞ 
問２４ 科学文明を科学以外の視点から考えたことがありますか。 
問２５ 科学文明に関する諸問題について国際的視野から考えたことがありま 

すか。     

＜判断力＞ 
問２４ 科学文明を科学以外の視点から考えることができましたか。 
問２５ 科学文明に関する諸問題について国際的視野から考えることができましたか。 

 

３３．．成成績績評評価価用用ルルーーブブリリッックク

【課題研究ルーブリック】
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２２．．ＳＳＳＳＨＨ活活動動 事事前前・・事事後後アアンンケケーートト

 
事事前前アアンンケケーートト（（１１年年生生４４月月実実施施）） 事事後後アアンンケケーートト（（各各学学年年１１月月実実施施））

【４.当てはまる ３.やや当てはまる ２.やや当てはまらない １.当てはまらない】を回答 
＜興味関心＞ 
問１ 自然現象についての興味がありますか。   
問２ 企業や大学、研究所の研究に興味がありますか。  

＜興味関心＞ 
問１ 講座を通して自然現象についての興味が以前より強くなりましたか。 
問２ 企業や大学、研究所の研究により興味がわきましたか。  

＜情報収集力＞ 
問３ 疑問に思ったことについて調べる方法を多く知っていますか。 
問４ 疑問に思ったことについて情報を調べたり整理することをしていますか。 

＜情報収集力＞ 
問３ 疑問に思ったことについて多くの方法で調べることができましたか。 
問４ 欠番 

＜読み書き能力＞ 
問５ 科学に関する本や雑誌を読んできましたか。   
問６ 実験などのレポートをまとめる力がありますか。  

＜読み書き能力＞ 
問５ 高校入学後、科学に関する本や雑誌を読みましたか。 
問６ 実験などのレポートをまとめる力がつきましたか。  

＜職業理解力＞ 
問７ 研究者や技術者の仕事内容について知っていますか。  

＜職業理解力＞ 
問７ 講座を通して研究者や技術者の仕事内容を知ることができましたか。 

＜問題発見力＞ 
問８ これまで科学について疑問に思うことがありましたか。  

＜問題発見力＞ 
問８ 講座を通して、以前に比べ科学について疑問に思うようなことが増えましたか。 

＜問題解決力＞ 
問９ 疑問に思ったことについて情報を調べたり整理することを 

してきましたか。    
問１０ 疑問に思うことを解決に結びつけるために、 

自分で情報収集していますか。    
問１１ ＰＤＣＡサイクル（計画―実行―評価―改善）に沿って物事（実験・実 

習等）に取り組んできましたか。 
問１２ 疑問に思う内容について、質問をしたことがありますか。 
問１３ 自らの疑問を検証する実験を意欲的に行ってきましたか。 
問１４ 疑問に思う内容について友人や教員と考えを深め合う議論をしてきま 

したか。    
問１５ 内容を議論し結論まで到達できていましたか。  

＜問題解決力＞ 
問９ 講座を通して以前に比べ情報を調べたり整理することが 

できるようになりましたか。 
問１０ 講座の中で気づいた・疑問に思ったことを解決に結びつけるように 

行動するようになりましたか。 
問１１ ＰＤＣＡサイクル（計画―実行―評価―改善）に沿って物事（実験・実習等）に 

取り組むことができましたか。 
問１２ 疑問に思う内容について、質問をすることができるようになりましたか。  
問１３ 自らの疑問を検証する実験を意欲的に行うことができましたか。 
問１４ 講座を通して疑問に思う内容について友人や教員と考えを深め合う議論をしまし

たか。 
問１５ 講座を通して、内容を議論し結論まで到達することができましたか。 

＜プレゼンテーション力＞ 
問１６ 今まで姿勢、アイコンタクト、ジェスチャー等を意識してきましたか。

     
問１７ 分かりやすくスライドを作成することができますか。  

＜プレゼンテーション力＞ 
問１６ 姿勢、アイコンタクト、ジェスチャー等を意識してプレゼンテーションすること 

ができるようになりましたか。 
問１７ 相手に分かりやすくスライドを作成することができるようになりましたか。 

＜伝達力＞ 
問１８ 相手に伝わるようにプレゼンテーションができていますか。 

＜伝達力＞ 
問１８ 相手に伝わるようにプレゼンテーションができるようになりましたか。 

＜英語による表現力＞ 
問１９ 英語を使って発表する能力があると思いますか。  
問２０ 英語を使って質疑応答をする能力があると思いますか。 
問２１ 海外の生徒との交流を積極的にしてきましたか。  

＜英語による表現力＞ 
問１９ 高校入学後、英語を使って発表する能力がついたと思いますか。  
問２０ 高校入学後、英語を使って質疑応答をする能力がついたと思いますか。  
問２１ 海外の生徒との交流を積極的にすることができましたか。 

＜倫理観＞ 
問２２ 科学技術がもたらしている諸問題について２つ以上挙げられますか。 
 
問２３ 科学技術が現在までにもたらしたメリット・デメリットについて考え 

たことがありますか。  

＜倫理観＞ 
問２２ 科学技術がもたらしている諸問題について知ることができましたか（理解するこ 

とができましたか）。 
問２３ 科学技術が現在までにもたらしたメリット・デメリットについて考えることがで 

きましたか。 

＜判断力＞ 
問２４ 科学文明を科学以外の視点から考えたことがありますか。 
問２５ 科学文明に関する諸問題について国際的視野から考えたことがありま 

すか。     

＜判断力＞ 
問２４ 科学文明を科学以外の視点から考えることができましたか。 
問２５ 科学文明に関する諸問題について国際的視野から考えることができましたか。 

 

３３．．成成績績評評価価用用ルルーーブブリリッックク

【課題研究ルーブリック】
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【【探探究究活活動動ⅡⅡ ルルーーブブリリッックク】】 ４４．．教教育育課課程程表表

令令和和２２年年度度（（ 年年度度））・・令令和和３３年年度度（（ 年年度度））入入学学生生
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【【探探究究活活動動ⅡⅡ ルルーーブブリリッックク】】 ４４．．教教育育課課程程表表

令令和和２２年年度度（（ 年年度度））・・令令和和３３年年度度（（ 年年度度））入入学学生生
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令令和和４４年年度度（（ 年年度度））入入学学生生

  
５５．．課課題題研研究究テテーーママ一一覧覧

  
課課題題研研究究・・探探究究学学習習にに関関わわるるＳＳＳＳＨＨ科科目目一一覧覧表表

学学科科・・ココーースス
年年生生 年年生生

対対 象象
科科目目名名 単単位位数数 科科目目名名 単単位位数数

普普通通ククララスス 探探究究活活動動ⅠⅠ １１ 探探究究活活動動ⅡⅡ １１ 普普通通ククララスス全全員員

ククララスス 課課題題実実験験 ２２ 課課題題研研究究 ２２ ＳＳＳＳＨＨククララスス全全員員

科科目目名名：：課課題題実実験験（（ＳＳＳＳＨＨククララスス２２年年生生・・２２単単位位））  

【物理】

「接触面積と摩擦力の関係」「ヘロンの噴水」「温度と弾性力の関係性」「弾性体で連結させた多物体の加速度」

「オイラーのベルト理論は正しいのか〜筒の半径を変えてみた〜」「落下した紙片がばらける傾向」

「硬質塩化ビニルとポリビニルアルコールの光の透過性について」「シャープペンシルの芯の濃さと硬さの関係性」「桧角材の強度を調べる」

「打ち水によるコンクリートの表面温度の推移」「金属の種類による熱平衡時の水温の違い」「緩衝材の種類のよる衝撃の変化」

【化学】

「どの洗顔料が一番いいの？」「塩基とタンパク質の反応」「日焼け止めと日焼け止め効果のある化粧下地の紫外線防止効果の比較」

「プラスチックの特性に関する研究」「花びらを利用したリップクリーム作り」「バナナの果肉入りヨーグルトの製作に関する研究」

「健康的なアイスを作ろう」「馬の汗から石鹸を作る」

【生物】「光と生き物の関係性」「４種類のアミノ酸によるメダカの成長の比較」「ヌマエビの飼育時のえさの最適解について」

「酵母菌の増殖を抑制する物質を見つける」「ウッドチップの有無による土壌生物相の変化」「シイタケの成長と光色との関係」

「アリに対する物質の防虫効果」「タケ類と土の成長の関係」「メダカは環境の変化をどこまで耐えられるのか」「ミドリムシの環境による個体数の変化」

「水と微生物」「基本用土の違いによるコマツナの生育比較」「コオロギの嗅覚による記憶と判断」「水の違いによる生物の変化」

【数学】

「場所によるコンビニの商品の違い」「ディズニーの待ち時間」「首都高速を使わない最短経路」

【情報】

「 を利用した新型 の開発」「 学習を用いた 空間上のモーショントラッキングの精度向上」

  

科科目目名名：：探探究究活活動動ⅡⅡ（（普普通通ククララスス３３年年生生・・１１単単位位））  

【国語】

「話し方を変えるだけで変わるのか」「文章表現で伝わり方は変わるのか」「未来の言葉を予言しよう」「売れている芸人の特徴」「方言はなくなるのか」

「人気のある本の魅力とは？」「テレビと のどちらが人気なのか」「 の歌詞の基本パターンと隠された意味について」「死語になるには」

「方言の浸透度について」「流行語の法則」「人気アニメの共通点」「これから死語になる言葉」

【歴史】

「戦後の法律の変化について」「戦国武将が生き抜いた秘訣（現代との関わりは何か）」「差別と時代」「独裁者から学ぶ人間関係」

【公共】

「戦争をゼロに」「伝統工芸品の現状」「東京２３区の印象」「男女の幸福について」「ご当地給食の特徴」「世界で最も珍しい動物である条件」

「宇宙移住はできるか～社会的観点から考察～」「商品を魅力的に伝える方法」「 が人気になった理由」「 年後の日本を予想してみた」

「校則について」「都市伝説の広まり方 宣伝効果の検証と広告心理学への応用の考察」「色彩による性格診断と主観的イメージの因果関係」

【数学】

「スマホの認証方法の安全性と危険性」「確実に電車で座る方法」「商品のパッケージ」「黄金比を用いた写真の撮影方法の研究」「車のナンバーについて」

「じゃんけん必勝法」「音による環境デザイン」「スマートフォン依存症について」「紙の限界に挑戦！！～何回折れるか～」

「錯視を用いたファッションの考察」「テーマパークを効率よく回るためには」「計算力 をねらえ！」「数字から見るサッカー」

「日常に隠れたいろいろな確率」「ディズニーランドに隠された工夫」「タイピングが速くなる方法」

【物理】

「紙飛行機の折り方と飛行距離の関係性」「ペットボトルフリップが立つ確率をあげるには」「最も発電効率のよい風力発電の羽の形状」

「静電気について」「パラシュートの滞空時間の最適解」「液体の表面張力は何によって変わるのか。」「ボールの回転と球の軌道」

「飛行機がよく飛ぶ折り方と飛ばし方」「ボールの回転・軌道の考察」「シャープペンシルと鉛筆・インクの違いによるコスパの違い」

【化学】

「 番割れにくいシャボン玉の条件」「身の回りの物から消臭効果のあるものを探す」「メントスコーラにメントスは必要なのか」

「入浴剤の機能」「 ～なぜ好き嫌いが分かれるの？～」「紅茶の色の不思議」「日焼け止めの効果について」「果物や水溶液で電気をつくろう！」

「香水 手作りと既製品比較」「高校生はどのような匂いを好むか」「線香花火を長く楽しむ方法」「シャボン玉を長く保つ方法」「消毒液の効果について」

「食べ物と服の色が人間の心理に及ぼす影響について」「ペットボトルを冷たく保つ方法」「果物の変色について」「化学的に合うおにぎりの具」

「色が人の思考に与える影響」

【生物】

「手相・血液と性格の関係性」「第一印象の決まり方」「魅力的な声とは～声帯のひ・み・つ～」「アレルギー…血液型に基づいた考察」
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令令和和４４年年度度（（ 年年度度））入入学学生生

  
５５．．課課題題研研究究テテーーママ一一覧覧

  
課課題題研研究究・・探探究究学学習習にに関関わわるるＳＳＳＳＨＨ科科目目一一覧覧表表

学学科科・・ココーースス
年年生生 年年生生

対対 象象
科科目目名名 単単位位数数 科科目目名名 単単位位数数

普普通通ククララスス 探探究究活活動動ⅠⅠ １１ 探探究究活活動動ⅡⅡ １１ 普普通通ククララスス全全員員

ククララスス 課課題題実実験験 ２２ 課課題題研研究究 ２２ ＳＳＳＳＨＨククララスス全全員員

科科目目名名：：課課題題実実験験（（ＳＳＳＳＨＨククララスス２２年年生生・・２２単単位位））  

【物理】

「接触面積と摩擦力の関係」「ヘロンの噴水」「温度と弾性力の関係性」「弾性体で連結させた多物体の加速度」

「オイラーのベルト理論は正しいのか〜筒の半径を変えてみた〜」「落下した紙片がばらける傾向」

「硬質塩化ビニルとポリビニルアルコールの光の透過性について」「シャープペンシルの芯の濃さと硬さの関係性」「桧角材の強度を調べる」

「打ち水によるコンクリートの表面温度の推移」「金属の種類による熱平衡時の水温の違い」「緩衝材の種類のよる衝撃の変化」

【化学】

「どの洗顔料が一番いいの？」「塩基とタンパク質の反応」「日焼け止めと日焼け止め効果のある化粧下地の紫外線防止効果の比較」

「プラスチックの特性に関する研究」「花びらを利用したリップクリーム作り」「バナナの果肉入りヨーグルトの製作に関する研究」

「健康的なアイスを作ろう」「馬の汗から石鹸を作る」

【生物】「光と生き物の関係性」「４種類のアミノ酸によるメダカの成長の比較」「ヌマエビの飼育時のえさの最適解について」

「酵母菌の増殖を抑制する物質を見つける」「ウッドチップの有無による土壌生物相の変化」「シイタケの成長と光色との関係」

「アリに対する物質の防虫効果」「タケ類と土の成長の関係」「メダカは環境の変化をどこまで耐えられるのか」「ミドリムシの環境による個体数の変化」

「水と微生物」「基本用土の違いによるコマツナの生育比較」「コオロギの嗅覚による記憶と判断」「水の違いによる生物の変化」

【数学】

「場所によるコンビニの商品の違い」「ディズニーの待ち時間」「首都高速を使わない最短経路」

【情報】

「 を利用した新型 の開発」「 学習を用いた 空間上のモーショントラッキングの精度向上」

  

科科目目名名：：探探究究活活動動ⅡⅡ（（普普通通ククララスス３３年年生生・・１１単単位位））  

【国語】

「話し方を変えるだけで変わるのか」「文章表現で伝わり方は変わるのか」「未来の言葉を予言しよう」「売れている芸人の特徴」「方言はなくなるのか」

「人気のある本の魅力とは？」「テレビと のどちらが人気なのか」「 の歌詞の基本パターンと隠された意味について」「死語になるには」

「方言の浸透度について」「流行語の法則」「人気アニメの共通点」「これから死語になる言葉」

【歴史】

「戦後の法律の変化について」「戦国武将が生き抜いた秘訣（現代との関わりは何か）」「差別と時代」「独裁者から学ぶ人間関係」

【公共】

「戦争をゼロに」「伝統工芸品の現状」「東京２３区の印象」「男女の幸福について」「ご当地給食の特徴」「世界で最も珍しい動物である条件」

「宇宙移住はできるか～社会的観点から考察～」「商品を魅力的に伝える方法」「 が人気になった理由」「 年後の日本を予想してみた」

「校則について」「都市伝説の広まり方 宣伝効果の検証と広告心理学への応用の考察」「色彩による性格診断と主観的イメージの因果関係」

【数学】

「スマホの認証方法の安全性と危険性」「確実に電車で座る方法」「商品のパッケージ」「黄金比を用いた写真の撮影方法の研究」「車のナンバーについて」

「じゃんけん必勝法」「音による環境デザイン」「スマートフォン依存症について」「紙の限界に挑戦！！～何回折れるか～」

「錯視を用いたファッションの考察」「テーマパークを効率よく回るためには」「計算力 をねらえ！」「数字から見るサッカー」

「日常に隠れたいろいろな確率」「ディズニーランドに隠された工夫」「タイピングが速くなる方法」

【物理】

「紙飛行機の折り方と飛行距離の関係性」「ペットボトルフリップが立つ確率をあげるには」「最も発電効率のよい風力発電の羽の形状」

「静電気について」「パラシュートの滞空時間の最適解」「液体の表面張力は何によって変わるのか。」「ボールの回転と球の軌道」

「飛行機がよく飛ぶ折り方と飛ばし方」「ボールの回転・軌道の考察」「シャープペンシルと鉛筆・インクの違いによるコスパの違い」

【化学】

「 番割れにくいシャボン玉の条件」「身の回りの物から消臭効果のあるものを探す」「メントスコーラにメントスは必要なのか」

「入浴剤の機能」「 ～なぜ好き嫌いが分かれるの？～」「紅茶の色の不思議」「日焼け止めの効果について」「果物や水溶液で電気をつくろう！」

「香水 手作りと既製品比較」「高校生はどのような匂いを好むか」「線香花火を長く楽しむ方法」「シャボン玉を長く保つ方法」「消毒液の効果について」

「食べ物と服の色が人間の心理に及ぼす影響について」「ペットボトルを冷たく保つ方法」「果物の変色について」「化学的に合うおにぎりの具」

「色が人の思考に与える影響」

【生物】

「手相・血液と性格の関係性」「第一印象の決まり方」「魅力的な声とは～声帯のひ・み・つ～」「アレルギー…血液型に基づいた考察」
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「エサによるメダカの体色変化。」「クローバーの発生条件」「ペットボトルの菌」

【地学】

「気象災害と地形の関係性」

【体育】

「サッカーにおける日本と海外の差」「食事が体のコンディションにどう影響するのか」「利き手による運動神経の違い」「身長の伸ばし方」

「人はなぜ眠くなるのか」「筋肉の魅力についての考察」「朝ごはんが 日の体調に及ぼす影響について」「パンプアップの限界値」

「身体を効果的に鍛える方法を研究～プロテインの効果～」「音が体と脳に与える影響」「日本人と外国人の身体的な特徴」

「ストレッチによる身体的効果」「効率よく筋肉をつける方法」「紫外線が及ぼす人体への影響」「筋肉をより効果的につけるためには？」

「プロテインの吸収性を高めるためには？」「高校生が健康維持のためにできること」「髪と食べ物の関係」「ジカンをジッカンしよう」

「睡眠からみる最高のコンディションとは」「強い力で握るためには」「ストレッチは本当に効果的か」

【保健】

「睡眠について」「睡眠と生活」「効率よくダイエットするには」

【音楽】

「音のもたらす影響」「記憶に残る曲の法則」「吹奏楽曲の感動する基準」「音楽がもたらす人の集中力と心理的作用の繋がりについて」

「素人の二曲目は進化するのか」「音楽は脳に良い影響を与えるのか」「吹奏楽でヒットする曲の特徴」

【美術】

「黄金比」「もしキャラクターが白黒だったら？」「完璧なテーマパークを作るには」「なぜ遠近法は多用されるのか」「色が人に与える印象」

「モテる！？時代に合ったヘアスタイルってなに？」「バイオミメティクス」「人気映画の共通点」

【家庭科】

「様々な国の服装の特徴や国の特色から考える」「赤ちゃん言葉の発達過程」「おむつの吸水性」「スタミナ丼」「日本食の良さ」

「うま味作り～甘味・辛味・苦味・塩味・酸味の最強決定戦～」「色によって食欲は変化するのか」「食べ物の好き嫌いと遺伝の関係性」

「最高のパフォーマンスをするための食事」「洗剤で落とせる汚れの限界」

【外国語】

「洋楽と洋画では、どちらの方が英語学習ツールとして効果的か」「世界で使われているジェスチャー」「英単語を効率よく覚える方法」

「韓国ブームにはどのような波があるのか、そして次に流行るものを予想する」「日本と海外の大学について」「日本と海外の感情表現の違い」

「日本のアニメと海外のアニメ、それぞれを見て育った子どもにはどのような違いが生まれるか」「学力の差からくる違い 世界 」

「世界で使われている言語と言語学習率は比例しているのか」「日本人に英語を話せる人が少ないのはなぜだろう」

「色の印象」「部活と恋愛の関係性」「人の悩みの特徴」「迷信でアめいしんグ 」「人はなぜ嘘をつくのか」

【情報】

「オンライン授業と対面授業、どちらのほうが良いのか」「職業の 化、１０年後になくなる職業」「～ ～「ストレスと夢の関係性」」

「 ～次世代の人間関係の在り方～」「野球の何回に一番点が入るか」「「女性」「男性」そのレッテル必要ですか？」

「ストレスが体にもたらす影響」「名前について」

  

  

科科目目名名：：課課題題研研究究（（ＳＳＳＳＨＨククララスス３３年年生生・・２２単単位位））  

【物理】

「炊飯時の水の量による粘着力」「身近な物の防音効果の比較」「真空での物体の変化」「ニュートンのゆりかごに適した物質」「橋に長けた形を見つける」

「水深による波の速さ」「階段ロボットの簡略化」「空間認知モデル～空間に広がる音の変化～」「緩衝材による衝撃の緩和」「磁気浮遊」

「消波ブロックを用いて砂浜を護岸する」

【化学】

「おいしいパンケーキを化学する」「セーターを縮まないようにしよう」「色褪せを防ぐためには」「ポリ乳酸の海洋中分解」「水の浄化で貧困を減らす」

「多摩川と観見川の汽水域の水質について」

【生物】

「熟成による菌の増加量とグルタミン酸量の測定」「生物を使用したビオトープの浄化実験」「メダカに対するビタミン の影響」

「メダカの学習能力について」「生態系の生物による環境変化」「 と糖度による腐敗と変色の関係性」「生物の有無によるアオミドロの量の変化」

「ダンゴムシ、あっちむいて ！」「光と色に導かれし、ヤマトヌマエビ達。

【数学】

「心地よい睡眠を求める」「オークションで学ぶゲーム理論」「徹夜 朝活どちらが効果的？」「サイコロの本当の確率」

「実数値関数のグラフと複素数との関連性はあるのか」「タックルの部位における成功率と勝敗」「見えないものを数える研究」「円周率を計算してみた」
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